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虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

 

 

○障害
しょうがい

の定義
て い ぎ

 

１．被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

は手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

には限
かぎ

られないのではないか 

 

【大久保
お お く ぼ

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

は手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

以外
いが い

の障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

しても想定
そうてい

され、広
ひろ

く社会
しゃかい

モデルの視点
してん

に立
た

った考
かんが

え方
かた

をとる必要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

また、知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

にあっても、手帳
てちょう

を所持
しょじ

していない者
もの

が多数
たすう

いることを踏
ふ

ま

える必要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

 

【大谷
おおたに

委員
いい ん

】 

被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

は手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

に限
かぎ

るべきではない。 

これまで「障
しょう

がい」の定義
ていぎ

は、医学的
いがくてき

な見地
けんち

に立
た

って身体的
しんたいてき

又
また

は機能的
きのうてき

な欠損
けっそん

や能力
のうりょく

不全
ふぜ ん

を基準
きじゅん

として定
さだ

められてきた。しかし、たとえ医学的
いがくてき

な視点
してん

からは、

能力
のうりょく

不全
ふぜ ん

が存在
そんざい

しなくても、社会
しゃかい

生活
せいかつ

において差別
さべつ

を受
う

け、あるいは不利益
ふ り え き

を受
う

ける状態
じょうたい

が存在
そんざい

することが意識
いしき

されるようになってきた。 

例
たと

えば、顔
かお

に大
おお

きな痣
あざ

のある人
ひと

など「ユニークフェイス」の人
ひと

たち、

高次脳機能障
こうじのうきのうしょう

がいや、多動
たどう

性障
せいしょう

がいの人
ひと

たちは、手帳
てちょう

制度
せい ど

における障
しょう

がいの
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定義
てい ぎ

に含
ふく

まれなかった。しかし、これらの状態
じょうたい

にある人
ひと

も虐待
ぎゃくたい

の対象
たいしょう

となるの

であって、たとえ医学的
いがくてき

モデルとしての障
しょう

がいが存在
そんざい

しなくても、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

の

観点
かんてん

から、そうした状態
じょうたい

も「障
しょう

がい」の定義
ていぎ

に含
ふく

める必要
ひつよう

がある。 

また、過去
か こ

に身体的
しんたいてき

又
また

は精神的
せいしんてき

障
しょう

がいを有
ゆう

したことにより、あるいは

ハンセン
は ん せ ん

氏病
しびょう

のように、たとえ病気
びょうき

が治
ち

癒
ゆ

していても、過去
か こ

の障
しょう

がいや病気
びょうき

を

理由
りゆう

に虐待
ぎゃくたい

を受
う

ける事象
じしょう

が見受
み う

けられる。また、HIV感染者
かんせんしゃ

のように、身体的
しんたいてき

又
また

は知的
ちてき

には何
なん

らの能力
のうりょく

不全
ふぜ ん

が存在
そんざい

しなくても、虐待
ぎゃくたい

の対象
たいしょう

となることも多
おお

い。

そうした過去
か こ

における状態
じょうたい

や将来
しょうらい

発生
はっせい

するであろう状態
じょうたい

を理由
りゆう

に、虐待
ぎゃくたい

を受
う

け

ることを防止
ぼうし

する見地
けんち

から、本法
ほんほう

ではそうした人
ひと

たちをも「障
しょう

がい」のある人
ひと

と同視
どうし

することが必要
ひつよう

である。 

そこで、「障
しょう

がい」とは、心身
しんしん

の状態
じょうたい

が、疾病
しっぺい

、変調
へんちょう

、傷害
しょうがい

その他
た

の事情
じじょう

に伴
ともな

い、その時々
ときどき

の社会
しゃかい

環境
かんきょう

において求
もと

められる能力
のうりょく

又
また

は機能
きのう

に達
とおる

しないことによ

り、個人
こじん

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

において制限
せいげん

を受
う

ける状態
じょうたい

をいうとすべきで

ある。 

また、過去
か こ

にかかる状態
じょうたい

にあったこと、及
およ

び将来
しょうらい

かかる状態
じょうたい

になる蓋然性
がいぜんせい

が

あることも「障
しょう

がい」に含
ふく

めるものとする必要
ひつよう

がある。 

 

 

【大濱
おおはま

委員
いい ん

】 
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■被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

の範囲
はんい

は、広範
こうはん

な定義
ていぎ

が必要
ひつよう

である。身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

のほか、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

、高次
こうじ

脳
のう

機能
きの う

障害者
しょうがいしゃ

、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

に加
くわ

えて、「過去
か こ

に障害
しょうがい

のあった者
もの

」や「障害
しょうがい

があるものと看做
み な

されている者
もの

」やユニークフェイスの人
ひと

なども念頭
ねんとう

に置
おき

いて議論
ぎろん

すべき。 

 

■ただし、後段
こうだん

の通報
つうほう

義務
ぎ む

などとの兼
か

ね合
あ

いから、何
なん

らかの定義
ていぎ

を要
よう

するので

はないかと考
かんが

える。 

 

【尾上
おのうえ

委員
いい ん

】 

限
かぎ

られないのは当然
とうぜん

であり、限
かぎ

るべきではない。 

 

知的
ちてき

障害
しょうがい

や精神
せいしん

障害
しょうがい

をもつ者
もの

全
すべ

てが手帳
てちょう

を所持
しょじ

しているわけでもなく、その 

他
ほか

、難病
なんびょう

や高次
こうじ

脳
のう

機能
きの う

障害
しょうがい

や発達
はったつ

障害
しょうがい

をもつ者
もの

も同様
どうよう

である。これらの人
ひと

たち 

を虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

の適用
てきよう

から外
はず

すべきではない。 

 また、過去
か こ

の障害
しょうがい

の経歴
けいれき

や障害
しょうがい

があると看做
み な

されて虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

が行
おこな

われた場合
ばあい

も法
ほう

の適用
てきよう

範囲
はん い

に含
ふく

めるべきである。 

 

【勝又
かつまた

委員
いい ん

】 

すでに成立
せいりつ

している虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

（児童
じどう

・高齢者
こうれいしゃ

・女性
じょせい

）との関係
かんけい

の整理
せいり

が必要
ひつよう

であり、障
しょう

がい者
しゃ

の虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

はそれらとの関係
かんけい

で 障
しょう

がい者
しゃ

がカバーされな
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い部分
ぶぶん

をおぎなうべき。 

 

【門川
かどかわ

委員
いい ん

】 

被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

が手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

に限
かぎ

られないのは当然
とうぜん

である。そもそも「障害
しょうがい

」や

「虐待
ぎゃくたい

」を厳密
げんみつ

に定義
ていぎ

することはできない。 

 また、虐待
ぎゃくたい

は、いわゆる手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

のように、（現行
げんこう

）制度
せいど

において明確
めいかく

に

障害者
しょうがいしゃ

として位置付
い ち づ

けられているかどうかよりも、具体的
ぐたいてき

な人
ひと

と人
ひと

との関係
かんけい

に

おける「力
ちから

関係
かんけい

」によって生
しょう

じるものであり、その意味
い み

で極
きわ

めて「プライベー

ト」な問題
もんだい

であって、虐待
ぎゃくたい

を全
すべ

て未然
みぜん

に防
ふせ

ぐ、ということは原理的
げんりてき

に不可能
ふ か の う

で

あるということをまず前提
ぜんてい

とする必要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

 もし仮
かり

に虐待
ぎゃくたい

を全
すべ

て未然
みぜん

に防
ふせ

ぐなら、常
つね

に誰
だれ

かが監視
かんし

しなければならなくな

る。日常
にちじょう

生活
せいかつ

がそのような状況
じょうきょう

におかれることが極
きわ

めて不合理
ふ ご う り

であることは

明白
めいはく

であり、そのような論理
ろんり

ではない別
べつ

の論理
ろんり

で、虐待
ぎゃくたい

を防止
ぼうし

することを考
かんが

え

なければならない。 

 すなわち、「虐待
ぎゃくたい

されている側
がわ

」に障害者
しょうがいしゃ

がいた場合
ばあい

、「虐待
ぎゃくたい

が生
しょう

じている」

とは、虐待
ぎゃくたい

される側
がわ

が障害者
しょうがいしゃ

であるかどうかではなく、虐待
ぎゃくたい

する側
がわ

による虐待
ぎゃくたい

さ

れる側
がわ

に対
たい

する不適切
ふてきせつ

な何
なん

らかの力
ちから

の行使
こうし

が生
しょう

じていることを指
さ

すのであって、

そのように「不適切
ふてきせつ

に何
なん

らかの力
ちから

を行使
こうし

する」可能性
かのうせい

が大
おお

きい者
もの

を特定
とくてい

し、そ

うした者
もの

の行動
こうどう

を律
りっ

する規定
きてい

こそが、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

につながるという論理
ろんり

でなけれ
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ばならない。 

 その意味
い み

で、差別
さべつ

禁止法
きんしほう

と同様
どうよう

、虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

についても、そもそも障害者
しょうがいしゃ

に

限定
げんてい

することは、障害者
しょうがいしゃ

が障害者
しょうがいしゃ

であるがゆえに、虐待
ぎゃくたい

されうるものである、

という認識
にんしき

を前提
ぜんてい

としてしまうことから、望
のぞ

ましいとは言
い

えない。 

 障害者
しょうがいしゃ

が虐待
ぎゃくたい

される側
がわ

になりやすいということに着目
ちゃくもく

するとしても、虐待
ぎゃくたい

を

防止
ぼうし

するためには、虐待
ぎゃくたい

をする側
がわ

（しうる側
がわ

）に着目
ちゃくもく

して、法
ほう

制度
せいど

を設計
せっけい

しな

ければ、虐待
ぎゃくたい

を防止
ぼうし

するための措置
そ ち

がかえって虐待
ぎゃくたい

を助長
じょちょう

しかねないことに

留意
りゅうい

すべきである。 

 したがって、「障害
しょうがい

」や「虐待
ぎゃくたい

」については厳密
げんみつ

に定義
ていぎ

せず、虐待
ぎゃくたい

を行
おこな

う可能性
かのうせい

がある者
もの

全
すべ

てを包括的
ほうかつてき

に規定
きてい

した上
うえ

で、そうした者
もの

によるあらゆる虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

を

禁止
きんし

するという構成
こうせい

とすべきである。 

 

【川
かわ

﨑
さき

委員
いい ん

】 

 手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

に限
かぎ

られない。推進
すいしん

会議
かい ぎ

で検討
けんとう

されている新
あたら

しい基本法
きほんほう

の障害
しょうがい

の 

定義
ていぎ

を考慮
こうりょ

されるべきと考
かんが

える。 

 

【佐藤
さとう

委員
いい ん

】 

その通
とお

りと思
おも

います。 

 

【新谷
しんたに

委員
いい ん

】 
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障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふく し

サービスを受
う

ける要件
ようけん

としての手帳
てちょう

制度
せい ど

とは異
こと

なり、虐待
ぎゃくたい

から

障害者
しょうがいしゃ

を保護
ほ ご

するための要件
ようけん

なので、「虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

の態様
たいよう

」を幅広
はばひろ

く定義
ていぎ

し、「何人
なんびと

も障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

から保護
ほ ご

される」といった規定
きてい

が必要
ひつよう

で、手帳
てちょう

保持者
ほ じ し ゃ

に限定
げんてい

する意味
い み

はないと考
かんが

えます。また、虐待
ぎゃくたい

からの保護
ほ ご

を目的
もくてき

とする

ことから「障害
しょうがい

」も、幅広
はばひろ

い定義
ていぎ

（障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に明記
めいき

？）が必要
ひつよう

と考
かんが

えます。 

 

【関口
せきぐち

委員
いい ん

】 

手帳
てちょう

に限定
げんてい

すべきではない。 

 

補足
ほそく

意見
いけ ん

：大阪
おおさか

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

連絡会
れんらくかい

         塚本
つかもと

正治
しょうじ

 

 この国
くに

には、世界
せ か い

の流
なが

れに反
はん

して約
やく

34万
まん

床
しょう

もの精神科
せいしんか

病床
びょうしょう

が存在
そんざい

する。それは精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

への隔離
か く り

・収容
しゅうよう

政策
せいさく

の結果
け っ か

である。そのうち公立
こうりつ

病院
びょういん

は 1割
わり

で 9割
わり

が民間
みんかん

病院
びょういん

に頼
たよ

っている

のも世界
せ か い

に類
るい

を見
み

ない。 

 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は精神
せいしん

病棟
びょうとう

において、職員
しょくいん

からの暴行
ぼうこう

(死亡
し ぼ う

ケースもある)、不当
ふ と う

な隔離室
かくりしつ

へ

の拘禁
こうきん

、違法
い ほ う

な身体
しんたい

拘束
こうそく

、違法
い ほ う

な面会
めんかい

妨害
ぼうがい

、無視
む し

、放置
ほ う ち

、プライバシーの無
な

さなど虐待
ぎゃくたい

を受
う

け、病
やまい

を癒
いや

す場
ば

で人生
じんせい

や地域
ち い き

生活
せいかつ

への自信
じ し ん

を喪失
そうしつ

させられてきた。 

 その結果
け っ か

、5年
ねん

以上
いじょう

の入院
にゅういん

が入院者
にゅういんしゃ

の半数
はんすう

を占
し

め、10年
ねん

・15年
ねん

・20年
ねん

・25年
ねん

・30年
ねん

・35年
ねん

・

40年
ねん

という入院者
にゅういんしゃ

もめずらしくなく存在
そんざい

する。 

 自身
じ し ん

の判断
はんだん

による入院
にゅういん

であっても、閉鎖
へ い さ

病棟
びょうとう

に処遇
しょぐう

されているケースが多
おお

く、 

深
ふか

く人生
じんせい

が傷
きず

つく。 

 いわば精神
せいしん

病院
びょういん

は、虐待
ぎゃくたい

の温床
おんしょう

といっても過言
か ご ん

ではなく「虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

」の対象
たいしょう

から除外
じょがい

さ

れていることが、異常
いじょう

な状況
じょうきょう

である。「虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

」の対象
たいしょう

に「病院
びょういん

」を加
くわ

えることを強
つよ

く

願
ねが

う。 

 

【竹下
たけした

委員
いい ん

】 

 虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

の制定
せいてい

は急務
きゅうむ

である。しかも、対象
たいしょう

となる障害
しょうがい

のある人
ひと

の範囲
はんい

は、
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谷間
たに ま

のないものとしなければならない。障害
しょうがい

を有
ゆう

し、そのために社会
しゃかい

生活
せいかつ

及
およ

び

日常
にちじょう

生活
せいかつ

の分野
ぶんや

ごとに虐待
ぎゃくたい

が発生
はっせい

する危険性
きけんせい

がある限
かぎ

り、防止法
ぼうしほう

の対象
たいしょう

とすべ

きである。 

 

【土本
つちもと

委員
いい ん

】 

手帳
てちょう

をもっていなくても、虐待
ぎゃくたい

や人権
じんけん

侵害
しんがい

の事件
じけん

がわかってから、支援
しえん

をう

けて手帳
てちょう

をうける仲間
なかま

もいると思
おも

います。 

 

【堂本
どうもと

委員
いい ん

】 

支援
しえん

が必要
ひつよう

な者
もの

を対象
たいしょう

とすべきであり、障害者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

に当
あ

たっては、手帳所
てちょうじょ

 

持者
もちしゃ

に限定
げんてい

しないことが適当
てきとう

である。 

 

【中西
なかにし

委員
いい ん

】 

被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

は手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

には限
かぎ

られない。 

すでに何回
なんかい

か論
ろん

じられてきたことであるが、手帳
てちょう

そのものが医療
いりょう

モデルに基
もと

づく制度
せいど

であるため、一部
いちぶ

の障害者
しょうがいしゃ

は制度
せいど

の谷間
たにま

に置
おき

かれている。既存
きそん

のサー

ビスに守
まも

られていない障害者
しょうがいしゃ

こそ、社会的
しゃかいてき

に最
もっと

も脆弱
ぜいじゃく

な存在
そんざい

であり、それだけ

虐待
ぎゃくたい

を受
う

ける可能性
かのうせい

が高
たか

いと言
い

えるからである。 

 

【長瀬
ながせ

委員
いい ん

】 
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障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

の対象
たいしょう

となる障害者
しょうがいしゃ

は、障害
しょうがい

差別
さべ つ

禁止法
きんしほう

の対象
たいしょう

となるべき

障害者
しょうがいしゃ

と同様
どうよう

、手帳
てちょう

の有無
う む

にかかわらず、広範
こうはん

に取
と

るべきである。 

 

【久松
ひさまつ

委員
いい ん

】 

判断
はんだん

能力
のうりょく

にハンディがあり自
みずか

ら危険
きけん

信号
しんごう

（ＳＯＳ）を発信
はっしん

できない幅広
はばひろ

い人
ひと

が

対象
たいしょう

であってほしい。 

 

【松井
まつい

委員
いい ん

】 

 障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

条約
じょうやく

では、「障害者
しょうがいしゃ

には、長期的
ちょうきてき

な身体的
しんたいてき

、精神的
せいしんてき

、知的
ちてき

又
また

は感覚的
かんかくてき

な機能
きのう

障害
しょうがい

であって、様々
さまざま

な障壁
しょうへき

との相互
そうご

作用
さよ う

により他
ほか

のものとの平等
びょうどう

を基礎
き そ

として社会
しゃかい

に完全
かんぜん

かつ効果的
こうかてき

に参加
さんか

することを妨
さまた

げうるものを有
ゆう

する者
もの

を含
ふく

む。」（第
だい

1条
じょう

）ときわめて幅広
はばひろ

く定義
ていぎ

されている。わが国
くに

における障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

は、現在
げんざい

のところ身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

および精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

に限
かぎ

られる。

しかもこれらの 3障害
しょうがい

のなかでも精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

については、手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

は全体
ぜんたい

の

2割
わり

以下
い か

にすぎないということからも、被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

は現在
げんざい

の障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

に限
かぎ

るべきではない。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

は、手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

に限
かぎ

られるものでもなく、また、障害者
しょうがいしゃ

を「障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

」第
だい

2条
じょう

に限定
げんてい

すべきものでもない。ICF で定義
ていぎ

している継続的
けいぞくてき

に日常
にちじょう

生活
せいかつ
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または社会
しゃかい

生活
せいかつ

において相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

けるものすべてを対象
たいしょう

にすべきと考
かんが

え

る。 
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○虐待
ぎゃくたい

行為者
こ う い し ゃ

による類型
るいけい

 

１．どの範囲
はんい

までカバーすべきか 

（例
れい

 介護者
かいごしゃ

、福祉
ふくし

従事者
じゅうじしゃ

、使用者
しようしゃ

、学校
がっこう

関係者
かんけいしゃ

、医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

） 

 

【大久保
お お く ぼ

委員
いい ん

】 

家族
かぞく

・親類
しんるい

は「介護者
かいごしゃ

」と分
わ

けて明示
めいじ

する必要
ひつよう

があると考
かんが

える。また、学校
がっこう

関係者
かんけいしゃ

、医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

を加
くわ

えることが望
のぞ

ましいと考
かんが

える。 

 この場合
ばあい

、児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

と高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

に含
ふく

まれていない学校
がっこう

関係者
かんけいしゃ

、

医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

を対象
たいしょう

とするため、それぞれ虐待
ぎゃくたい

の対象
たいしょう

を 18歳
さい

未満
みま ん

の障害児
しょうがいじ

並
なら

びに

65歳
さい

以上
いじょう

の高齢者
こうれいしゃ

に拡大
かくだい

する必要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

 

【大谷
おおたに

委員
いい ん

】 

少
すく

なくとも、家
か

庭内
ていない

、施設内
しせつない

、学
がっ

校内
こうない

、企業内
きぎょうない

、医療
いりょう

機関内
きかんない

のそれぞれの場面
ばめん

に分
わ

けて、そこにおける虐待
ぎゃくたい

の実態
じったい

、虐待
ぎゃくたい

が生
しょう

じる構造
こうぞう

、既存法
きそんほう

による対策
たいさく

の

限界
げんかい

、新
あら

たな立法
りっぽう

の必要性
ひつようせい

、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

策
さく

として盛
も

り込
こ

むべき内容
ないよう

などを検討
けんとう

す

べきである。また、刑務所
けいむしょ

等
とう

拘禁
こうきん

施設内
しせつない

についても現実
げんじつ

に虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

が行
おこな

われて

いる現状
げんじょう

を踏
ふ

まえ、適用
てきよう

範囲
はん い

に含
ふく

めるべきか検討
けんとう

がなされるべきである。 

虐待
ぎゃくたい

は、虐待
ぎゃくたい

が行
おこな

われる場面
ばめん

によって被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

と虐待者
ぎゃくたいしゃ

との関係
かんけい

、虐待
ぎゃくたい

が生
しょう

じ

る構造
こうぞう

などについてその様相
ようそう

を異
こと

にし、防止
ぼうし

及
およ

び救済
きゅうさい

に向
む

けた手段
しゅだん

も異
こと

なる
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側面
そくめん

を有
ゆう

するからである。 

 

【大濱
おおはま

委員
いい ん

】 

■昨年
さくねん

の通常
つうじょう

国会
こっかい

に提出
ていしゅつ

された法案
ほうあん

における「養護者
ようごしゃ

/介護者
かいごしゃ

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」「障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふく し

施設
しせ つ

従事者
じゅうじしゃ

等
とう

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」「使用者
しようしゃ

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」

に加
くわ

えて、「労働者
ろうどうしゃ

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」「教職員
きょうしょくいん

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」「医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」「刑務所
けいむしょ

における障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」も含
ふく

めるべきだと考
かんが

える。 

 

■上記
じょうき

のほか、広
ひろ

く障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

を対象
たいしょう

とするために「常時
じょうじ

、定期的
ていきてき

、（不定期
ふ て い き

で

も）一定
いってい

時間
じか ん

の接触
せっしょく

がある者
もの

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」も含
ふく

めるべきではないか。 

 

【尾上
おのうえ

委員
いい ん

】 

 家族
かぞ く

、介護者
かいごしゃ

、福祉
ふくし

従事者
じゅうじしゃ

、使用者
しようしゃ

、学校
がっこう

関係者
かんけいしゃ

、医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

は虐待
ぎゃくたい

防止法上
ぼうしほうじょう

の虐待
ぎゃくたい

行為者
こういしゃ

に含
ふく

まれるべきである。 

 

【勝又
かつまた

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

行為者
こういしゃ

の範囲
はんい

を決
き

めなければならないのか？虐待
ぎゃくたい

という人権
じんけん

侵害
しんがい

をして

いる行為者
こういしゃ

をすべてカバーすることができるものにすべき。 

 

【門川
かどかわ

委員
いい ん

】 
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例示
れい じ

されている者
もの

に限
かぎ

らず、障害者
しょうがいしゃ

を個別的
こべつてき

に支援
しえん

する立場
たちば

にあるあらゆる

者
もの

を包括的
ほうかつてき

にカバーすべきである。 

 すなわち、具体的
ぐたいてき

な人
ひと

と人
ひと

との関係
かんけい

において生
しょう

じる「虐待
ぎゃくたい

」的
まと

行為
こう い

のうち、本来
ほんらい

は「支援
しえん

」する立場
たちば

にある者
もの

による行為
こうい

を虐待
ぎゃくたい

とし、虐待
ぎゃくたい

を禁止
きんし

した上
うえ

で、虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

が認定
にんてい

された場合
ばあい

に対
たい

する罰則
ばっそく

（資格
しかく

はく奪
だつ

等
とう

）を設
もう

けることにより、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

を図
はか

るべきである。 

 

【川
かわ

﨑
さき

委員
いい ん

】 

福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

や役所
やくしょ

の窓口
まどぐち

で暴言
ぼうげん

や、過度
か ど

に軽視
けいし

する態度
たいど

をとられたために、 

重
おも

く心理的
しんりてき

に傷
きず

つく障害者
しょうがいしゃ

の例
れい

が後
あと

を絶
た

たない。行政
ぎょうせい

職員
しょくいん

も入
い

れるべきではな

いか。 

 

【佐藤
さとう

委員
いい ん

】 

例示
れいじ

はあった方
かた

がよいが、範囲
はんい

を限
かぎ

るべきではない。介護
かいご

していない家族
かぞく

も

虐待
ぎゃくたい

する可能性
かのうせい

はある。だいぶ前
まえ

だが、島根県
しまねけん

の車
くるま

いす利用者
りようしゃ

から、ＪＲ駅
えき

で

電車
でんしゃ

の扉
とびら

が閉
し

まる直前
ちょくぜん

に、電車内
でんしゃない

のその障害者
しょうがいしゃ

に聞
き

こえるように「ごくつぶし」

といって降
お

りた人
ひと

がいたという話
はなし

を聞
き

いた。 

 

【新谷
しんたに

委員
いい ん

】 

限定
げんてい

列挙
れっきょ

では、それに含
ふく

まれないもの（例
たと

えば上記
じょうき

の例
れい

では刑務所
けいむしょ

・拘置所
こうちしょ
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職員
しょくいん

など）が虐待
ぎゃくたい

行為者
こういしゃ

から外
はず

れてしまう可能性
かのうせい

があります。また一時的
いちじてき

な虐待
ぎゃくたい

であれば、警察官
けいさつかん

や行政
ぎょうせい

担当者
たんとうしゃ

、場合
ばあい

によっては一般
いっぱん

市民
しみ ん

も虐待
ぎゃくたい

行為者
こういしゃ

になり

えますので、補充
ほじゅう

規定
きて い

が必要
ひつよう

と考
かんが

えます。また、例示
れいじ

として個別
こべつ

の虐待
ぎゃくたい

行為者
こういしゃ

を

上
あ

げる場合
ばあい

は、行為者
こういしゃ

類型
るいけい

ごとの義務
ぎ む

範囲
はんい

や監
らん

視
し

機関
きかん

の介入
かいにゅう

可能
かの う

範囲
はん い

などとの

関連
かんれん

を検討
けんとう

すべきと考
かんが

えます。 

 

【関口
せきぐち

委員
いい ん

】 

介護者
かいごしゃ

、福祉
ふくし

従事者
じゅうじしゃ

、行政
ぎょうせい

（福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

さらに警察
けいさつ

・検察
けんさつ

刑事
けい じ

施設
しせ つ

ほか拘禁
こうきん

施設
しせ つ

職員
しょくいん

および管理者
かんりしゃ

）関係者
かんけいしゃ

、使用者
しようしゃ

、同
おな

じ施設
しせつ

もしくは事業所
じぎょうしょ

にいる者
もの

、学校
がっこう

関係者
かんけいしゃ

、医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

、その他
た

当該
とうがい

障害者
しょうがいしゃ

と関
かか

わる者
もの

。 

 

【竹下
たけした

委員
いい ん

】 

 虐待
ぎゃくたい

は類型化
るいけいか

して発見
はっけん

、救済
きゅうさい

、防止
ぼうし

（予防
よぼう

）などを規定
きてい

することが必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

である。その理由
りゆう

は以下
い か

のとおりである。 

（１）虐待
ぎゃくたい

の主体
しゅたい

ごとに類型化
るいけいか

が必要
ひつよう

である。家族
かぞく

による虐待
ぎゃくたい

、地域
ちいき

における

虐待
ぎゃくたい

、職場
しょくば

における虐待
ぎゃくたい

、学校
がっこう

における虐待
ぎゃくたい

、施設
しせつ

における虐待
ぎゃくたい

、医療
いりょう

機関
きか ん

に

おける虐待
ぎゃくたい

などは、その本質
ほんしつ

や背景
はいけい

や動機
どうき

に大
おお

きな相違
そうい

があり、虐待
ぎゃくたい

の内容
ないよう

も異
こと

なることが多
おお

いので、救済
きゅうさい

方法
ほうほう

も異
こと

なる場合
ばあい

が多
おお

いからである。 

（２）類型化
るいけいか

することによって関連
かんれん

する機関
きかん

（職員
しょくいん

など）の認識
にんしき

を改
あらた

めさせる
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ことができる。 

（３）虐待
ぎゃくたい

の認定
にんてい

や公
こう

権力
けんりょく

の行使
こうし

（救済
きゅうさい

）のあり方
かた

を検討
けんとう

する場合
ばあい

、類型
るいけい

ごと

でなければ合理的
ごうりてき

な救済
きゅうさい

手続
てつづき

が実効性
じっこうせい

を持
も

って制度化
せ い ど か

することができない。 

 

【土本
つちもと

委員
いい ん

】 

介護者
かいごしゃ

は、家族
かぞく

（きょうだい）・親族
しんぞく

を含
ふく

むべき。 

例
れい

には「司法
しほう

関係者
かんけいしゃ

」「警察
けいさつ

・刑務所
けいむしょ

関係者
かんけいしゃ

」「公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きか ん

関係者
かんけいしゃ

」などが

ない。 

範囲
はんい

を限定
げんてい

せず、「すべての関係者
かんけいしゃ

」とするべきです。 

 

みじかで接
せっ

する人
ひと

が、いちばん人権
じんけん

を侵害
しんがい

をおかすおそれがある。 

 

【堂本
どうもと

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

は、障害者
しょうがいしゃ

と日常的
にちじょうてき

に接
せっ

する場面
ばめん

において起
お

こりうることから、介護者
かいごしゃ

、 

福祉
ふくし

従事者
じゅうじしゃ

、使用者
しようしゃ

に限
かぎ

ることなく、学校
がっこう

関係者
かんけいしゃ

、医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

、保育所
ほいくじょ

関係者
かんけいしゃ

、

矯正
きょうせい

施設
しせ つ

等
とう

従事者
じゅうじしゃ

などについても対象
たいしょう

とすべきである。 

 

【中西
なかにし

委員
いい ん

】 

範囲
はんい

を限定
げんてい

すべきではない。 

 例示
れいじ

された障害
しょうがい

に関係
かんけい

する職業
しょくぎょう

に従事
じゅうじ

する人々
ひとびと

以外
いが い

にも、家族
かぞく

や行政
ぎょうせい

職員
しょくいん

な

どによる虐待
ぎゃくたい

の例
れい

も思
おも

い浮
う

かぶ。行為者
こういしゃ

を限定
げんてい

することにより、虐待
ぎゃくたい

を防
ふせ

げる
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ことができない可能性
かのうせい

も生
しょう

じる。 

 

【長瀬
ながせ

委員
いい ん

】 

家族
かぞく

を含
ふく

む介護者
かいごしゃ

、施設
しせつ

職員
しょくいん

を含
ふく

む福祉
ふくし

従事者
じゅうじしゃ

、企業
きぎょう

などの使用者
しようしゃ

に加
くわ

えて、

学校
がっこう

、保育所
ほいくじょ

、精神
せいしん

病院
びょういん

を含
ふく

む医療
いりょう

機関
きか ん

、矯正
きょうせい

施設
しせ つ

それぞれの関係者
かんけいしゃ

、従事者
じゅうじしゃ

も

対象
たいしょう

とすべきである。 

 

【久松
ひさまつ

委員
いい ん

】 

範囲
はんい

を広
ひろ

げる必要
ひつよう

がある。保護者
ほ ご し ゃ

、相談
そうだん

及
およ

び法律
ほうりつ

に従事
じゅうじ

する者
もの

、保育
ほいく

従事者
じゅうじしゃ

を

追加
ついか

する。介護者
かいごしゃ

を介助者
かいじょしゃ

に修正
しゅうせい

する。 

 

【松井
まつい

委員
いい ん

】 

 虐待
ぎゃくたい

行為者
こういしゃ

を一定
いってい

の支配
しはい

・被
ひ

支配
しはい

の関係
かんけい

が存在
そんざい

する機関
きかん

、団体
だんたい

および施設
しせつ

な

どの関係者
かんけいしゃ

ということで類型化
るいけいか

すると、例示
れいじ

された者
もの

以外
いがい

に、職業
しょくぎょう

訓練
くんれん

施設
しせ つ

や

刑務所
けいむしょ

の関係者
かんけいしゃ

などもその範囲
はんい

に含
ふく

めるのが適当
てきとう

と思
おも

われる。 

【森
もり

委員
いいん

】 

介護者
かいごしゃ

、福祉
ふくし

従事者
じゅうじしゃ

、使用者
しようしゃ

、学校
がっこう

関係者
かんけいしゃ

、医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

、警察
けいさつ

・刑務所
けいむしょ

を含
ふく

め

た司法
しほう

機関
きか ん

従事者
じゅうじしゃ

等
とう

に類型化
るいけいか

し、より具体的
ぐたいてき

に明記
めいき

してより効果的
こうかてき

なシステム

にするとともに、基本的
きほんてき

には「何人
なんびと

も障害者
しょうがいしゃ

を虐待
ぎゃくたい

してはならない」ことにつ
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いて実効性
じっこうせい

が行
ゆ

きとどくようにすべきである。また、触法
しょくほう

障害者
しょうがいしゃ

を取
と

り巻
ま

く問題
もんだい

の大
おお

きさを考
かんが

えると、警察
けいさつ

や刑務所
けいむしょ

を含
ふく

めた矯正
きょうせい

施設
しせ つ

の従事者
じゅうじしゃ

等
とう

に関
かん

しても

類型化
るいけいか

することも重要
じゅうよう

である。 
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○虐待
ぎゃくたい

の定義
て い ぎ

 

１．虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

類型
るいけい

ごとに５類型
るいけい

に区分
くぶん

するか 

 

【大久保
お お く ぼ

委員
いい ん

】 

「いじめ」を入
い

れるべきと考
かんが

える。（韓国
かんこく

の差別
さべつ

禁止法
きんしほう

でも含
ふく

まれている。） 

いじめを「身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

」と捉
とら

えられるかは、一般
いっぱん

に議論
ぎろん

が分
わ

かれるが、知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

の場合
ばあい

、同僚
どうりょう

等
とう

であっても支配
しはい

－被
ひ

支配
しはい

の関係
かんけい

が発生
はっせい

しやすいなど、障害
しょうがい

特性
とくせい

による特別
とくべつ

な環境
かんきょう

があるため、「いじめ」の類型
るいけい

を設
もう

け、その点
てん

も明記
めいき

する

ことが必要
ひつよう

と考
かんが

える。それにより、救済
きゅうさい

が可能
かのう

となると考
かんが

える。 

なお、知的
ちてき

障害児
しょうがいじ

の成長
せいちょう

段階
だんかい

において、「いじめ」を受
う

けることによって、そ

の後
ご

の成長
せいちょう

の遅
おく

れや心的
しんてき

傷害
しょうがい

など二次的
に じ て き

障害
しょうがい

につながる人
ひと

も少
すく

なくないことに

ついて特記
とっき

すべきではないかと考
かんが

える。その際
さい

の行為者
こういしゃ

は、学校
がっこう

の同級生
どうきゅうせい

等
とう

に及
およ

ぶものと考
かんが

えるが、この点
てん

は今後
こんご

の検討
けんとう

課題
かだ い

として留意
りゅうい

する必要
ひつよう

があると考
かんが

え

る。 

 

【大谷
おおたに

委員
いい ん

】 

より細
こま

やかな保護
ほ ご

を可能
かのう

とするためには、当事者
とうじしゃ

類型
るいけい

毎
ごと

の区分
くぶん

をすることも

検討
けんとう

されるべきであると考
かんが

える。例
たと

えば、心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

や性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

の定義
ていぎ

は各虐待
かくぎゃくたい

行為者
こういしゃ

類型
るいけい

に共
とも

通
つう

するかもしれないが、経済的
けいざいてき

搾取
さくしゅ

の態様
たいよう

は、施設
しせつ

と企業
きぎょう

では異
こと
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なり、場面
ばめん

に応
おう

じた定義
ていぎ

をすることが有用
ゆうよう

であると思
おも

われる。また身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

の

うち、医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

による身体的
しんたいてき

拘束
こうそく

については別途
べっと

の規定
きてい

が必要
ひつよう

になるだろう。

但
ただ

し、細
こま

かな定義
ていぎ

とすることでかえって虐待
ぎゃくたい

の定義
ていぎ

を狭
せば

めることになってはな

らないことに留意
りゅうい

すべきである。 

また、特定
とくてい

の行為者
こういしゃ

に関
かん

し、虐待
ぎゃくたい

として保護
ほ ご

の必要
ひつよう

はあるが５類型
るいけい

に含
ふく

まれ

ないものが想定
そうてい

される場合
ばあい

、特別
とくべつ

にこれを列挙
れっきょ

するなどして法律上
ほうりつじょう

に明記
めいき

する

ことも考
かんが

えられる。 

 

【大濱
おおはま

委員
いい ん

】 

■通報
つうほう

義務
ぎ む

を課
か

すうえで、何
なん

らかの類型化
るいけいか

を行
おこな

った方
かた

が明瞭
めいりょう

ではないか。 

 

【尾上
おのうえ

委員
いい ん

】 

 救済
きゅうさい

の適用
てきよう

範囲
はん い

を広
ひろ

げ、効果的
こうかてき

な救済
きゅうさい

を行
おこな

うためにも５類型
るいけい

に区分
くぶん

をし、定義
ていぎ

づけすることが望
のぞ

ましい。 

 

【勝又
かつまた

委員
いい ん

】 

どのような行為
こうい

が虐待
ぎゃくたい

にあたるかを例示
れいじ

するためには必要
ひつよう

だが、定義
ていぎ

する

必要
ひつよう

はない。定義
ていぎ

することによって、その定義
ていぎ

に当
あ

てはまらないまたは複数
ふくすう

の

類型
るいけい

にまたがる虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

の扱
あつか

いについて問題
もんだい

が起
お

こることはないのか。 
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【門川
かどかわ

委員
いい ん

】 

現行
げんこう

の５類型
るいけい

（（１）身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

、（２）養護
ようご

を怠
おこた

るなどの放置
ほうち

、（３）心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

、（４）性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

、（５）経済的
けいざいてき

虐待
ぎゃくたい

）については、それ自体
じたい

に特
とく

に大
おお

きな問題
もんだい

があるとは言
い

えないが、いずれの行為
こうい

も本来的
ほんらいてき

には刑法上
けいほうじょう

の犯罪
はんざい

として対応
たいおう

す

べきものであるし、あえて虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

類型
るいけい

を設
もう

けることは、法
ほう

の抜
ぬ

け穴
あな

を設
もう

ける

ことになりかねないことに留意
りゅうい

すべきと考
かんが

える。 

 

【川
かわ

﨑
さき

委員
いい ん

】 

妥当
だとう

と考
かんが

える。 

 

【新谷
しんたに

委員
いい ん

】 

5類型
るいけい

に区分
くぶん

する意味
い み

があるとしたら、１）それぞれの類型
るいけい

ごとに虐待
ぎゃくたい

の

発見
はっけん

・救済
きゅうさい

などの発動
はつどう

の仕組
し く

みが明確
めいかく

・容易
ようい

になり虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

の効果
こうか

が高
たか

まる、 

２）漠然
ばくぜん

とした虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

を具体化
ぐ た い か

し、虐待
ぎゃくたい

行為者
こういしゃ

・非虐待者
ひぎゃくたいしゃ

、また社会
しゃかい

一般
いっぱん

に虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

に関
かん

する意識
いしき

を向上
こうじょう

させる点
てん

にあるのではと思
おも

います。 

「5類型
るいけい

に当
あ

てはまらない場合
ばあい

は、虐待
ぎゃくたい

ではない」といった使
つか

われ方
かた

をされるの

では、分類
ぶんるい

する意味
い み

がないと思
おも

います。 
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【関口
せきぐち

委員
いい ん

】 

（１）身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

（２）性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

（３）心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

（４）ネグレクト（５）経済的
けいざいてき

虐待
ぎゃくたい

の５類型
るいけい

に区分
くぶん

する。 

 

【竹下
たけした

委員
いい ん

】 

 従来
じゅうらい

分析
ぶんせき

されてきた虐待
ぎゃくたい

の５類型
るいけい

は、総論
そうろん

において定義
ていぎ

として整理
せいり

して規定
きてい

することが必要
ひつよう

である。分野
ぶんや

ごとまたは行為
こうい

の類型
るいけい

ごとに各論
かくろん

を設
もう

けることが

特
とく

に必要
ひつよう

となる場合
ばあい

には、各論
かくろん

において追加的
ついかてき

に規定
きてい

する方法
ほうほう

が虐待
ぎゃくたい

の明確化
めいかくか

には必要
ひつよう

となるのではないか。 

 

【土本
つちもと

委員
いい ん

】 

５類型
るいけい

－身体的
しんたいてき

・性的
せいてき

、心理的
しんりてき

、放置
ほうち

、経済的
けいざいてき

搾取
さくしゅ

 

 

地域
ちい き

で生
い

きるうえで、必要
ひつよう

とする適切
てきせつ

なサービスをうけさせないことも

「虐待
ぎゃくたい

」です。 

「サービスの利用
りよう

を制限
せいげん

すること」は、国
くに

、行政
ぎょうせい

による「虐待
ぎゃくたい

」です。 

「てちょうやしょうがいきそ年金
ねんきん

がうけられない」ことは、けいざいてきな 

「虐待
ぎゃくたい

」です。 

また、いまの年金
ねんきん

だけでは地域
ちいき

でくらせません。 
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年金
ねんきん

を増
ふ

やしてください。 

親
おや

や家族
かぞく

が仲間
なかま

たちの年金
ねんきん

を勝手
かって

に使
つか

うのも「虐待
ぎゃくたい

」です。 

 

【堂本
どうもと

委員
いい ん

】 

児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

においては、身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

、性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

、ネグレクト、心理的虐
しんりてきぎゃく

 

待
まつ

の４類型
るいけい

に区分
くぶん

されている。一方
いっぽう

、高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

においては、これらに加
くわ

えて経済的
けいざいてき

虐待
ぎゃくたい

の５類型
るいけい

とされている。 

障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

においても、これらを踏襲
とうしゅう

し、身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

、性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

、ネ

グレクト、心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

、経済的
けいざいてき

虐待
ぎゃくたい

の５類型
るいけい

を規定
きてい

することを基本
きほん

としつつ、

セルフネグレクトの視点
してん

についても検討
けんとう

する必要
ひつよう

がある。 

 

【中西
なかにし

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

を行為
こうい

類型
るいけい

にそって定義
ていぎ

している例
れい

は、通常
つうじょう

他
ほか

の分野
ぶんや

でもみられる。し

かしながら、実際
じっさい

の虐待
ぎゃくたい

のケースを詳細
しょうさい

に検討
けんとう

していくとそれらが単独
たんどく

で行
おこな

わ

れることは少
すく

なく、いくつかの行為
こうい

が重複
じゅうふく

している場合
ばあい

が数多
かずおお

くある。  その

ため、できるだけ大雑把
おおざっぱ

な分類
ぶんるい

にとどめておくべきである。 

 

【長瀬
ながせ

委員
いい ん

】 

身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

、放置
ほうち

（ネグレクト）、心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

、性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

、経済的
けいざいてき

虐待
ぎゃくたい

の 5類型
るいけい

とすべきである。 
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【久松
ひさまつ

委員
いい ん

】 

（参考
さんこう

）５類型
るいけい

とは、「身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

」、「性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

」、「心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

」、「放置
ほうち

」、「経済的
けいざいてき

搾取
さくしゅ

」とのこと。 

 

上記
じょうき

の５類型
るいけい

で良
よ

いと考
かんが

える。但
ただ

し、「経済的
けいざいてき

搾取
さくしゅ

」を「経済的
けいざいてき

虐待
ぎゃくたい

」に修正
しゅうせい

する。 

 

【松井
まつい

委員
いい ん

】 

 虐待
ぎゃくたい

行為者
こういしゃ

類型
るいけい

によって対応
たいおう

する窓口
まどぐち

が異
こと

なりうることから、行為者
こういしゃ

類型
るいけい

ご

とに 5類型
るいけい

に区分
くぶん

するのが、適当
てきとう

と思
おも

われる。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

①身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

、②介護
かいご

を著
いちじる

しく怠
おこた

る等
とう

の放置
ほうち

（ネグレクト）、③心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

、

④性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

、⑤経済的
けいざいてき

虐待
ぎゃくたい

等
とう

について例示
れいじ

、類型化
るいけいか

することは、市民
しみん

、関係者
かんけいしゃ

に

啓発
けいはつ

し、より具体的
ぐたいてき

に虐待
ぎゃくたい

を防止
ぼうし

するために効果的
こうかてき

なことと考
かんが

える。加
くわ

えて、

障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する人権
じんけん

侵害
しんがい

にあたる行為
こうい

は全
すべ

てが虐待
ぎゃくたい

に含
ふく

まれることを明確
めいかく

に、

かつ効果的
こうかてき

に示
しめ

す必要
ひつよう

がある。 
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２．５類型
るいけい

の内容
ないよう

をどう考
かんが

えるか 

 

【大久保
お お く ぼ

委員
いい ん

】 

旧
きゅう

与
よ

野
や

党
とう

法
ほう

案
あん

にある「著
いちじる

しい暴言
ぼうげん

又
また

は著
いちじる

しく拒絶的
きょぜつてき

な対応
たいおう

」など、「著
いちじる

しい」

という規定
きてい

は入
い

れるべきではないと考
かんが

える。知的
ちてき

障害
しょうがい

の場合
ばあい

、「著
いちじる

しい」の判断
はんだん

が第
だい

三
さん

者
しゃ

に委
ゆだ

ねられる場合
ばあい

が多
おお

く、必
かなら

ずしも被害
ひがい

の程度
ていど

や緊急性
きんきゅうせい

に沿
そ

わない恐
おそ

れがあると考
かんが

える。 

 

【大谷
おおたに

委員
いい ん

】 

① 身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

 

障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

して有 形 力
ゆうけいちりょく

を行使
こうし

すること、または傷害
しょうがい

を生
しょう

じ

させもしくは身体
しんたい

を拘束
こうそく

すること 

障
しょう

がいのある人
ひと

への身体的
しんたいてき

暴行
ぼうこう

は人権
じんけん

侵害
しんがい

として最
もっと

も顕著
けんちょ

な類型
るいけい

であ

る。支援
しえん

する側
がわ

の感情的
かんじょうてき

な発露
はつろ

であったり、施設
しせつ

や職場
しょくば

、隔離
かくり

病院
びょういん

に於
お

け

る管理
かんり

支配
しは い

の手段
しゅだん

であったり、指導
しどう

名目
めいもく

であったりする場合
ばあい

が多
おお

い。傷害
しょうがい

に至
いた

らない単
たん

なる暴行
ぼうこう

に関
かん

して、指導
しどう

の名
な

の下
した

でなされる体罰
たいばつ

が社会的
しゃかいてき

に

許
ゆる

される土壌
どじょう

もあってか、身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

を身体
しんたい

に損傷
そんしょう

を与
あた

える場合
ばあい

に限定
げんてい

す

る見解
けんかい

も多
おお

い。しかし、仮
かり

に家庭
かてい

であっても、懲戒
ちょうかい

としての暴行
ぼうこう

が許
ゆる

され

るべきではなく、それ以外
いがい

の分野
ぶんや

においては、なおさらのこと、体罰
たいばつ

が許容
きょよう
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される余地
よ ち

はない。 

また、このような暴行
ぼうこう

といった直接的
ちょくせつてき

な有形力
ゆうけいりょく

の行使
こうし

のほか、薬物
やくぶつ

の

過剰
かじょう

投与
とう よ

によって精神的
せいしんてき

・肉体的
にくたいてき

傷害
しょうがい

を与
あた

えたり、直接的
ちょくせつてき

な暴行
ぼうこう

とは言
い

い

難
がた

い身体
しんたい

拘束
こうそく

という形
かたち

で行
おこな

われる場合
ばあい

も存
そん

する。かような場合
ばあい

、薬
くすり

の過剰
かじょう

投与
とう よ

などは、有形力
ゆうけいりょく

の行使
こうし

に当
あ

たらないものの、身体
しんたい

の正常
せいじょう

な機能
きのう

を害
がい

す

る傷害
しょうがい

行為
こう い

であるからこれも含
ふく

める必要
ひつよう

があり、さらには、監禁
かんきん

状態
じょうたい

にお

くなどして有形力
ゆうけいりょく

の行使
こうし

を伴
ともな

わない拘束
こうそく

も、身体
しんたい

に向
む

けられたものであ

るから、身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

に含
ふく

めるべきである。 

② 性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

 

障
しょう

がいのある人
ひと

にわいせつな行為
こうい

をすること又
また

は 障
しょう

がいのある人
ひと

を

してわいせつな行為
こうい

をさせること 

障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

は､被害者
ひがいしゃ

の人格
じんかく

の根幹
こんかん

を蹂躙
じゅうりん

し､

被害者
ひがいしゃ

に強
つよ

い無力感
むりょくかん

や罪悪感
ざいあくかん

を受
う

け付
つ

けるものであり､人権
じんけん

侵害
しんがい

事例
じれ い

での

中
なか

でも最
もっと

も悪質
あくしつ

で悲惨
ひさん

なものといえる。それは女性
じょせい

が被害者
ひがいしゃ

となる場合
ばあい

が

多
おお

いが、男性
だんせい

が被害者
ひがいしゃ

となる場合
ばあい

も存在
そんざい

する。 

行為
こうい

態様
たいよう

としては、暴行
ぼうこう

、脅迫
きょうはく

を伴
とも

なう場合
ばあい

はもちろん、伴
ともな

わない場合
ばあい

でも、障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する優越的
ゆうえつてき

地位
ち い

を利用
りよう

して性的
せいてき

満足
まんぞく

を得
え

よう

とする場合
ばあい

も多
おお

い。 
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また、性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

の定義
ていぎ

には含
ふく

まれないとしても、例
たと

えば、入浴
にゅうよく

、排泄
はいせつ

、

生理
せいり

等
とう

に関
かん

して異性
いせい

介助
かいじょ

が行
おこな

われる場合
ばあい

、その介助
かいじょ

の方法
ほうほう

自体
じた い

に不適切
ふてきせつ

な

面
めん

がないとしても、それが異性
いせい

によって行
おこな

われることによって、精神的
せいしんてき

苦痛
くつ う

を与
あた

える場合
ばあい

があり、異性
いせい

介助
かいじょ

が性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

につながる可能性
かのうせい

もあるこ

とから、同性
どうせい

介助
かいじょ

が徹底
てってい

されなければならない。 

③ 心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

 

障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する暴言
ぼうげん

又
また

は拒絶的
きょぜつてき

な対応
たいおう

その他
た

の 障
しょう

がいのあ

る人
ひと

に心理的
しんりてき

外傷
がいしょう

を与
あた

えるおそれのある言動
げんどう

を行
おこな

うこと 

心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

の概念
がいねん

は、障
しょう

がい故
ゆえ

にからかわれたり、侮辱
ぶじょく

されることの

被害
ひがい

の深刻
しんこく

さや、依存
いぞん

関係
かんけい

の中
なか

での威圧的
いあつてき

言動
げんどう

に対
たい

して抵抗
ていこう

できないこと

を奇
き

貨
か

として、それらの言動
げんどう

が管理
かんり

の道具
どうぐ

としても機能
きのう

していることに鑑
かんが

みると、からかいや侮辱的
ぶじょくてき

言動
げんどう

、威圧的
いあつてき

言動
げんどう

を含
ふく

むものでなければならな

い。また、障
しょう

がいのある人
ひと

が性的
せいてき

言動
げんどう

によって侮辱
ぶじょく

されやすく、傷
きず

つき

やすいことに鑑
かんが

みると性的
せいてき

言動
げんどう

による嫌
いや

がらせ、も含
ふく

めなければならない。 

④ 放置
ほうち

（ネグレクト） 

障
しょう

がいのある人
ひと

を衰弱
すいじゃく

させるような減食
げんしょく

、長時間
ちょうじかん

の放置
ほうち

、又
また

は必要
ひつよう

な

医療
いりょう

を十分
じゅうぶん

に受
う

けさせないことその他
た

の 障
しょう

がいのある人
ひと

を養護
ようご

すべき

義務
ぎ む

を怠
おこた

ること 
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介護
かい ご

･支援
しえ ん

を提
つつみ

供
きょう

すべき事業体
じぎょうたい

において、施設
しせつ

管理
かん り

や利潤
りじゅん

追求
ついきゅう

または

職員
しょくいん

の劣悪
れつあく

な労働
ろうどう

条件
じょうけん

により、本来
ほんらい

提供
ていきょう

されるべきサービスが提供
ていきょう

されな

いことがあり、また、家
いえ

庭内
ていない

においても、監護
かんご

義務
ぎ む

がある親権者
しんけんしゃ

等
とう

がその

義務
ぎ む

を怠
おこた

る場合
ばあい

も存在
そんざい

する。障
しょう

がいのある人
ひと

にとって、そもそも介護
かいご

･

支援
しえ ん

は生
い

きていく上
うえ

で、必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

なものであることに鑑
かんが

みると、その

履行
りこう

義務
ぎ む

を怠
おこた

った場合
ばあい

には放置
ほうち

に当
あ

たると考
かんが

えるべきである。また、障
しょう

が

いのある人
ひと

は医療的
いりょうてき

ケアを特
とく

に必要
ひつよう

としている場合
ばあい

も多
おお

い反面
はんめん

、施設
しせつ

管理
かん り

や利潤
りじゅん

追求
ついきゅう

、職員
しょくいん

の劣悪
れつあく

な労働
ろうどう

条件
じょうけん

により、一般
いっぱん

の医療
いりょう

を受
う

ける機会
きかい

を提
てい

供
きょう

されない場合
ばあい

や、医療
いりょう

機関
きか ん

でありながら適切
てきせつ

な医療
いりょう

サービス
さ ー び す

を自
みずか

ら提
てい

供
きょう

しない場合
ばあい

も存在
そんざい

する。医療
いりょう

は生命
せいめい

に直結
ちょっけつ

する問題
もんだい

であることに鑑
かんが

み

ると、このような場合
ばあい

も放置
ほうち

の一
ひと

つとして考
かんが

えるべきである。 

⑤ 経済的
けいざいてき

搾取
さくしゅ

 

障
しょう

がいのある人
ひと

の財産
ざいさん

を不当
ふとう

に処分
しょぶん

することその他
た

当該障
とうがいしょう

がいのあ

る人
ひと

から不当
ふとう

に財産上
ざいさんじょう

の利益
りえき

を得
え

ること 

成人
せいじん

の障
しょう

がいのある人
ひと

は、賃金
ちんぎん

、作業
さぎょう

工賃
こうちん

、障害
しょうがい

基礎
き そ

年金
ねんきん

、損害
そんがい

賠償
ばいしょう

金
きん

など、何
なん

らかの財産
ざいさん

を有
ゆう

している場合
ばあい

がある。ところが、これらの管理
かんり

に

関
かん

して身内
みうち

や他人
たにん

が不正
ふせい

に利
り

得
とく

を得
え

る場合
ばあい

がある。 

また、労働
ろうどう

の実態
じったい

を有
ゆう

しているにもかかわらず、まったく賃金
ちんぎん

を支払
しはら

わ
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ないあるいは適正
てきせい

な額
がく

を著
いちじる

しく下回
したまわ

る賃金
ちんぎん

しか支払
しはら

わない場合
ばあい

も存在
そんざい

す

る。 

こうした場合
ばあい

は､経済的
けいざいてき

搾取
さくしゅ

として虐待
ぎゃくたい

に該当
がいとう

すると考
かんが

えるべきである。 

 

【大濱
おおはま

委員
いい ん

】 

■身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

 

▼身体
しんたい

拘束
こうそく

も含
ふく

めて定義
ていぎ

するべきだと考
かんが

える。あるいは独立
どくりつ

した類型
るいけい

として

身体
しんたい

拘束
こうそく

を挙
あ

げるべきだと考
かんが

える。 

 

■心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

 

▼障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する直接的
ちょくせつてき

な心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

にとどまらず、プライバシーの侵害
しんがい

も含
ふく

めて定義
ていぎ

するべきだと考
かんが

える。 

 

■経済的
けいざいてき

虐待
ぎゃくたい

 

▼特
とく

に「使用者
しようしゃ

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」について、権利
けんり

条約
じょうやく

第
だい

16条
じょう

において暴力
ぼうりょく

や

虐待
ぎゃくたい

と並
なら

んで搾取
さくしゅ

が挙
あ

げられていること、過去
か こ

の事件
じけん

の例
れい

などから、「支払
しはら

うべ

き賃金
ちんぎん

を支払
しはら

わないこと」「労働
ろうどう

条件
じょうけん

と相違
そうい

する労働
ろうどう

を行
おこな

わせること」なども含
ふく

めて定義
ていぎ

するべきだと考
かんが

える。 

 

【尾上
おのうえ

委員
いい ん

】 
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「身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

」は、障害者
しょうがいしゃ

への有形力
ゆうけいりょく

を行使
こうし

すること、または傷害
しょうがい

を生
しょう

じさ

せもしくは身体
しんたい

を拘束
こうそく

すること。 

「性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

」は、障害者
しょうがいしゃ

にわいせつな行為
こうい

をすること又
また

は障害者
しょうがいしゃ

にわいせつ

な行為
こうい

をさせること。 

「心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

」は、障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する暴言
ぼうげん

又
また

は拒絶的
きょぜつてき

な対応
たいおう

、その他
た

、障害者
しょうがいしゃ

に

心理的
しんりてき

外傷
がいしょう

を与
あた

えるおそれのある言動
げんどう

を行
おこな

うこと 

「放置
ほうち

（ネグレクト）」は、障害者
しょうがいしゃ

を衰弱
すいじゃく

させるような減食
げんしょく

、長時間
ちょうじかん

の放置
ほうち

、

又
また

は必要
ひつよう

な医療
いりょう

を十分
じゅうぶん

に受
う

けさせないことその他
た

の障害者
しょうがいしゃ

を養護
ようご

すべき義務
ぎ む

を

怠
おこた

ること 

「経済的
けいざいてき

搾取
さくしゅ

」は、障害者
しょうがいしゃ

の財産
ざいさん

を不当
ふとう

に処分
しょぶん

することその他
た

当該
とうがい

障害者
しょうがいしゃ

か

ら不当
ふとう

に財産上
ざいさんじょう

の利益
りえき

を得
え

ること 

 

【勝又
かつまた

委員
いい ん

】 

以下
い か

、日
にち

弁連
べんれん

の類型
るいけい

でよいと思
おも

うが、虐待
ぎゃくたい

に対応
たいおう

してきた専門家
せんもんか

の意見
いけん

もき

きたい。 

 

「身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

」―障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

して有形力
ゆうけいりょく

を行使
こうし

すること、または傷害
しょうがい

を生
しょう

じさせもしくは身体
しんたい

を拘束
こうそく

すること 

「性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

」 ―障
しょう

がいのある人
ひと

にわいせつな行為
こうい

をすること又
また

は障
しょう

がいのあ
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る人
ひと

をしてわいせつな行為
こうい

をさせること 

「心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

」―障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する暴言
ぼうげん

又
また

は拒絶的
きょぜつてき

な対応
たいおう

その他
た

の障
しょう

がいのある人
ひと

に心理的
しんりてき

外傷
がいしょう

を与
あた

えるおそれのある言
げん

動
どう

を行
おこな

うこと 

「放置
ほうち

（ネグレクト）」―障
しょう

がいのある人
ひと

を衰弱
すいじゃく

させるような減食
げんしょく

、長時間
ちょうじかん

の

放置
ほうち

、又
また

は必要
ひつよう

な医療
いりょう

を十分
じゅうぶん

に受
う

けさせないことその他
た

の障
しょう

がいのある人
ひと

を

養護
ようご

すべき義務
ぎ む

を怠
おこた

ること 

「経済的
けいざいてき

搾取
さくしゅ

」―障
しょう

がいのある人
ひと

の財産
ざいさん

を不当
ふとう

に処分
しょぶん

することその他
た

当該障
とうがいしょう

がいのある人
ひと

から不当
ふとう

に財産上
ざいさんじょう

の利益
りえき

を得
え

ること 

 

【門川
かどかわ

委員
いい ん

】 

５類型
るいけい

の内容
ないよう

を法令上
ほうれいじょう

盛
も

り込
こ

むとしても、それは例示
れいじ

にとどめるべきであっ

て、虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

そのものは包括的
ほうかつてき

に禁止
きんし

すべきであると考
かんが

える。 

 

【川
かわ

﨑
さき

委員
いい ん

】 

 身体的
しんたいてき

：精神科
せいしんか

病院
びょういん

における過度
か ど

の拘束
こうそく

をどう判断
はんだん

するか。拘束
こうそく

療法
りょうほう

と呼
よ

ば

れて長期
ちょうき

に拘束
こうそく

されている現実
げんじつ

がある。拘束
こうそく

をなくすことが必要
ひつよう

。 

 

 ネグレクト：精神科
せいしんか

病院
びょういん

における保護室
ほ ご し つ

への隔離
かくり

と拘束
こうそく

時
とき

の放置
ほうち

をどう判断
はんだん

するか。 
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 心理的
しんりてき

：医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

、施設
しせつ

関係者
かんけいしゃ

、行政
ぎょうせい

職員
しょくいん

からの暴言
ぼうげん

、著
いちじる

しく傷
きず

つける言葉
ことば

に状態
じょうたい

が悪化
あっか

したり、必要
ひつよう

な手続
てつづ

きがとれなかったりする障害者
しょうがいしゃ

がいる。これ

も心理的
しんりてき

な虐待
ぎゃくたい

ではないか。心理的
しんりてき

な打撃
だげき

を受
う

けやすい精神障
せいしんしょう

がいという、障
しょう

がいへの配慮
はいりょ

も必要
ひつよう

。 

 

 性的
せいてき

： 

 

 経済的
けいざいてき

：精神
せいしん

障害
しょうがい

があるからと、相続
そうぞく

の対象
たいしょう

から排除
はいじょ

したり、障害
しょうがい

年金
ねんきん

のみ

で生活
せいかつ

しているあるいはそれ以下
い か

で生活
せいかつ

している状況
じょうきょう

を、できているのだから

いいのではないかと行政
ぎょうせい

が生活
せいかつ

保護
ほ ご

にせず、放置
ほうち

する状況
じょうきょう

がみられる。憲法
けんぽう

で

保障
ほしょう

されている生活
せいかつ

ができないで放置
ほうち

されることはなくすべきである。 

 

【佐藤
さとう

委員
いい ん

】 

精神
せいしん

病院
びょういん

における社会的
しゃかいてき

入院
にゅういん

についてどのように扱
あつか

うか、この法律
ほうりつ

で防止
ぼうし

す

るのかどうか検討
けんとう

すべきである。 

身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

の定義
ていぎ

に、「身体
しんたい

拘束
こうそく

」が含
ふく

まれることを明記
めいき

すること。 

心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

の定義
ていぎ

に「差別的
さべつてき

言動
げんどう

」が含
ふく

まれることを明記
めいき

すること。 

経済的
けいざいてき

虐待
ぎゃくたい

の定義
ていぎ

に「本人
ほんにん

の意思
い し

に反
かえ

しまたは正当
せいとう

な対価
たいか

を払
はら

わずして労働
ろうどう

に

従事
じゅうじ

させること」が含
ふく

まれることを明記
めいき

すること。 

 



- 31 - 

【新谷
しんたに

委員
いい ん

】 

５類型
るいけい

に分類
ぶんるい

されたのは、その発見
はっけん

・救済
きゅうさい

・防止
ぼうし

の仕方
しかた

が異
こと

なるからなので

しょうか？それとも、虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

は事前
じぜん

予防
よぼ う

や被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

の救済
きゅうさい

に重点
じゅうてん

を置
おき

き、

虐待
ぎゃくたい

行為者
こういしゃ

への処分
しょぶん

は事後
じ ご

処理
しょり

として刑事罰
けいじばつ

を科
か

す、という考
かんが

え方
かた

でしょう

か？身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

は暴行
ぼうこう

・傷害
しょうがい

罪
ざい

や監禁
かんきん

罪
ざい

、性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

は強制
きょうせい

わいせつ罪
ざい

などの

刑事罰
けいじばつ

とリンクして考
かんが

えられているのであれば、ポスターでよく見
み

る「痴漢
ちかん

は

犯罪
はんざい

です」のように「虐待
ぎゃくたい

は犯罪
はんざい

です」とする周知
しゅうち

効果
こう か

は大
おお

きく、虐待
ぎゃくたい

行為者
こういしゃ

に

犯罪
はんざい

行為
こう い

を自覚
じかく

させる抑止
よくし

効果
こう か

もあると思
おも

います。 

 

【関口
せきぐち

委員
いい ん

】 

心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

の中身
なかみ

をどこまでというのはかなり困難
こんなん

ではないかと思
おも

うが、でき

るだけ幅広
はばひろ

く、日常的
にちじょうてき

な嫌
いや

がらせ、差別的
さべつてき

言辞
げん じ

まで入
い

れるのが望
のぞ

ましい。 

 

【土本
つちもと

委員
いい ん

】 

「しょうがい」を理由
りゆう

にした差別的
さべつてき

な「あらゆるかたち」のもの 

 

【堂本
どうもと

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

事例
じれ い

を収集
しゅうしゅう

、検討
けんとう

するなど、現場
げんば

の状況
じょうきょう

を踏
ふ

まえて適切
てきせつ

に分類
ぶんるい

すべきで 

ある。 
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【中西
なかにし

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

は、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

への不適切
ふてきせつ

な関
かか

わりから生
しょう

じる。虐待
ぎゃくたい

をしている多
おお

くの人
ひと

は、虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

を本人
ほんにん

の自立
じりつ

のため、本人
ほんにん

の社会
しゃかい

参加
さん か

のためであるなど意味
い み

づけ

をしようしているが、一方的
いっぽうてき

な感情
かんじょう

や思
おも

いこみでなされるそれらの行為
こうい

を

正当化
せいとうか

すべきでない。その行為
こうい

が虐待
ぎゃくたい

か否
いな

かは障害者
しょうがいしゃ

の立場
たちば

に立
た

って判断
はんだん

され

るべきものである。 

 つまり類型
るいけい

を問題
もんだい

とせず、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の尊厳
そんげん

をそこなうすべての行為
こうい

が含
ふく

ま

れるべきである。異性
いせい

介助
かいじょ

、（排泄
はいせつ

、飲食
いんしょく

、行動
こうどう

などにおける）自由
じゆう

の制限
せいげん

、言葉遣
ことばづか

いや表現
ひょうげん

、説明
せつめい

責任
せきにん

放棄
ほう き

など、障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

が受
う

けてきた虐待例
ぎゃくたいれい

は枚挙
まいきょ

にいとま

がない。それらは本人
ほんにん

の受
う

け止
と

め方
かた

に基
もと

づく主観的
しゅかんてき

なものであり、個別性
こべつせい

があ

るからである。 

 

【長瀬
ながせ

委員
いい ん

】 

放置
ほうち

（ネグレクト）に関
かん

しては、自己
じ こ

放任
ほうにん

（セルフネグレクト）も含
ふく

むこと

を提案
ていあん

する。 

 

【久松
ひさまつ

委員
いい ん

】 

「言葉
ことば

の暴力
ぼうりょく

」「コミュニケーション疎外
そがい

」「無視
む し

」「隔離
かくり

」を検討
けんとう

する必要
ひつよう

が

ある。 

 

【松井
まつい

委員
いい ん

】 
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 5類型
るいけい

の内容
ないよう

は、あらゆる形態
けいたい

の虐待
ぎゃくたい

をカバーしえていると思
おも

われるので、こ

の内容
ないよう

でよい。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

身体的
しんたいてき

障害
しょうがい

： 障害者
しょうがいしゃ

の身体
しんたい

に外傷
がいしょう

が生
しょう

じたり、または生
しょう

じるおそれのある

暴行
ぼうこう

を加
くわ

えること。 

ネグレクト： 障害者
しょうがいしゃ

を衰弱
すいじゃく

させるような減食
げんしょく

または長時間
ちょうじかん

の放置
ほうち

、また

介護者
かいごしゃ

以外
いが い

の同居人
どうきょにん

による身体的
しんたいてき

、心理的
しんりてき

、性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

と同様
どうよう

の行為
こうい

の放置
ほうち

等
とう

介護
かい ご

を著
いちじる

しく怠
おこた

ること。 

心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

： 障害者
しょうがいしゃ

への著
いちじる

しい暴言
ぼうげん

または著
いちじる

しい拒絶的
きょぜつてき

な対応
たいおう

、その他
た

の

障害者
しょうがいしゃ

に著
いちじる

しい心理的
しんりてき

外傷
がいしょう

を与
あた

える言動
げんどう

を行
おこな

うこと。 

性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

 ： 障害者
しょうがいしゃ

にわいせつ的
てき

な行為
こうい

をすること、または障害者
しょうがいしゃ

をして

わいせつな行為
こうい

をさせること。 

経済的
けいざいてき

虐待
ぎゃくたい

： 介護者
かいごしゃ

または親族
しんぞく

が障害者
しょうがいしゃ

の財産
ざいさん

を不当
ふとう

に処分
しょぶん

すること、不当
ふとう

に財産上
ざいさんじょう

の利益
りえき

を得
え

ること。 
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○早期
そ う き

発見
はっけん

義務
ぎ む

 

１．早期
そうき

発見
はっけん

義務
ぎ む

の程度
ていど

と義務者
ぎ む し ゃ

の範囲
はんい

についてどう考
かんが

えるか 

 

【大久保
お お く ぼ

委員
いい ん

】 

早期
そうき

発見
はっけん

義務
ぎ む

を法的
ほうてき

に位置付
い ち づ

けるのは難
むずか

しいのではないかと考
かんが

える。 

「関係者
かんけいしゃ

」を「国民
こくみん

」や「住民
じゅうみん

」などに広
ひろ

げるかという議論
ぎろん

はあろうが、よ

り実効性
じっこうせい

を考慮
こうりょ

した場合
ばあい

、「関係者
かんけいしゃ

」の方
かた

が妥当
だとう

と思
おも

われる。 

 

【大谷
おおたに

委員
いい ん

】 

早期
そうき

発見
はっけん

義務
ぎ む

の程度
ていど

としては、後記
こうき

の義務者
ぎ む し ゃ

に、虐待
ぎゃくたい

の早期
そうき

発見
はっけん

の努力
どりょく

を

義務付
ぎ む づ

けるべきである。義務者
ぎ む し ゃ

の範囲
はんい

は、全
すべ

ての公務員
こうむいん

、及
およ

び、虐待
ぎゃくたい

を防止
ぼうし

す

る立場
たちば

にある仕事
しごと

に就
つ

く者
もの

（医師
い し

、看護師
か ん ご し

、弁護士
べ ん ご し

、司法
しほう

書士
しょ し

、社会
しゃかい

福祉士
ふ く し し

、民生
みんせい

委員
いい ん

、児童
じどう

委員
いい ん

、施設
しせつ

職員
しょくいん

、教員
きょういん

、雇用
こよう

主
しゅ

、障害者
しょうがいしゃ

職業
しょくぎょう

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

、刑務
けいむ

職員
しょくいん

、

その他
た

障害
しょうがい

のある人
ひと

の福祉
ふくし

に職務上
しょくむじょう

関係
かんけい

のある者
もの

）とするべきである。 

すなわち、被害
ひがい

が顕在化
けんざいか

しにくい障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

事案
じあ ん

において

虐待
ぎゃくたい

の早期
そうき

発見
はっけん

は虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

の極
きわ

めて重要
じゅうよう

な要素
ようそ

であり、早期
そうき

発見
はっけん

により虐待
ぎゃくたい

を認知
にんち

し、その悪化
あっか

を防
ふせ

ぎ虐待
ぎゃくたい

からの保護
ほ ご

や被害
ひがい

回復
かいふく

・治療
ちりょう

につなげることが

肝要
かんよう

であること、および、障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

が多分野
た ぶ ん や

に広
ひろ

く及
およ

ぶこ

とから、義務者
ぎ む し ゃ

を広
ひろ

くとる必要
ひつよう

がある。 
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【大濱
おおはま

委員
いい ん

】 

■特
とく

に「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

を発見
はっけん

しやすい立場
たちば

にあることを自覚
じかく

」してもらうために

も、早期
そうき

発見
はっけん

義務者
ぎ む し ゃ

の列挙
れっきょ

は必要
ひつよう

であると考
かんが

える。 

 

■昨年
さくねん

の通常
つうじょう

国会
こっかい

に提
つつみ

出
だ

された法案
ほうあん

における「障害者
しょうがいしゃ

の福祉
ふくし

に職務上
しょくむじょう

関係
かんけい

のあ

る者
もの

」の例示
れいじ

として、（障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の部署
ぶしょ

に所属
しょぞく

しない）市町村
しちょうそん

職員
しょくいん

や都道府県
とどう ふ け ん

職員
しょくいん

なども挙
あ

げるべきではないか。 

 

■昨年
さくねん

の通常
つうじょう

国会
こっかい

に提
つつみ

出
だ

された法案
ほうあん

における「使用者
しようしゃ

」に加
くわ

えて、当該
とうがい

事業所
じぎょうしょ

の

労働者
ろうどうしゃ

も挙
あ

げるべきだと考
かんが

える。 

 

【尾上
おのうえ

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

は、多分野
た ぶ ん や

において発生
はっせい

しているため、虐待
ぎゃくたい

の早期
そうき

発見
はっけん

のためには、全
すべ

て

の公務員
こうむいん

、及
およ

び虐待
ぎゃくたい

を防止
ぼうし

する立場
たちば

にある仕事
しごと

に就
つ

く者
もの

（医師
い し

、看護師
か ん ご し

、弁護士
べ ん ご し

、

司法
しほう

書士
しょ し

、社会
しゃかい

福祉士
ふ く し し

、民生
みんせい

委員
いい ん

、児童
じどう

委員
いい ん

、施設
しせつ

職員
しょくいん

、教員
きょういん

、雇用
こよう

主
しゅ

、障害者
しょうがいしゃ

職業
しょくぎょう

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

、刑務
けいむ

職員
しょくいん

、その他
た

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふく し

に職務上
しょくむじょう

関係
かんけい

のある者
もの

）に対
たい

し、

虐待
ぎゃくたい

の発見
はっけん

努力
どりょく

のための義務
ぎ む

を課
か

すべきである。 

 

【勝又
かつまた

委員
いい ん

】 
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以下
い か

日
にち

弁連
べんれん

の意見
いけん

（注
ちゅう

）に賛同
さんどう

 

「虐待
ぎゃくたい

の早期
そうき

発見
はっけん

のためには、全
すべ

ての公務員
こうむいん

、及
およ

び虐待
ぎゃくたい

を防止
ぼうし

する立場
たちば

にある

仕事
しごと

に就
つ

く者
もの

（医師
い し

、看護師
か ん ご し

、弁護士
べ ん ご し

、司法
しほう

書士
しょ し

、社会
しゃかい

福祉士
ふ く し し

、民生
みんせい

委員
いい ん

、児童
じどう

委員
いい ん

、施設
しせつ

職員
しょくいん

、教員
きょういん

、雇用
こよう

主
しゅ

、障
さわ

がい者
もの

職業
しょくぎょう

生活
せいかつ

相談員
そうだんいん

、刑務
けいむ

職員
しょくいん

、その他
た

障
さわ

がいのある人
ひと

の福祉
ふくし

に職務上
しょくむじょう

関係
かんけい

のある者
もの

）に対
たい

し、虐待
ぎゃくたい

の発見
はっけん

努力
どりょく

義務
ぎ む

を課
か

す

と共
とも

に、何人
なんびと

に対
たい

しても通報
つうほう

義務
ぎ む

を課
か

す必要
ひつよう

がある。」 

 

（注
ちゅう

）日
にち

弁連
べんれん

の意見
いけん

とは、２００８年
ねん

８月
がつ

２０日日
ひ び

本
ほん

弁護士
べ ん ご し

連合会
れんごうかい

「障
しょう

がいの

ある人
ひと

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

立法
りっぽう

に向
む

けた意見書
いけんしょ

」 

 

【門川
かどかわ

委員
いい ん

】 

早期
そうき

発見
はっけん

義務
ぎ む

は、障害者
しょうがいしゃ

を支援
しえん

する者
もの

の上司
じょうし

に相当
そうとう

する者
もの

による指揮
し き

監督権
かんとくけん

と一体
いったい

の義務
ぎ む

としてとらえるべきであり、例
たと

えば家
いえ

庭内
ていない

において生
しょう

じる虐待
ぎゃくたい

を

早期
そうき

発見
はっけん

する義務
ぎ む

を家庭外
かていがい

の何者
なにもの

かに担
にな

わせることは、家
いえ

庭内
ていない

への過度
か ど

の権力
けんりょく

介入
かいにゅう

を招
まね

く恐
おそ

れがあることから、慎重
しんちょう

であるべきであり、家
いえ

庭内
ていない

において生
しょう

じ

る虐待
ぎゃくたい

については、何人
なんびと

にも早期
そうき

発見
はっけん

義務
ぎ む

を課
か

すべきではないと考
かんが

える。 

 むしろ、障害者
しょうがいしゃ

を支援
しえん

する者
もの

が何
なん

らかの機関
きかん

に属
ぞく

する場合
ばあい

の、そうした機関
きかん

の

責任
せきにん

を強化
きょうか

する方向
ほうこう

で、早期
そうき

発見
はっけん

義務
ぎ む

の程度
ていど

と義務者
ぎ む し ゃ

の範囲
はんい

を規定
きてい

する必要
ひつよう

が

ある。 

 



- 37 - 

【川
かわ

﨑
さき

委員
いい ん

】 

早期
そうき

発見
はっけん

義務
ぎ む

の程度
ていど

 

 

義務者
ぎ む し ゃ

の範囲
はんい

：障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふく し

従事者
じゅうじしゃ

、学校
がっこう

の教職員
きょうしょくいん

、医師
い し

、弁護士
べ ん ご し

、公務員
こうむいん

な

ど、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

を発見
はっけん

しやすい立場
たちば

にあるもの。 

 

【新谷
しんたに

委員
いい ん

】 

業務
ぎょうむ

従事者
じゅうじしゃ

（介護者
かいごしゃ

、福祉
ふくし

従事者
じゅうじしゃ

、使用者
しようしゃ

、学校
がっこう

関係者
かんけいしゃ

、医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

など）

には業務
ぎょうむ

として早期
そうき

発見
はっけん

を義務
ぎ む

つけるべきと考
かんが

えます。問題
もんだい

となるのは、家族
かぞく

や

隣人
りんじん

・友人
ゆうじん

などの扱
あつか

いで、一般
いっぱん

市民
しみ ん

の範囲
はんい

にまで義務者
ぎ む し ゃ

を拡大
かくだい

すると個人
こじん

の自由
じゆう

領域
りょういき

への介入
かいにゅう

になるので、慎重
しんちょう

な議論
ぎろん

が必要
ひつよう

と思
おも

います。 

 

【関口
せきぐち

委員
いい ん

】 

義務者
ぎ む し ゃ

は行為者
こういしゃ

で挙
あ

げた範囲
はんい

と同
おな

じ、ただし他
ほか

の市民
しみん

も通報権
つうほうけん

を持
も

ち、市民
しみん

に

よる通報
つうほう

は、義務者
ぎ む し ゃ

の通報
つうほう

と同等
どうとう

に扱
あつか

うべきである。 

 

【竹下
たけした

委員
いい ん

】 

 虐待
ぎゃくたい

の早期
そうき

発見
はっけん

を実効性
じっこうせい

のあるものにするためには、以下
い か

の３点
てん

が検討
けんとう

され

るべきである。 

（１） 虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

オンブズマンの創設
そうせつ
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（２）家庭
かてい

をはじめとするオンブズマンによる巡回
じゅんかい

(巡視
じゅんし

)が不適切
ふてきせつ

と思
おも

われる

場面
ばめん

(類型
るいけい

)においては、福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

またはそれに代
か

わる公
こう

権力
けんりょく

による巡回
じゅんかい

を行
おこな

う。 

（３）虐待
ぎゃくたい

を知
し

りまたは発見
はっけん

した者
もの

には、救済
きゅうさい

機関
きか ん

に通報
つうほう

するなどの適切
てきせつ

な措置
そ ち

を講
こう

ずる義務
ぎ む

を規定
きてい

する。 

 

【土本
つちもと

委員
いい ん

】 

仲間
なかま

たちは、ひどいめにあっていても「助
たす

けてくれ」と自分
じぶん

でいえません。 

範囲
はんい

を限定
げんてい

せず、「すべての関係者
かんけいしゃ

」とするべきです。 

 

【堂本
どうもと

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

は、いかに早期
そうき

に発見
はっけん

し、支援
しえん

できるかが重要
じゅうよう

な鍵
かぎ

となることから、障
しょう

害者
がいしゃ

虐待
ぎゃくたい

を発見
はっけん

しうる立場
たちば

の者
もの

をなるべく広
ひろ

く発見
はっけん

義務者
ぎ む し ゃ

と規定
きてい

し、早期
そうき

発見
はっけん

に努
つと

めなければならない旨
むね

の努力
どりょく

義務
ぎ む

を課
か

すべきと考
かんが

える。 

 

【中西
なかにし

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

の発生
はっせい

要因
よういん

（例
たと

えば、権利
けんり

侵害
しんがい

、不適切
ふてきせつ

、手抜
て ぬ

き介助
かいじょ

）は、虐待
ぎゃくたい

の発生
はっせい

の可能性
かのうせい

を高
たか

めるリスク要因
よういん

であるとして、これらが存在
そんざい

することを虐待
ぎゃくたい

と結
むす

びつける

ことが短絡的
たんらくてき

であるとする意見
いけん

もある。しかし、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

が居住
きょじゅう

する施設
しせつ

や

家庭
かてい

は閉
と

ざされた空間
くうかん

であるので、リスク要因
よういん

の発見
はっけん

も早期
そうき

発見
はっけん

の一部
いちぶ

となる
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場合
ばあ い

がある。 

 

虐待
ぎゃくたい

を受
う

けている障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

に家族
かぞく

をかばう気持
き も

ちや世間
せけん

に知
し

られたくない

という気持
き も

ちがあったり、本人
ほんにん

自身
じし ん

が虐待
ぎゃくたい

を自覚
じかく

していないケースもある。状況
じょうきょう

の悪化
あっか

を恐
おそ

れて、第三者
だい３しゃ

に助
たす

けを求
もと

めることができない場合
ばあい

もある。そのため

早期
そうき

に虐待
ぎゃくたい

の危険
きけん

サインに気付
き づ

き、その状況
じょうきょう

が悪化
あっか

しないように素早
すばや

く対応
たいおう

し

ていけるように、日常
にちじょう

の生活
せいかつ

状況
じょうきょう

をよく知
し

り、どこに変化
へんか

が生
しょう

じたのかを見届
みとど

け

られる支援者
しえんしゃ

、保護者
ほ ご し ゃ

、親族
しんぞく

の存在
そんざい

は重要
じゅうよう

であり、義務者
ぎ む し ゃ

に加
くわ

えるべきである。

相談者
そうだんしゃ

も同様
どうよう

に範疇
はんちゅう

に含
ふく

まれる。最終的
さいしゅうてき

判断
はんだん

にあたっては、当然
とうぜん

のこと本人
ほんにん

の

認識
にんしき

、意見
いけん

陳述
ちんじゅつ

が重視
じゅうし

される。 

 

 通報
つうほう

義務
ぎ む

を負
お

う発見者
はっけんしゃ

については、その範囲
はんい

と責務
せきむ

を明記
めいき

すべきである。 

 

【長瀬
ながせ

委員
いい ん

】 

2009年
ねん

7月
がつ

に民主党
みんしゅとう

、社会
しゃかい

民主党
みんしゅとう

、国民
こくみん

新党
しんとう

によって国会
こっかい

に提
てい

出
しゅつ

された「障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

、障
しょう

がい者
しゃ

の介護者
かいごしゃ

に対
たい

する支援
しえん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

案
あん

」（廃案
はいあん

）

が第
だい

6条
じょう

で早期
そうき

発見
はっけん

義務
ぎ む

を課
か

している「障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふくし

施設
しせ つ

、学校
がっこう

、医療
いりょう

機関
きか ん

、

保健所
ほけんじょ

その他
た

障
しょう

がい者
しゃ

の福祉
ふくし

に業務上
ぎょうむじょう

関係
かんけい

のある団体
だんたい

及
およ

び 障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふくし

施設
しせ つ

従事者
じゅうじしゃ

等
とう

、学校
がっこう

の教職員
きょうしょくいん

、医師
い し

、歯科
し か

医師
い し

、保健師
ほ け ん し

、弁護士
べ ん ご し

その他
た

障
しょう

がい者
しゃ

の
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福祉
ふく し

に職務上
しょくむじょう

関係
かんけい

のある者
もの

」に加
くわ

えて、弁護士
べ ん ご し

以外
いが い

の警察官
けいさつかん

と刑務官
けいむかん

など司法
しほう

関係者
かんけいしゃ

を広範
こうはん

に加
くわ

えることを提案
ていあん

する。 

 

【久松
ひさまつ

委員
いい ん

】 

誰
だれ

でも虐待
ぎゃくたい

を発見
はっけん

した場合
ばあい

は、どんな些細
ささい

なことでも通報
つうほう

の義務
ぎ む

を負
お

うべき

である。また、通報者
つうほうしゃ

の保護
ほ ご

の規定
きてい

が必要
ひつよう

である。 

 

【松井
まつい

委員
いい ん

】 

 日常的
にちじょうてき

に被
ひ

虐待児
ぎゃくたいじ

・者
しゃ

と接触
せっしょく

しうる可能性
かのうせい

がある、保育
ほいく

園
えん

・幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

や職場
しょくば

、

サービス
さ ー び す

機関
きか ん

などの関係者
かんけいしゃ

は、非虐待児
ひぎゃくたいじ

・者
しゃ

が虐待
ぎゃくたい

を受
う

けている兆候
ちょうこう

が認
みと

めら

れるときは、それが長期化
ちょうきか

する前
まえ

に、できるだけ早期
そうき

に関係
かんけい

機関
きか ん

に通報
つうほう

する必要
ひつよう

がある。とくに分離
ぶんり

・隔離
かくり

された環境
かんきょう

における虐待
ぎゃくたい

について外部
がいぶ

からその発生
はっせい

を

察知
さっち

することは、きわめて困難
こんなん

であることから、一定
いってい

の強制
きょうせい

権限
けんげん

を有
ゆう

する市町村
しちょうそん

などの行政
ぎょうせい

機関
きか ん

が、それらの施設
しせつ

や精神
せいしん

病院
びょういん

などを定期的
ていきてき

にモニターすること

で、虐待
ぎゃくたい

の予防
よぼう

、発見
はっけん

および保護
ほ ご

などを迅速
じんそく

かつタイムリーに行
おこな

う必要
ひつよう

がある。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

福祉
ふくし

施設
しせ つ

(保育所
ほいくじょ

などを含
ふく

む福祉
ふくし

施設
しせ つ

)、教育
きょういく

機関
きか ん

、医療
いりょう

機関
きか ん

、保健所
ほけんじょ

その他
た

障害者
しょうがいしゃ

の福祉
ふくし

に業務上
ぎょうむじょう

関係
かんけい

のある団体
だんたい

及
およ

び福祉
ふくし

施設
しせ つ

従事者
じゅうじしゃ

、学校
がっこう

の教職員
きょうしょくいん

、医師
い し

、
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歯科
し か

医師
い し

、保健師
ほ け ん し

、看護師
か ん ご し

、弁護士
べ ん ご し

など、虐待
ぎゃくたい

を発見
はっけん

しやすい立場
たちば

にあるもの

は自覚
じかく

し早期
そうき

発見
はっけん

を努力
どりょく

義務
ぎ む

とすることが望
のぞ

ましいと考
かんが

える。 
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○通報
つうほう

義務
ぎ む

 

１．発見者
はっけんしゃ

の通報
つうほう

義務
ぎ む

の対象
たいしょう

範囲
はん い

と程度
ていど

についてどう考
かんが

えるか 

 

【大久保
お お く ぼ

委員
いい ん

】 

これまでの法案
ほうあん

にある「生命
せいめい

又
また

は身体
しんたい

に重大
じゅうだい

な危険
きけん

が生
しょう

じているおそれ」に

ある「重大
じゅうだい

な」場合
ばあい

に限定
げんてい

せず、対象
たいしょう

とすべきではないかと考
かんが

える。 

「虐待
ぎゃくたい

を受
う

けたと思
おも

われる障
しょう

がい者
しゃ

を発見
はっけん

した者
もの

は…通報
つうほう

しなければなら

ない」といった規定
きてい

では発見者
はっけんしゃ

の主観的
しゅかんてき

判断
はんだん

に左右
さゆう

されるため、「虐待
ぎゃくたい

と思
おも

わな

かった」などと逆
ぎゃく

に通報
つうほう

しないことの正当化
せいとうか

を助
たす

ける恐
おそ

れがある。 

従
したが

って、「外傷
がいしょう

や本人
ほんにん

の通常
つうじょう

ではない様子
ようす

」など、虐待
ぎゃくたい

の可能性
かのうせい

があるものは

救済
きゅうさい

機関
きか ん

への通報
つうほう

義務
ぎ む

の対象
たいしょう

とする必要
ひつよう

があり、本人
ほんにん

からの訴
うった

えがある場合
ばあい

も

同様
どうよう

とする必要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

 

【大谷
おおたに

委員
いい ん

】 

通報
つうほう

義務
ぎ む

は何人
なんびと

に対
たい

しても課
か

されるべきである。 

対象
たいしょう

となる虐待
ぎゃくたい

の程度
ていど

としては、虐待
ぎゃくたい

のおそれまたは可能性
かのうせい

のある事象
じしょう

を広
ひろ

く含
ふく

むものとすべきである。なぜなら、虐待
ぎゃくたい

と認
みと

められるか判然
はんぜん

としない事例
じれい

に

ついて、通報者
つうほうしゃ

が主観的
しゅかんてき

に判断
はんだん

することなく、もれなく通報
つうほう

がなされるように

するためである。 
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なお、児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

、ＤＶ防止法
ぼうしほう

及
およ

び高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

と同様
どうよう

、通報
つうほう

が守秘
しゅひ

義務
ぎ む

違反
いは ん

にならないことを明記
めいき

する必要
ひつよう

がある。 

また、虐待
ぎゃくたい

通報
つうほう

を受
う

けた指導
しどう

・監督
かんとく

機関
きか ん

（教育
きょういく

分野
ぶん や

における教育
きょういく

委員会
いいんかい

など）

についても、虐待
ぎゃくたい

救済
きゅうさい

センターへの通報
つうほう

義務
ぎ む

を課
か

すべきである。 

通報
つうほう

義務
ぎ む

は、何人
なんびと

に対
たい

しても課
か

される必要
ひつよう

があるものであるが、虐待
ぎゃくたい

の発見
はっけん

・

通報
つうほう

制度
せい ど

を実効
じっこう

あらしめるためには、施設
しせつ

、学校
がっこう

、企業
きぎょう

、医療
いりょう

機関
きか ん

、刑務所
けいむしょ

等
とう

拘禁
こうきん

施設
しせ つ

において、その場面
ばめん

ごとに、当該
とうがい

場面
ばめ ん

の設置者
せっちしゃ

が障
さわ

がいのある人
ひと

について

発生
はっせい

した事故
じ こ

の報告
ほうこく

義務
ぎ む

を負
お

わなければならない。 

さらに、事故
じ こ

報告書
ほうこくしょ

記載
きさ い

にあたっては、関与者
かんよしゃ

、目撃者
もくげきしゃ

、被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

及
およ

びその家族
かぞく

等
とう

、関係者
かんけいしゃ

の言
い

い分
ぶん

が食
く

い違
ちが

う場合
ばあい

に、全
すべ

ての言
い

い分
ぶん

を併記
へいき

しなければならな

いものとすべきである。 

事故
じ こ

報告
ほうこく

については、既存
きそん

立法
りっぽう

に規定
きてい

がある場合
ばあい

には当該
とうがい

監督
かんとく

機関
きか ん

に対
たい

し、

規定
きてい

がない場合
ばあい

には虐待
ぎゃくたい

救済
きゅうさい

センターに対
たい

して行
おこな

うべきであり、既存
きそん

の監督
かんとく

機関
きか ん

に対
たい

する報告
ほうこく

がなされた場合
ばあい

には、同機関
どうきかん

から虐待
ぎゃくたい

救済
きゅうさい

センターへの報告
ほうこく

がなされるよう規定
きてい

を置
お

く必要
ひつよう

がある。 

また、施設
しせつ

、学校
がっこう

、企業
きぎょう

、医療
いりょう

機関
きか ん

、刑務所
けいむしょ

などの機関
きかん

は、いずれも虐待
ぎゃくたい

が行
おこな

われる場面
ばめん

が密室
みっしつ

であり多
おお

くの場合
ばあい

目撃者
もくげきしゃ

が存在
そんざい

しないこと、内部
ないぶ

の権力
けんりょく

関係
かんけい

から被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

が長期間
ちょうきかん

被害
ひが い

を訴
うった

え出
で

ないことが少
すく

なくないことから、後
あと

になっ
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て被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

が被害
ひがい

を訴
うった

え出
で

たとしても、その立証
りっしょう

が困難
こんなん

な場合
ばあい

が多
おお

い。したが

って、それぞれの場
ば

の設置者
せっちしゃ

には、各場面
かくばめん

に応
おう

じた記録
きろく

保存
ほぞ ん

義務
ぎ む

を課
か

す必要
ひつよう

が

ある。 

そして、各設置者
かくせっちしゃ

が上記
じょうき

報告
ほうこく

義務
ぎ む

や記録
きろく

保存
ほぞ ん

義務
ぎ む

に違
ちがい

反
かえ

した場合
ばあい

、訴
うった

え出
で

た

虐待
ぎゃくたい

の事実
じじつ

の存在
そんざい

が推定
すいてい

されるための規定
きてい

も必要
ひつよう

である。 

 

【大濱
おおはま

委員
いい ん

】 

■通報
つうほう

義務
ぎ む

の程度
ていど

としては、「生命
せいめい

又
また

は身体
しんたい

に重大
じゅうだい

な危険
きけん

が生
しょう

じている場合
ばあい

」

以外
いがい

を努力
どりょく

義務
ぎ む

とするのではなく、広
ひろ

く通報
つうほう

義務
ぎ む

を課
か

すべきだと考
かんが

える。 

 

【尾上
おのうえ

委員
いい ん

】 

何人
なんびと

に対
たい

しても通報
つうほう

義務
ぎ む

を課
か

す必要
ひつよう

がある。また特
とく

に、施設
しせつ

、学校
がっこう

、企業
きぎょう

、医療
いりょう

機関
きか ん

、刑務所
けいむしょ

等
とう

拘禁
こうきん

施設
しせ つ

において、その場面
ばめん

ごとに、当該
とうがい

場面
ばめ ん

の設置者
せっちしゃ

が障害者
しょうがいしゃ

に関連
かんれん

して発生
はっせい

した事故
じ こ

の報告
ほうこく

義務
ぎ む

を課
か

すべきである。 

 

 その点
てん

から、昨年
さくねん

、議員
ぎいん

立法
りっぽう

として議論
ぎろん

され始
はじ

めた障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

では施設
しせつ

や職場
しょくば

に関
かん

しては通報
つうほう

義務
ぎ む

を課
か

している一方
いっぽう

、精神科
せいしんか

病床
びょうしょう

等
とう

をはじめとする

医療
いりょう

機関
きか ん

、学校
がっこう

に関
かん

しては課
か

せられていないという問題
もんだい

があった。上記
じょうき

の範囲
はんい

ま

で拡
ひろむ

大
たい

して、通報
つうほう

義務
ぎ む

を課
か

すべきである。 
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【勝又
かつまた

委員
いい ん

】 

日
にち

弁連
べんれん

の意見
いけん

（注
ちゅう

）に賛同
さんどう

 

 

【門川
かどかわ

委員
いい ん

】 

例
たと

えば入所
にゅうしょ

施設
しせ つ

や医療
いりょう

機関内
きかんない

における虐待
ぎゃくたい

などについては、当該
とうがい

施設
しせ つ

や機関
きかん

等
とう

に業
ぎょう

として関
かか

わる職員
しょくいん

全
すべ

てに通報
つうほう

義務
ぎ む

を課
か

すべきであり、同様
どうよう

に、家
か

庭
てい

内
ない

に

おいて生
しょう

じる虐待
ぎゃくたい

について、家庭外
かていがい

の者
もの

が業
ぎょう

として関
かか

わって知
し

りえた場合
ばあい

には

通報
つうほう

義務
ぎ む

を課
か

すべきであると考
かんが

える。 

 なお、家
か

庭内
ていない

において生
しょう

じる虐待
ぎゃくたい

について、虐待
ぎゃくたい

行為者
こういしゃ

と被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

以外
いが い

の者
もの

に

ついては、通報
つうほう

義務
ぎ む

ではなく、努力
どりょく

規定
きて い

とすべきであると考
かんが

える。 

 

【川
かわ

﨑
き

委員
いいん

】 

 障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

のすべてを通報
つうほう

義務
ぎ む

の対象
たいしょう

とし、程度
ていど

は虐待
ぎゃくたい

を受
う

けたと思
おも

われる、

から生命
せいめい

または身体
しんたい

に重大
じゅうだい

な危機
き き

が生
しょう

じているまでとする。 

 

精神科
せいしんか

病院
びょういん

や老人
ろうじん

の病院
びょういん

などの場合
ばあい

、家族
かぞく

が気付
き づ

いても、さらに虐待
ぎゃくたい

が強
つよ

ま

るなどの不安
ふあん

から言
い

い出
だ

せないことが多
おお

い。またこうした実態
じったい

は内部
ないぶ

告発
こくはつ

でし

かなかなか表面化
ひょうめんか

しないものである。内部
ないぶ

告発
こくはつ

した人
ひと

や、家族
かぞく

が訴
うった

えた場合
ばあい

に、

告発者
こくはつしゃ

や当事者
とうじしゃ

に不利益
ふ り え き

が生
しょう

じないようにする制度
せいど

が必要
ひつよう

。 
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【佐藤
さとう

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

の通報
つうほう

に関
かん

する免責
めんせき

規定
きて い

に関
かん

し、過失
かしつ

で通報
つうほう

を行
おこな

った者
もの

を免責
めんせき

すること。 

 

【新谷
しんたに

委員
いい ん

】 

業務
ぎょうむ

従事者
じゅうじしゃ

（介護者
かいごしゃ

、福祉
ふくし

従事者
じゅうじしゃ

、使用者
しようしゃ

、学校
がっこう

関係者
かんけいしゃ

、医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

など）

には業務
ぎょうむ

として厳格
げんかく

な通報
つうほう

義務
ぎ む

を課
か

すべきと考
かんが

えます。一般
いっぱん

市民
しみ ん

の範囲
はんい

にまで

通報
つうほう

義務
ぎ む

を拡大
かくだい

すると個人
こじん

の自由
じゆう

領域
りょういき

への介入
かいにゅう

になるので、早期
そうき

発見
はっけん

義務
ぎ む

以上
いじょう

に慎重
しんちょう

な議論
ぎろん

が必要
ひつよう

と思
おも

います。 

 

【関口
せきぐち

委員
いい ん

】 

明
あき

らかに虐待
ぎゃくたい

が疑
うたが

われる、合理的
ごうりてき

根拠
こんきょ

のあるもの全
すべ

てについて。 

 

発見
はっけん

のみならず防止
ぼうし

の視点
してん

が必要
ひつよう

 

防止
ぼう し

機関
きか ん

として拷問
ごうもん

等
とう

禁止
きん し

条約
じょうやく

選択
せんたく

議定書
ぎていしょ

の国内
こくない

防止
ぼう し

機関
きか ん

が参考
さんこう

となる 

 

添付
てんぷ

資料
しりょう

 

 

【竹下
たけした

委員
いい ん

】 

 発見者
はっけんしゃ

には原則
げんそく

として通報
つうほう

義務
ぎ む

があるものとして規定
きてい

し、通報
つうほう

することが

期待
きたい

できない特別
とくべつ

の利害
りがい

関係
かんけい

がある場合
ばあい

を例外
れいがい

として規定
きてい

する。 
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【土本
つちもと

委員
いい ん

】 

※2009.4.14ＰＦＪ「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

に対
たい

する意見
いけん

」より 

 

通報
つうほう

の義務
ぎ む

 

 障害者
しょうがいしゃ

が虐待
ぎゃくたい

されている事実
じじつ

を知
し

った者
もの

、あるいは虐待
ぎゃくたい

を疑
うたが

うような事実
じじつ

を知
し

った者
もの

は、救済
きゅうさい

機関
きか ん

に通報
つうほう

する義務
ぎ む

を課
か

すことが必要
ひつよう

です。 

 とくに現状
げんじょう

で問題
もんだい

なのは、市町村
しちょうそん

やハローワークなどの公的
こうてき

機関
きか ん

です。

虐待
ぎゃくたい

を疑
うたが

うような情報
じょうほう

を得
え

たとしても、まったく動
うご

いていません。 

「知
し

りながら助
たす

けようとしなかった」ことは、公的
こうてき

機関
きか ん

の義務
ぎ む

を果
は

たしてい

ないことです。これを明確
めいかく

にするためにも「通報
つうほう

の義務
ぎ む

」を法
ほう

に定
さだ

める必要
ひつよう

があります。 

通報
つうほう

や告発
こくはつ

をした人
ひと

に対
たい

する保護
ほ ご

 

 被害
ひが い

当事者
とうじしゃ

からの訴
うった

えは極
きわ

めてまれであり、虐待
ぎゃくたい

の事実
じじつ

がわかるのは近隣
きんりん

の住民
じゅうみん

からの通報
つうほう

や内部
ないぶ

告発
こくはつ

という形
かたち

がほとんどであるといえます。どちら

にしても事情
じじょう

によっては勇気
ゆうき

のいる行為
こうい

です。 

 告発者
こくはつしゃ

を周囲
しゅうい

の圧力
あつりょく

から保護
ほ ご

することが、虐待
ぎゃくたい

などの当事者
とうじしゃ

の人権
じんけん

を無視
む し

し

た行為
こうい

を防止
ぼうし

することにつながります。 

 

【堂本
どうもと

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

を受
う

けたと思
おも

われる障害者
しょうがいしゃ

を発見
はっけん

した場合
ばあい

には、生命
せいめい

又
また

は身体
しんたい

に及
およ

ぶ危
き

険
けん

の程度
ていど

にかかわらず、すべてを速
すみ

やかに通報
つうほう

することを義務
ぎ む

づけるべきと

考
かんが

える。 

 

【中西
なかにし

委員
いい ん

】 
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① 通報
つうほう

義務者
ぎ む し ゃ

の範囲
はんい

の明文化
めいぶんか

 

居宅
きょたく

で生活
せいかつ

している場合
ばあい

には近
きん

隣
りん

住民
じゅうみん

、施設
しせつ

で生活
せいかつ

している場合
ばあい

には親族
しんぞく

等
とう

の保護者
ほ ご し ゃ

・支援者
しえんしゃ

と施設
しせつ

に出入
で い

りするすべての人
ひと

は発見
はっけん

した場合
ばあい

に通報
つうほう

の義務
ぎ む

があると明記
めいき

する。 

② 通報
つうほう

義務
ぎ む

違反
いは ん

の設定
せってい

 

通報
つうほう

義務
ぎ む

の対象
たいしょう

範囲
はん い

に規定
きてい

されたものは、その状況
じょうきょう

に講
こう

じた法的
ほうてき

処分
しょぶん

の対象
たいしょう

とする 

 

【久松
ひさまつ

委員
いい ん

】 

対象
たいしょう

範囲
はん い

と程度
ていど

について条件
じょうけん

をつけるべきではない。どんな些細
ささい

なことでも

通報
つうほう

する必要
ひつよう

がある。 

 

【松井
まつい

委員
いい ん

】 

身体的
しんたいてき

虐待
ぎゃくたい

、性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

、心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

、放置
ほうち

および経済的
けいざいてき

搾取
さくしゅ

など、あらゆる形態
けいたい

の虐待
ぎゃくたい

について、早期
そうき

発見
はっけん

および早期
そうき

対応
たいおう

（深刻化
しんこくか

の予防
よぼう

）する意味
い み

で、発見者
はっけんしゃ

はその兆候
ちょうこう

を把握
はあく

した場合
ばあい

、「市町村
しちょうそん

障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

・介護者
かいごしゃ

支援
しえ ん

センター」

などに通報
つうほう

すること。そして専門的
せんもんてき

知見
ちけ ん

を有
ゆう

する同
どう

センターなどが必要
ひつよう

な対応
たいおう

のあり方
かた

について関係
かんけい

機関
きか ん

と協議
きょうぎ

のうえ、その善後策
ぜんごさく

を講
こう

じるのが適当
てきとう

と思
おも

わ

れる。 
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【森
もり

委員
いい ん

】 

発見者
はっけんしゃ

の通報
つうほう

義務
ぎ む

の対象
たいしょう

範囲
はん い

と程度
ていど

については、以下
い か

の通
とお

り、整理
せいり

するべき

と考
かんが

える。その上
うえ

で、発見者
はっけんしゃ

からの通報
つうほう

に基
もと

づいて実効性
じっこうせい

のある救済
きゅうさい

を図
はか

るた

めには、救済
きゅうさい

機関
きか ん

につなぐための方策
ほうさく

を明確
めいかく

にしておく必要
ひつよう

がある。 

範囲
はんい

 程度
てい ど

 発見者
はっけんしゃ

 手段
しゅだん

方法
ほうほう

 

生命
せいめい

または身体
しんたい

に

重大
じゅうだい

な危険
きけん

が生
しょう

じ

るような場合
ばあい

 

一般
いっぱん

市民
しみ ん

 通報
つうほう

義務
ぎ む

 介護者
かいごしゃ

（家庭
かてい

） 

虐待
ぎゃくたい

を受
う

けている

と思
おも

われる場合
ばあい

 

一般
いっぱん

市民
しみ ん

 努力
どりょく

義務
ぎ む

 

生命
せいめい

または身体
しんたい

に

重大
じゅうだい

な危険
きけん

が生
しょう

じ

るような場合
ばあい

 

施設
しせ つ

関係者
かんけいしゃ

、一般
いっぱん

国民
こくみん

 

通報
つうほう

義務
ぎ む

 

虐待
ぎゃくたい

を受
う

けている

と思
おも

われる場合
ばあい

 

施設
しせ つ

関係者
かんけいしゃ

 努力
どりょく

義務
ぎ む

 

 

施設
しせ つ

・学校
がっこう

・刑務所
けいむしょ

等
とう

 

従事者
じゅうじしゃ

による虐待
ぎゃくたい

があると思
おも

われる

場合
ばあい

 

施設
しせ つ

従事者
じゅうじしゃ

 通報
つうほう

義務
ぎ む
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生命
せいめい

または身体
しんたい

に

重大
じゅうだい

な危険
きけん

が生
しょう

じ

るような場合
ばあい

 

使用者
しようしゃ

、一般
いっぱん

国民
こくみん

通報
つうほう

義務
ぎ む

 

虐待
ぎゃくたい

を受
う

けている

と思
おも

われる場合
ばあい

 

一般
いっぱん

市民
しみ ん

 努力
どりょく

義務
ぎ む

 

使用者
しようしゃ

（雇用
こよう

） 

使用者
しようしゃ

による虐待
ぎゃくたい

があると思
おも

われる

場合
ばあい

 

使用者
しようしゃ

 通報
つうほう

義務
ぎ む
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○救済
きゅうさい

機関
き か ん

 

１．救済
きゅうさい

機関
きか ん

の権能
けんのう

についてどう考
かんが

えるか 

（例
れい

 事実
じじ つ

確認
かくにん

、立
た

ち入
い

り検査
けんさ

、一時
いちじ

保護
ほ ご

、回復
かいふく

支援
しえ ん

、その他
た

） 

 

【大久保
お お く ぼ

委員
いい ん

】 

救済
きゅうさい

機関
きか ん

が、保護
ほ ご

命令
めいれい

などの権力
けんりょく

行使
こう し

を行
おこな

えるような規定
きてい

を置
お

くかは、議論
ぎろん

が

分
わ

かれると思
おも

われる。直接的
ちょくせつてき

な権限
けんげん

なくても、救済
きゅうさい

機関
きか ん

に本人
ほんにん

や家族
かぞく

に代
か

わっ

て、保護
ほ ご

の実施
じっし

を裁判所
さいばんしょ

に申
もう

し立
た

てる機能
きのう

を付与
ふ よ

すれば、保護
ほ ご

措置
そ ち

は可能
かのう

とな

る。より実効性
じっこうせい

の高
たか

いほうを選択
せんたく

する必要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

市町村
しちょうそん

申
もう

し立
た

てに代
か

わり、救済
きゅうさい

機関
きか ん

が成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せい ど

の申
もう

し立
た

てができるよう

にする権限
けんげん

を付与
ふ よ

すべきであると考
かんが

える。その場合
ばあい

、民法
みんぽう

改正
かいせい

（市町村
しちょうそん

申
もう

し立
た

て

部分
ぶぶん

）の改正
かいせい

が必要
ひつよう

となる。 

また、回復
かいふく

支援
しえ ん

の機能
きのう

を救済
きゅうさい

機関
きか ん

に直接
ちょくせつ

付与
ふ よ

するのではなく、むしろ、救済
きゅうさい

を

果
は

たした後
あと

に、福祉
ふくし

との連携
れんけい

によって生活
せいかつ

を安定
あんてい

させる役割
やくわり

（福祉
ふくし

への橋渡
はしわた

し）

を明確
めいかく

する必要
ひつよう

がある。 

一方
いっぽう

、裁判
さいばん

による解決
かいけつ

ではなく、その前
まえ

段階
だんかい

として調停
ちょうてい

のあっせんなどを行
おこな

い、

解決
かいけつ

を図
はか

る機能
きのう

も考
かんが

えられる。その場合
ばあい

、虐待
ぎゃくたい

の発生
はっせい

した環境
かんきょう

に戻
もど

すことを前提
ぜんてい

とするのではなく「引
ひ

き離
はな

すこと」も視野
し や

に、本人
ほんにん

の利益
りえき

を最優先
さいゆうせん

とする調停
ちょうてい

を
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旨
むね

とする必要
ひつよう

がある。 

 

【大谷
おおたに

委員
いい ん

】 

救済
きゅうさい

機関
きか ん

には次
つぎ

の権能
けんのう

を与
あた

えるべきである。 

① 事実
じじつ

確認
かくにん

 

② 立入
たちいり

調査
ちょうさ

 

③ 出頭
しゅっとう

要求
ようきゅう

及
およ

び臨検
りんけん

・捜索
そうさく

等
とう

 

④ 一時
いちじ

保護
ほ ご

 

⑤ 後見
こうけん

申立
もうしたて

援助
えんじょ

 

⑥ 保護
ほ ご

命令
めいれい

の申立
もうした

て 

⑦ 回復
かいふく

支援
しえ ん

（心理的
しんりてき

回復
かいふく

、医療的
いりょうてき

回復
かいふく

、認知的
にんちてき

回復
かいふく

及
およ

びリハビリテーショ

ン） 

⑧ 社会
しゃかい

復帰
ふっ き

支援
しえ ん

（社会的
しゃかいてき

再統合
さいとうごう

） 

救済
きゅうさい

の前提
ぜんてい

として、事実
じじつ

確認
かくにん

及
およ

び立入
たちいり

調査
ちょうさ

の権限
けんげん

が与
あた

えられるべきことは

当然
とうぜん

であり、既存
きそん

の虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

関連法
かんれんほう

と同様
どうよう

である。 

出頭
しゅっとう

要求
ようきゅう

及
およ

び臨検
りんけん

・捜索
そうさく

等
とう

の手続
てつづき

について、児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

は、虐待
ぎゃくたい

を行
おこな

っ

ていると思
おも

われる保護者
ほ ご し ゃ

が再出頭
さいしゅっとう

要求
ようきゅう

に応
おう

じない場合
ばあい

において、児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

が行
おこな

われている疑
うたが

いがあるときは、都道府県
とどう ふ け ん

知事
ち じ

が裁判所
さいばんしょ

の許可状
きょかじょう

により福祉
ふくし

従事者
じゅうじしゃ

を児童
じどう

の住所
じゅうしょ

等
とう

に臨検
りんけん

させ、又
また

は当該
とうがい

児童
じど う

を捜索
そうさく

させることができると
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規定
きて い

しているところ（同法
どうほう

９条
じょう

の２乃至
ないし

９条
じょう

の９）、上記
じょうき

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

の救済
きゅうさい

機関
きか ん

にも同様
どうよう

の権限
けんげん

を与
あた

えるべきである。 

一時
いちじ

保護
ほ ご

に関
かん

しては、短期
たんき

入所
にゅうしょ

等
とう

の障
しょう

がい福祉
ふくし

サービスの提供
ていきょう

、そのため

の居室
きょしつ

の確保
かくほ

、後見
こうけん

開始
かい し

の市町村
しちょうそん

申立
もうした

ての他
ほか

、虐待者
ぎゃくたいしゃ

からの分離
ぶんり

・保護
ほ ご

を十分
じゅうぶん

に図
はか

るため、アメリカの各州
かくしゅう

で実施
じっし

されている保護
ほ ご

命令
めいれい

制度
せい ど

を我
わ

が国
くに

でも導入
どうにゅう

することが必要
ひつよう

である。 

当該
とうがい

保護
ほ ご

命令
めいれい

制度
せい ど

は、被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

本人
ほんにん

の意思
い し

を確認
かくにん

しながら、裁判所
さいばんしょ

の命令
めいれい

に

より、①被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

を保護
ほ ご

し、安全
あんぜん

な場所
ばしょ

に避難
ひなん

させること、②医療
いりょう

サービスの

提供
ていきょう

命令
めいれい

、③警察
けいさつ

や公的
こうてき

機関
きか ん

を動員
どういん

した安全
あんぜん

確保
かく ほ

措置
そ ち

が受
う

けられることなどを

内容
ないよう

とする。裁判所
さいばんしょ

の命令
めいれい

を通
つう

じて、法的
ほうてき

根拠
こんきょ

を明確化
めいかくか

すること及
およ

び命令
めいれい

違反
いは ん

の際
さい

の罰則
ばっそく

を設
もう

けることで権限
けんげん

を強化
きょうか

することに重要
じゅうよう

な意義
い ぎ

がある。当該
とうがい

保護
ほ ご

命令
めいれい

の申立権者
もうしたてけんしゃ

は、本人
ほんにん

、親族
しんぞく

、市区
し く

町
まち

村長
そんちょう

、検察官
けんさつかん

に加
くわ

えて、救済
きゅうさい

機関
きか ん

が申立
もうした

てを行
おこな

うことができるよう規定
きてい

されなければならない（日
ひ

本
ほん

弁護士
べ ん ご し

連合会
れんごうかい

「障
さわ

がいのある人
ひと

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

立法
りっぽう

に向
む

けた意見書
いけんしょ

」参照
さんしょう

）。 

回復
かいふく

支援
しえ ん

及
およ

び社会
しゃかい

復帰
ふっ き

支援
しえ ん

に関
かん

しては、権利
けんり

条約
じょうやく

１６条
じょう

４項
こう

において、

「身体的
しんたいてき

、認知的
にんちてき

及
およ

び心理的
しんりてき

な回復
かいふく

、リハビリテーション並
なら

びに社会
しゃかい

復帰
ふっ き

〔社会的
しゃかいてき

再統合
さいとうごう

〕を促進
そくしん

するためのすべての適切
てきせつ

な措置
そ ち

（保護
ほ ご

サービスの提供
ていきょう

によるものも含
ふく

む。）をとる。」とされていることから、これら全
すべ

てを対象
たいしょう

とす
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る回復
かいふく

支援
しえ ん

及
およ

び社会
しゃかい

復帰
ふっ き

支援
しえ ん

が行
おこな

われなければならない。また、回復
かいふく

及
およ

び復帰
ふっき

の過程
かてい

においては、条約
じょうやく

が規定
きてい

するように、自尊
じそん

心
しん

、尊厳
そんげん

及
およ

び自律
じりつ

を尊重
そんちょう

し、

二次
に じ

被害
ひがい

を生
う

まないように配慮
はいりょ

すべきことを規定
きてい

すべきである。なお、回復
かいふく

支援
しえ ん

及
およ

び社会
しゃかい

復帰
ふっ き

支援
しえ ん

に関
かん

しては、その内容
ないよう

が抽象的
ちゅうしょうてき

である場合
ばあい

実効性
じっこうせい

を欠
か

く

おそれがあるため、条項化
じょうこうか

するにあたっては具体的
ぐたいてき

な内容
ないよう

を盛
も

り込
こ

むべきであ

る。 

 

【大濱
おおはま

委員
いい ん

】 

■昨年
さくねん

の通常
つうじょう

国会
こっかい

に提
てい

出
しゅつ

された法案
ほうあん

では、「養護者
ようごしゃ

/介護者
かいごしゃ

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」

についてのみ、「生命
せいめい

又
また

は身体
しんたい

に重大
じゅうだい

な危険
きけん

が生
しょう

じているおそれがあると認
みと

めら

れるとき」の措置
そ ち

として一時
いちじ

保護
ほ ご

を規定
きてい

していた。これに対
たい

して、「障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふく し

施設
しせ つ

従事者
じゅうじしゃ

等
とう

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」「使用者
しようしゃ

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」（さらには「労働者
ろうどうしゃ

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」「教職員
きょうしょくいん

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」「医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

」）

についての一時
いちじ

保護
ほ ご

も必要
ひつよう

ではないか。 

 

■一時
いちじ

保護
ほ ご

の入所先
にゅうしょさき

として、閉鎖的
へいさてき

で、虐待
ぎゃくたい

が起
お

こりやすい入所
にゅうしょ

施設
しせ つ

は適切
てきせつ

で

ないと考
かんが

える。 

▼なお、昨年
さくねん

の通常
つうじょう

国会
こっかい

に提
てい

出
しゅつ

された法案
ほうあん

では、一時
いちじ

保護
ほ ご

の入所先
にゅうしょさき

として「当該
とうがい

市町村
しちょうそん

の設置
せっち

する障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

施設
しせ つ

その他
た

の施設
しせつ

（以下
い か

「障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

施設
しせ つ

等
とう

」と
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いう。）」「国
くに

、都道府県
とどう ふ け ん

若
わか

しくは他
ほか

の市町村
しちょうそん

若
わか

しくは社会
しゃかい

福祉
ふく し

法人
ほうじん

の設置
せっち

する

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

施設
しせ つ

等
とう

、のぞみの園
えん

又
また

は独立
どくりつ

行政
ぎょうせい

法人
ほうじん

国立
こくりつ

病院
びょういん

機構
きこ う

若
わか

しくは国立
こくりつ

高度
こう ど

専門
せんもん

医療
いりょう

研究
けんきゅう

センターの設置
せっち

する医療
いりょう

機関
きか ん

であって厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

の指定
してい

す

るもの（以下
い か

「指定
してい

医療
いりょう

機関
きか ん

」という。）」などが挙
あ

げられていた。 

 

【尾上
おのうえ

委員
いい ん

】 

障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

に関
かん

して独立
どくりつ

した救済
きゅうさい

機関
きか ん

を設
もう

けるとともに、常任
じょうにん

のスタッフを

置
お

き調査
ちょうさ

権限
けんげん

をもったものとすべきである。また、名称
めいしょう

は、今後
こんご

制定
せいてい

が求
もと

めら

れる障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

禁止法
きんしほう

における救済
きゅうさい

機関
きか ん

（例
たと

えば、障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

擁護
よう ご

センター）

との混同
こんどう

を避
さ

けるために、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

の救済
きゅうさい

機関
きか ん

は別
べつ

の名称
めいしょう

（例
たと

えば、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

センター）とすることがのぞましい。 

 また、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

は予防
よぼう

から早期
そうき

発見
はっけん

、そして現実
げんじつ

に起
お

きている虐待
ぎゃくたい

への介入
かいにゅう

が

求
もと

められるため、事実
じじつ

確認
かくにん

、立
た

ち入
い

り検査
けんさ

、一時
いちじ

保護
ほ ご

、回復
かいふく

支援
しえ ん

は全
すべ

て権能
けんのう

と

して確保
かくほ

されるべきである。 

 

【勝又
かつまた

委員
いい ん

】 

相談
そうだん

、あっせん、調停
ちょうてい

、仲裁
ちゅうさい

、勧告
かんこく

、などを救済
きゅうさい

手段
しゅだん

として加
くわ

えるべき。 

 

【門川
かどかわ

委員
いい ん

】 
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救済
きゅうさい

機関
きか ん

の権能
けんのう

については、例示
れいじ

されている全
すべ

ての機能
きのう

を有
ゆう

することが適切
てきせつ

であるが、施設的
しせつてき

・人的
じんてき

な制約上
せいやくじょう

、適切
てきせつ

な連携
れんけい

を前提
ぜんてい

として、一
いち

か所
しょ

の機関
きかん

で全
すべ

ての機能
きのう

を有
ゆう

しなくてもよいものとすべきであると考
かんが

える。 

 また、救済
きゅうさい

過程
かて い

及
およ

び救済
きゅうさい

機関内
きかんない

における処遇
しょぐう

において差別
さべつ

や虐待
ぎゃくたい

が生
しょう

じない

ように十分
じゅうぶん

留意
りゅうい

するべきである。 

 なお、救済
きゅうさい

機関
きか ん

は警察的
けいさつてき

な権能
けんのう

を有
ゆう

すると解
かい

すべきではなく、立
た

ち入
い

り検査
けんさ

等
とう

を行
おこな

う場合
ばあい

には、強制力
きょうせいりょく

を伴
ともな

わないものに限定
げんてい

し、強制力
きょうせいりょく

を伴
ともな

う必要
ひつよう

がある場合
ばあい

については、速
すみ

やかに必要
ひつよう

な司法的
しほうてき

手続
てつ づ

きをとるものとすべきであると考
かんが

える。 

 

【川
かわ

﨑
さき

委員
いい ん

】 

立
た

ち入
い

り検査
けんさ

、一時
いちじ

保護
ほ ご

の権限
けんげん

を有
ゆう

する機関
きかん

とすべき。再発
さいはつ

防止
ぼう し

等
とう

の指導
しどう

を行
おこな

う権限
けんげん

も持
も

つ機関
きかん

であって、必要
ひつよう

であれ施設
しせつ

の変更
へんこう

などの支援
しえん

も必要
ひつよう

となる。 

 

【佐藤
さとう

委員
いい ん

】 

障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

の中心
ちゅうしん

機関
きか ん

の名称
めいしょう

を「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

センター」とし、市町村
しちょうそん

単位
たん い

（政令
せいれい

指定
して い

都市
と し

は区
く

単位
たんい

）に設置
せっち

すること。同
どう

センターは市町村
しちょうそん

の障害
しょうがい

福祉課
ふ く し か

等
とう

の一
いち

部局
ぶきょく

ではなく、高齢者
こうれいしゃ

の地域
ちいき

包括
ほうかつ

センターのような独立
どくりつ

した機関
きかん

とすること。救済
きゅうさい

機関
きか ん

の権限
けんげん

について明確
めいかく

な位置
い ち

づけを行
おこな

うこと。 

臨検
りんけん

、捜索
そうさく

に関
かん

する定
さだ

めをおくこと（その際
さい

、児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

を参考
さんこう

にする
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と共
とも

に、同法
どうほう

の同規定
どうきてい

が必
かなら

ずしも活用
かつよう

されていないことに鑑
かんが

み、もっと使
つか

いや

すい規定
きてい

にするよう配慮
はいりょ

すること）。 

事
こと

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

する立入
たちいり

等
とう

調査
ちょうさ

に関
かん

しても、警察官
けいさつかん

の援助
えんじょ

を要請
ようせい

できる旨
むね

の定
さだ

めを

おくこと。 
 

【新谷
しんたに

委員
いい ん

】 

通報
つうほう

があった場合
ばあい

には、救済
きゅうさい

機関
きか ん

に施設
しせつ

・病院
びょういん

・学校
がっこう

など拘束性
こうそくせい

のある閉鎖的
へいさてき

な領域
りょういき

への事実
じじつ

確認
かくにん

、立
た

ち入
い

り検査
けんさ

、一時
いちじ

保護
ほ ご

、回復
かいふく

支援
しえ ん

の権能
けんのう

を与
あた

えるべき

と考
かんが

えます。また、拘束性
こうそくせい

のある閉鎖的
へいさてき

な領域
りょういき

での虐待
ぎゃくたい

には、虐待
ぎゃくたい

の事前
じぜん

防止
ぼう し

・

早期
そうき

発見
はっけん

のために通報
つうほう

を必要
ひつよう

としない定期的
ていきてき

な立
た

ち入
い

り検査
けんさ

を認
みと

める必要
ひつよう

があ

ると思
おも

います。 

家庭
かてい

など拘束性
こうそくせい

の緩
ゆる

やかな領域
りょういき

への救済
きゅうさい

機関
きか ん

の介入
かいにゅう

に当
あ

たっては、通報者
つうほうしゃ

の

資格
しかく

を厳格
げんかく

にする必要
ひつよう

があると考
かんが

えます。 

 

【関口
せきぐち

委員
いい ん

】 

救済
きゅうさい

監視
かん し

機関
きか ん

は定期的
ていきてき

もしくは抜
ぬ

き打
う

ちで虐待
ぎゃくたい

の疑
うたが

われる個所
かしょ

を調査
ちょうさ

できるこ

ととする。 

 

事実上
じじつじょう

拘禁
こうきん

されている障害者
しょうがいしゃ

は、個別
こべつ

に救済
きゅうさい

監視
かん し

機関
きか ん

におかれる権利
けんり

擁護官
ようごかん

を

つけることができる。 

 

ex. カリフォルニアの場合
ばあ い

は、権利
けん り

擁護
よう ご

機関
きか ん

に２００名
めい

のスタッフ（内
うち

４０名
めい

が弁護士
べ ん ご し

）がお
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り、そこで全病院
ぜんびょういん

を対応
たいおう

しています。新規
しん き

強制
きょうせい

入院者
にゅういんしゃ

には、担当
たんとう

の権利
けん り

擁護官
ようごかん

をつけてから入院
にゅういん

することとしています。担当
たんとう

権利
けん り

擁護官
ようごかん

は、突然
とつぜん

に視察
しさ つ

にきます。こういった、制度
せい ど

設計
せっけい

 

であれば、非現実的
ひげんじつてき

ではないと思
おも

うのです。 

 

事実上
じじつじょう

拘禁
こうきん

されている障害者
しょうがいしゃ

は、権利
けんり

擁護官
ようごかん

に相談
そうだん

・通報
つうほう

することができ、通報
つうほう

の直後
ちょくご

に、一時
いちじ

保護
ほ ご

施設
しせ つ

等
とう

に住居
じゅうきょ

を移
うつ

せる。 

 

医学
いがく

モデルによる回復
かいふく

支援
しえ ん

だけでは不十分
ふじゅうぶん

であり、アドボケイト（支援者
しえんしゃ

）の

存在
そんざい

が必要
ひつよう

となる。さらに生還者
せいかんしゃ

・仲間
なかま

による援助
えんじょ

を必須
ひっす

とする必要
ひつよう

がある。 

 

【竹下
たけした

委員
いい ん

】 

（１）人権
じんけん

救済
きゅうさい

委員会
いいんかい

（または人権
じんけん

擁護法
ようごほう

に基
もと

づく委員会
いいんかい

）を設置
せっち

し、差別
さべつ

禁止
きん し

とあわせて所管
しょかん

させる。 

（２）委員会
いいんかい

は、事実
じじつ

認定権
にんていけん

、立入
たちいり

調査権
ちょうさけん

、仮
かり

の保護処
ほごところ

分権
ぶんけん

などを行
おこな

うことが

できるものとする。 

 

【土本
つちもと

委員
いい ん

】 

入所
にゅうしょ

施設
しせ つ

にいれられていても、普通
ふつう

の会社
かいしゃ

で働
はたら

いていても、いじめられひどい

めにあっている人
ひと

のおおくは知的
ちてき

しょうがいをもつ仲間
なかま

です。 

５年前
ねんまえ

の福岡県
ふくおかけん

のカリタスの家事
か じ

件
けん

、奈良県
な ら け ん

大橋
おおはし

製作所
せいさくしょ

事件
じけ ん

、札幌
さっぽろ

の三丁目
さんちょうめ

食堂
じきどう

事件
じけ ん

、そして１１年前
ねんまえ

の滋賀県
し が け ん

のサン・グループ事件
じけん

、すべて被害者
ひがいしゃ

は知的
ちてき

し

ょうをもつ仲間
なかま

がほとんでです。 
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ひどいめにあっている仲間
なかま

たちが助
たす

けをもとめる声
こえ

をだせなくても、救済
きゅうさい

する

側
がわ

が「虐待
ぎゃくたい

」（いじめること）と判断
はんだん

し、力
ちから

ずくで助
たす

け出
だ

すしくみがなければ救
すく

うことができません。 

 

※2009.4.14ＰＦＪ「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

に対
たい

する意見
いけん

」より 

 

独立
どくりつ

した救済
きゅうさい

機関
きか ん

を常設
じょうせつ

する 

 札幌
さっぽろ

の三丁目
さんちょうめ

食堂
じきどう

事件
じけ ん

、奈良
な ら

の大橋
おおはし

製作所
せいさくしょ

事件
じけ ん

でも、被害
ひがい

を受
う

けている

当事者
とうじしゃ

みずからが「助
たす

けて欲
ほ

しい」と訴
うった

えることはできませんでした。「何
なに

かおかしい」という「虫
むし

の知
し

らせ」を虐待
ぎゃくたい

と見抜
み ぬ

き、現状
げんじょう

をしっかりと調査
ちょうさ

して救援
きゅうえん

に動
うご

かなければ虐待
ぎゃくたい

は放置
ほうち

されます。 

虐待
ぎゃくたい

を発見
はっけん

し、被害
ひがい

当事者
とうじしゃ

を救済
きゅうさい

する為
ため

には、これまでのように

各都道府県
かくとどうふけん

・市町村
しちょうそん

任
まか

せにするのではなく、一般
いっぱん

市民
しみ ん

や公的
こうてき

機関
きか ん

からの通報
つうほう

を受
う

け救済
きゅうさい

活動
かつどう

を行
おこな

う＜独立
どくりつ

した常設
じょうせつ

の救済
きゅうさい

機関
きか ん

＞が必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

です。 

救済
きゅうさい

機関
きか ん

は強制的
きょうせいてき

な調査権
ちょうさけん

を持
も

つこと 

 この機関
きかん

は法
ほう

に定
さだ

められた権限
けんげん

を持
も

ち、問題
もんだい

が起
お

こった時
とき

に迅速
じんそく

に動
うご

くこ

とができる経験
けいけん

豊富
ほう ふ

なスタッフが配置
はいち

される必要
ひつよう

があります。 

 虐待
ぎゃくたい

事件
じけ ん

は現場
げんば

に介入
かいにゅう

してはじめて実態
じったい

が明
あき

らかになります。当初
とうしょ

はわず

かの情報
じょうほう

であっても、虐待
ぎゃくたい

が疑
うたが

われる場合
ばあい

は救済
きゅうさい

機関
きか ん

が強制的
きょうせいてき

に調査
ちょうさ

する

権限
けんげん

を持
も

っていないと被害者
ひがいしゃ

を助
たす

けることはできません。 

 

【中西
なかにし

委員
いい ん

】 

立
た

ち入
い

り検査
けんさ

、一時
いちじ

保護
ほ ご

、回復
かいふく

支援
しえ ん

は必要
ひつよう

であるが、事実
じじつ

確認
かくにん

は削
けず

除
じょ

すべき

である。救済
きゅうさい

のための対応
たいおう

は即応性
そくおうせい

を要
よう

するものであり、事実
じじつ

確認
かくにん

はそれを困難
こんなん

にする。そのため、立
た

ち入
い

り検査
けんさ

に事実
じじつ

確認
かくにん

は含
ふく

まれるものとする。即応性
そくおうせい

の

確保
かくほ

は重視
じゅうし

すべきである。 
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家族
かぞ く

や親族
しんぞく

が帰省
きせい

時
じ

などに虐待
ぎゃくたい

の疑
うたが

いがあると認識
にんしき

しても、家庭
かてい

での介護
かいご

が

困難
こんなん

であるために施設
しせつ

に送
おく

り返
かえ

してしまうケースがある。このような悪循環
あくじゅんかん

を

繰
く

り返
かえ

さないためには行政
ぎょうせい

に相談
そうだん

すれば保護
ほ ご

されるという安心感
あんしんかん

が必要
ひつよう

である。

それゆえ、上記
じょうき

のような機能
きのう

をもつ救済
きゅうさい

機関
きか ん

の役割
やくわり

は重要
じゅうよう

である。 

 

【長瀬
ながせ

委員
いい ん

】 

児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

、配偶者
はいぐうしゃ

暴力
ぼうりょく

防止法
ぼうしほう

、高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

などの経験
けいけん

を基
もと

に、

検討
けんとう

すべきである。 

 

【久松
ひさまつ

委員
いい ん

】 

障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

センターを設置
せっち

し、事実
じじつ

確認
かくにん

、立
た

ち入
い

り調査
ちょうさ

、一時
いちじ

保護
ほ ご

、回復
かいふく

措置
そ ち

、後見人
こうけんにん

審判
しんぱん

請求
せいきゅう

、福祉
ふくし

施設
しせ つ

、職場
しょくば

、学校
がっこう

等
とう

への監視
かんし

権限
けんげん

の機能
きのう

強化
きょうか

を有
ゆう

す

る必要
ひつよう

がある。また、介助者
かいじょしゃ

への支援
しえん

も考慮
こうりょ

する。 

 

【松井
まつい

委員
いい ん

】 

救済
きゅうさい

機関
きか ん

の機能
きのう

には、例示
れいじ

されたものに加
くわ

え、審判
しんぱん

の請求
せいきゅう

、社会的
しゃかいてき

再統合
さいとうごう

支援
しえ ん

、

介護者
かいごしゃ

支援
しえ ん

などが含
ふく

まれてよいと思
おも

われる。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

実効性
じっこうせい

ある救済
きゅうさい

機関
きか ん

であるためには、事実
じじつ

確認
かくにん

、立
た

ち入
い

り検査
けんさ

、一時
いちじ

保護
ほ ご

、
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相談
そうだん

・回復
かいふく

支援
しえ ん

などについて、強制力
きょうせいりょく

、強権力
きょうけんちから

を持
も

つ必要
ひつよう

がある。また、事例
じれい

を

積
つ

み重
かさ

ねるととともに、障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

の視点
してん

をもとに、常
つね

に考究
こうきゅう

していく姿勢
しせい

を持
も

ち続
つづ

ける機関
きかん

体制
たいせい

も必要
ひつよう

と考
かんが

える。 

 

 

２．救済
きゅうさい

機関
きか ん

が対象
たいしょう

とすべき範囲
はんい

についてどう考
かんが

えるか 

 

【大谷
おおたに

委員
いい ん

】 

救済
きゅうさい

の人的
じんてき

対象
たいしょう

としては、被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

のみならず虐待
ぎゃくたい

を行
おこな

った者
もの

も対象
たいしょう

とすべ

きである。救済
きゅうさい

の対象
たいしょう

場面
ばめ ん

としては、家庭
かてい

、施設
しせつ

、学校
がっこう

、企業
きぎょう

、医療
いりょう

機関
きか ん

、刑務所
けいむしょ

等
とう

拘禁
こうきん

施設
しせ つ

が対象
たいしょう

とされるべきである。また、施設
しせつ

については、障
しょう

がいのあ

る人向
ひとむ

けの全
すべ

ての施設
しせつ

が対象
たいしょう

とされなければならない。 

救済
きゅうさい

の人的
じんてき

対象
たいしょう

として、虐待
ぎゃくたい

を行
おこな

った者
もの

もまた支援
しえん

の対象
たいしょう

とされなければな

らない。特
とく

に家
いえ

庭内
ていない

の介護者
かいごしゃ

ないし養護者
ようごしゃ

に関
かん

しては、日頃
ひごろ

の支援
しえん

の中
なか

でスト

レスや疲労
ひろう

を蓄積
ちくせき

し、社会的
しゃかいてき

支援
しえ ん

のない中
なか

で孤立
こりつ

した環境
かんきょう

におかれ、そのこと

が原因
げんいん

となって虐待
ぎゃくたい

を生
しょう

じさせていることが少
すく

なくない。虐待者
ぎゃくたいしゃ

を加害者
かがいしゃ

と

位置
い ち

づけることなく、環境
かんきょう

調整
ちょうせい

を行
おこな

い虐待
ぎゃくたい

の継続
けいぞく

・深刻化
しんこくか

を回避
かいひ

する制度作
せいどづく

り

が必要
ひつよう

である。 

この点
てん

高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

は、「市町村
しちょうそん

は、養護者
ようごしゃ

による高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

及
およ

び
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養護者
ようごしゃ

による高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

を受
う

けた高齢者
こうれいしゃ

の保護
ほ ご

のため、高齢者
こうれいしゃ

及
およ

び養護者
ようごしゃ

に対
たい

して、相談
そうだん

、指導
しどう

及
およ

び助言
じょげん

を行
おこな

うものとする。」（同法
どうほう

６条
じょう

）と規定
きてい

し、さらに

「市町村
しちょうそん

は、第
だい

６条
じょう

に規定
きてい

するもののほか、養護者
ようごしゃ

の負担
ふたん

の軽減
けいげん

のため、養護者
ようごしゃ

に対
たい

する相談
そうだん

、指導
しどう

及
およ

び助言
じょげん

その他
た

必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

ずるものとする。」（１４条
じょう

１項
こう

）、「市町村
しちょうそん

は、前項
ぜんこう

の措置
そ ち

として、養護者
ようごしゃ

の心身
しんしん

の状態
じょうたい

に照
てらし

らしその養護
ようご

の負担
ふたん

の軽減
けいげん

を図
ず

るため緊急
きんきゅう

の必要
ひつよう

があると認
みと

める場合
ばあい

に高齢者
こうれいしゃ

が短期間
たんきかん

養護
よう ご

を受
う

けるために必要
ひつよう

となる居室
きょしつ

を確保
かくほ

するための措置
そ ち

を講
こう

ずるものとす

る。」（同条
どうじょう

２項
こう

）などの養護者
ようごしゃ

支援
しえ ん

のための規定
きてい

を置
お

いている。これらの規定
きてい

の他
ほか

、国
くに

や地方
ちほう

自治体
じ ち た い

に対
たい

し、介護者
かいごしゃ

ないし養護者
ようごしゃ

の支援
しえん

プログラムの策定
さくてい

義務
ぎ む

を明定
あきさだ

すべきである（前記
ぜんき

日
にち

弁連
べんれん

意見書
いけんしょ

参照
さんしょう

）。 

さらに、家
か

庭内
ていない

のみならず、施設
しせつ

や職場
しょくば

などにおいても、虐待
ぎゃくたい

の背景
はいけい

に、職員
しょくいん

に対
たい

する劣悪
れつあく

な就業
しゅうぎょう

環境
かんきょう

や、心理的
しんりてき

負担
ふた ん

に対
たい

するケアの不足
ふそく

が存在
そんざい

することが

少
すく

なくない。したがって、これらの場面
ばめん

においても、施設
しせつ

及
およ

び職
しょく

場内
じょうない

のみなら

ず、国
くに

及
およ

び地方
ちほう

自治体
じ ち た い

に対
たい

し、相談
そうだん

、指導
しどう

及
およ

び助言
じょげん

その他
た

必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

ずる

ことを義務
ぎ む

づけるとともに、上記
じょうき

同様
どうよう

支援
しえ ん

プログラムの策定
さくてい

義務
ぎ む

を定
さだ

める必要
ひつよう

がある。 

救済
きゅうさい

の対象
たいしょう

場面
ばめ ん

については、障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

が生涯
しょうがい

にわたり

行
おこな

われること及
およ

び社会的
しゃかいてき

背景
はいけい

及
およ

び歴史的
れきしてき

背景
はいけい

に鑑
かんが

み類型化
るいけいか

されるべきであり、
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家庭
かて い

、施設
しせつ

、企業
きぎょう

、医療
いりょう

機関
きか ん

、刑務所
けいむしょ

等
とう

拘禁
こうきん

施設
しせ つ

の各分野
かくぶんや

ごとに虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

・

救済
きゅうさい

等
とう

の内容
ないよう

が規定
きてい

されなければならない。また、施設
しせつ

における虐待
ぎゃくたい

について

は、権利
けんり

条約
じょうやく

１９条
じょう

３項
こう

が「障
しょう

がいのある人向
ひとむ

けのすべての施設
しせつ

〔機関
きかん

・設備
せつび

〕

及
およ

び計画
けいかく

」を対象
たいしょう

としていることに鑑
かんが

み、この内容
ないよう

に沿
そ

う規定
きてい

を制定
せいてい

すべきで

ある。 

 

【大濱
おおはま

委員
いい ん

】 

■あらゆる虐待者
ぎゃくたいしゃ

によるあらゆる類型
るいけい

の虐待
ぎゃくたい

を対象
たいしょう

とするべきだと考
かんが

える。 

 

【尾上
おのうえ

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

に関
かん

する救済
きゅうさい

機関
きか ん

は､障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

するあらゆる場面
ばめん

における虐待
ぎゃくたい

の

通報
つうほう

を受
う

け付
つ

ける｡通報
つうほう

を受
う

けた場合
ばあい

、あるいは職権
しょっけん

で調査
ちょうさ

を開始
かいし

し､必要
ひつよう

があ

れば､立入
たちいり

調査
ちょうさ

権限
けんげん

を行使
こうし

する｡そして調査
ちょうさ

の結果
けっか

､虐待
ぎゃくたい

の事実
じじつ

が認
みと

められる

場合
ばあい

は､指導
しどう

､公表
こうひょう

、改善
かいぜん

勧告
かんこく

､改善
かいぜん

命令
めいれい

などの権限
けんげん

を行使
こうし

する｡調査
ちょうさ

及
およ

び審理
しんり

の

過程
かてい

においては、弁護士
べ ん ご し

等
とう

専門的
せんもんてき

知識
ちし き

をもつ者
もの

の協力
きょうりょく

を得
え

ながら調査
ちょうさ

等
とう

を行
おこな

う

こと、及
およ

びこれらの者
もの

が委員
いいん

として参加
さんか

することが必要
ひつよう

である。 

また、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

に関
かん

する救済
きゅうさい

機関
きか ん

について、裁判所
さいばんしょ

に､保護
ほ ご

・避難
ひなん

等
とう

を求
もと

めて

緊
みしと

急保護
きゅうほご

命令
めいれい

を申
もう

し立
た

てる権限
けんげん

を持
も

たせるべきである｡ 

さらに避難後
ひ な ん ご

の居住先
きょじゅうさき

の確保
かくほ

や、身体的
しんたいてき

･精神的
せいしんてき

な被害
ひがい

回復
かいふく

の支援
しえん

を行
おこな

い､
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被害
ひが い

回復後
かいふくご

の家庭
かてい

や地域
ちいき

での生活
せいかつ

のための支援
しえん

を行
おこな

う権限
けんげん

を持
も

たせる必要
ひつよう

が

る｡ 

 

【勝又
かつまた

委員
いい ん

】 

個人
こじん

を対象
たいしょう

とすることには異論
いろん

はないが、団体
だんたい

や集団
しゅうだん

を対象
たいしょう

とすべきかどう

か疑問
ぎもん

。 

 

【門川
かどかわ

委員
いい ん

】 

救済
きゅうさい

機関
きか ん

が対象
たいしょう

とすべきなのは、被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

の保護
ほ ご

と回復
かいふく

支援
しえ ん

であって、虐待
ぎゃくたい

行為者
こういしゃ

への罰則
ばっそく

は含
ふく

むべきではない。 

 虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

が疑
うたが

われても、無罪
むざい

推定
すいてい

の原則
げんそく

を曲
ま

げることは極
きわ

めて危険
きけん

であるこ

とから、虐待
ぎゃくたい

行為者
こういしゃ

への対応
たいおう

については、通常
つうじょう

の司法
しほう

手続
てつ づ

きにのっとった措置
そ ち

を

取
と

るとともに、当該
とうがい

虐待
ぎゃくたい

行為者
こういしゃ

が業
ぎょう

として障害者
しょうがいしゃ

を支援
しえん

する者
もの

である場合
ばあい

につ

いて、業
ぎょう

規制
きせ い

の範囲内
はんいない

で、資格
しかく

はく奪
だつ

等
とう

の規制
きせい

を明確
めいかく

にするといった措置
そ ち

を取
と

る

ことが必要
ひつよう

であると考
かんが

える。 

 

【関口
せきぐち

委員
いい ん

】 

原則
げんそく

、依頼人
いらいにん

の依頼
いらい

を範囲
はんい

とすべきだが、刑法
けいほう

に触
ふ

れる重大
じゅうだい

な事案
じあん

については全
すべ

て対象
たいしょう

とすべき。 
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【竹下
たけした

委員
いい ん

】 

全
すべ

ての分野
ぶんや

についての虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

ないし救済
きゅうさい

を統
おさむ

一
いち

して所管
しょかん

する委員会
いいんかい

の設置
せっち

が望
のぞ

ましい。そのうえで、重畳的
ちょうじょうてき

に分野
ぶんや

ごとでの専
あつむ

門
もん

機関
きか ん

（労働
ろうどう

委員会
いいんかい

や各種
かくしゅ

人権
じんけん

擁護
よう ご

機関
きか ん

など）による救済
きゅうさい

活動
かつどう

を認
みと

めることとする。 

 

【土本
つちもと

委員
いい ん

】 

範囲
はんい

を限定
げんてい

しないほうがよい。 

予想
よそう

もできていない事件
じけん

もあると思
おも

う。 

 

【堂本
どうもと

委員
いい ん

】 

 （１及
およ

び２について） 

千葉県
ち ば け ん

の障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に暮
く

らしやすい千葉県
ち ば け ん

づくり条例
じょうれい

にお 

いては、虐待
ぎゃくたい

についても禁止
きんし

の対象
たいしょう

としており、障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス等
とう

の従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

に

対
たい

し通報
つうほう

の努力
どりょく

義務
ぎ む

を課
か

すとともに、県
けん

が通報
つうほう

を受
う

けた場合
ばあい

の障害者
しょうがいしゃ

自立
じり つ

支援法
しえんほう

に基
もと

づく措置
そ ち

に関
かん

する規定
きてい

を設
もう

けている。また、相談
そうだん

があった場合
ばあい

には、

差別
さべつ

事案
じあ ん

と同様
どうよう

に対応
たいおう

している。 

 しかし、条例
じょうれい

では一般
いっぱん

県民
けんみん

の通報
つうほう

義務
ぎ む

や被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

の保護
ほ ご

、介護者
かいごしゃ

への支援措
し え ん そ

置
ち

などの仕組
し く

みは定
さだ

められておらず、また、事案
じあん

解決
かいけつ

の仕組
し く

みにおいても第三
だいさん

者
もの

による話
はな

し合
あ

い解決
かいけつ

を基本
きほん

としているため、特
とく

に、緊急性
きんきゅうせい

の高
たか

い虐待
ぎゃくたい

事案
じあ ん

に対
たい
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する救済
きゅうさい

措置
そ ち

を講
こう

じるには制度的
せいどてき

な限界
げんかい

がある。 

これは、市町村
しちょうそん

をはじめとする関係
かんけい

機関
きか ん

においても同様
どうよう

で、障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する

虐待
ぎゃくたい

が疑
うたが

われる事案
じあん

の場合
ばあい

、関係
かんけい

機関
きか ん

が連携
れんけい

を図
はか

り、試行
しこう

錯誤
さく ご

しながら対応
たいおう

し

ているのが実情
じつじょう

である。 

通報
つうほう

に係
かかわ

る被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

に対
たい

する実効性
じっこうせい

のある救済
きゅうさい

措置
そ ち

を確立
かくりつ

するためには、事
じ

実
じつ

確認
かくにん

、立入検査
たちいりけんさ

、一時
いちじ

保護
ほ ご

、回復
かいふく

支援
しえ ん

等
とう

の機能
きのう

について法的
ほうてき

な根拠
こんきょ

を持
も

つ

救済
きゅうさい

機関
きか ん

が必要
ひつよう

である。 

 

（参考
さんこう

） 

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に暮
く

らしやすい千葉県
ち ば け ん

づくり条例
じょうれい

 

（虐待
ぎゃくたい

の禁止
きんし

）  

第九条
だいきゅうじょう

 何人
なんびと

も、障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

し、虐待
ぎゃくたい

をしてはならない。  

（通報
つうほう

）  

第十条
だいじゅうじょう

 障害者
しょうがいしゃ

自立
じり つ

支援法
しえんほう

（平成
へいせい

十七年
じゅうしちねん

法律
ほうりつ

第百二十三号
だいひゃくにじゅうさんごう

）第五条
だいごじょう

第一項
だいいちこう

に規定
きてい

する障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス又
また

は同条
どうじょう

第十七項
だいじゅうしちこう

に規定
きてい

する相談
そうだん

支援
しえ ん

（以下
い か

「障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス等
とう

」という。）に従事
じゅうじ

する者
もの

（以下
い か

「障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス等
とう

従事者
じゅうじしゃ

」

という。）は、障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス等
とう

を利用
りよう

する障害
しょうがい

のある人
ひと

について、他
ほか

の障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス等
とう

従事者
じゅうじしゃ

が障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

を行
おこな

った事実
じじつ

があると認
みと
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めるときは、速
すみ

やかに、これを関係
かんけい

行政
ぎょうせい

機関
きか ん

に通報
つうほう

するよう努
つと

めなければな

らない。 

２  障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス等
とう

従事者
じゅうじしゃ

は、前項
ぜんこう

の規定
きてい

による通報
つうほう

をしたことを理由
りゆう

と

して、解雇
かいこ

その他
た

不利益
ふ り え き

な取扱
とりあつか

いを受
う

けない。  

（通報
つうほう

を受
う

けた場合
ばあい

の措置
そ ち

）  

第十一条
だいじゅういちじょう

 県
けん

が前条
ぜんじょう

第一項
だいいちこう

の規定
きてい

による通報
つうほう

を受
う

けたときは、知事
ち じ

は、障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス等
とう

の事業
じぎょう

の適正
てきせい

な運営
うんえい

を確保
かくほ

することにより、当該
とうがい

通報
つうほう

に係
かかわ

る障害
しょうがい

の

ある人
ひと

に対
たい

する虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

及
およ

び当該
とうがい

障害
しょうがい

のある人
ひと

の保護
ほ ご

を図
はか

るため、障害者
しょうがいしゃ

自立
じり つ

支援法
しえんほう

の規定
きてい

による権限
けんげん

を適
てき

切
きり

に行使
こうし

するものとする。 

 

【中西
なかにし

委員
いい ん

】 

強制
きょうせい

調査
ちょうさ

や強制
きょうせい

保護
ほ ご

の実施
じっし

、関係
かんけい

行政
ぎょうせい

機関
きか ん

との調整
ちょうせい

及
およ

び調整
ちょうせい

会議
かい ぎ

の開催
かいさい

、行政
ぎょうせい

への勧告
かんこく

を加筆
かひつ

する。 

悪意
あくい

ではないにせよ障害者
しょうがいしゃ

が明確
めいかく

に反対
はんたい

できないままに家族
かぞく

による年金
ねんきん

や

手当
て あ

て使用
しよう

が発見
はっけん

されることがある。このような搾取
さくしゅ

のケースにおいて致
いた

し方
かた

なく生活費
せいかつひ

として使
つか

っているという背景
はいけい

がある場合
ばあい

、救済
きゅうさい

機関
きか ん

は家族
かぞく

に対
たい

して

生活
せいかつ

保護
ほ ご

の受給
じゅきゅう

を促
うなが

すなど、担当
たんとう

部局
ぶきょく

への引継
ひきつ

ぎを確実
かくじつ

に行
おこな

う必要
ひつよう

がある。関係
かんけい

行政
ぎょうせい

機関
きか ん

との調整
ちょうせい

及
およ

び調整
ちょうせい

会議
かい ぎ

の開催
かいさい

によってこの手続
てつづ

きが円滑
えんかつ

に行
おこな

われるこ

とで、障害者
しょうがいしゃ

は家族
かぞく

に対
たい

して年金
ねんきん

や手当
て あ

てを気兼
き が

ねなく使用
しよう

することが可能
かのう

と
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なる。障害者
しょうがいしゃ

が正当
せいとう

な権利
けんり

を行使
こうし

しただけだという意識
いしき

できる救済
きゅうさい

のプロセス

を実施
じっし

することも救済
きゅうさい

機関
きか ん

の仕事
しごと

である。 

 

【久松
ひさまつ

委員
いい ん

】 

対象
たいしょう

とする範囲
はんい

を限定
げんてい

とするべきではない。 

 

【松井
まつい

委員
いい ん

】 

障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

条約
じょうやく

では、「家庭
かてい

の内外
ないがい

におけるあらゆる形態
けいたい

の虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

」が求
もと

められていることから、救済
きゅうさい

機関
きか ん

はそれに対応
たいおう

できるようにすること。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

既
すで

に、児童
じどう

や高齢者
こうれいしゃ

を対象
たいしょう

とした虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

が存
そん

在
ざい

していることから、通報
つうほう

な

どに関
かん

しては地域
ちいき

包括
ほうかつ

支援
しえ ん

センターなどと広
ひろ

く連携
れんけい

を深
ふか

めるネットワークを

構築
こうちく

する必要
ひつよう

があると考
かんが

える。そして、その上
うえ

で、障害
しょうがい

領域
りょういき

における救済
きゅうさい

機関
きか ん

を

生活
せいかつ

に密着
みっちゃく

した市町村
しちょうそん

と都道府県
とどう ふ け ん

に設置
せっち

すべきである。 

また、障害者
しょうがいしゃ

の虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

に関
かん

する救済
きゅうさい

機関
きか ん

は、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

禁止法
きんしほう

に関
かん

する救済
きゅうさい

機関
きか ん

とは明確
めいかく

に区別
くべつ

したものとすべきである。その他
た

、家庭
かてい

の介護者
かいごしゃ

の虐待
ぎゃくたい

に関
かん

しては、過度
か ど

の介護
かいご

ストレスや知識
ちしき

・経験
けいけん

・技術
ぎじゅつ

の不足
ふそく

から生
しょう

じることと考
かんが

え

られるため、家族
かぞく

相談
そうだん

支援
しえ ん

や研修
けんしゅう

についても十分
じゅうぶん

な対応
たいおう

が求
もと

められる。 
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○監視
か ん し

機関
き か ん

 

１．監督
かんとく

権限
けんげん

はあっても原則
げんそく

として監督
かんとく

義務
ぎ む

はないとする現行
げんこう

法規
ほう き

の解釈
かいしゃく

のも

とで、現行法
げんこうほう

の適切
てきせつ

な運用
うんよう

のみで虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

の実効性
じっこうせい

を担
たん

保
たもつ

できるかどうか 

 

【大久保
お お く ぼ

委員
いい ん

】 

監督
かんとく

義務
ぎ む

を明記
めいき

すべきと考
かんが

える。 

ただし、義務
ぎ む

を遂行
すいこう

できる体制
たいせい

整備
せい び

に配慮
はいりょ

する必要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

 

【大谷
おおたに

委員
いい ん

】 

現行法
げんこうほう

の運用
うんよう

を前提
ぜんてい

とした虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

は実効性
じっこうせい

に欠
か

けるものであり、虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

独自
どく じ

の監
らん

視
し

機関
きかん

、監督
かんとく

権限
けんげん

を規定
きてい

するとともに、監督
かんとく

義務
ぎ む

を明定
めいてい

すべき

である。 

先
さき

の国会
こっかい

で廃案
はいあん

となった与
あたえ

野党
やと う

案
あん

において、施設
しせつ

及
およ

び職場
しょくば

における虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

に関
かん

しては、既存
きそん

の社会
しゃかい

福祉
ふく し

法規
ほう き

及
およ

び労働
ろうどう

法規
ほう き

の権限
けんげん

行使
こう し

に委
ゆだ

ねるものであり、

独自
どくじ

の監
かん

視
し

機関
きかん

や監督
かんとく

権限
けんげん

を規定
きてい

していなかった。これらの既存
きそん

の法規
ほうき

の下
した

で

可能
かのう

な対応
たいおう

としては、福祉
ふくし

施設
しせ つ

等
とう

への措置
そ ち

、後見
こうけん

の市区
し く

町村
ちょうそん

申立
もうした

て、労働
ろうどう

環境
かんきょう

の

安全面
あんぜんめん

・衛生面
えいせいめん

に欠
か

ける場合
ばあい

の指導
しどう

等
とう

、賃金
ちんぎん

等
とう

に法令
ほうれい

違反
いは ん

がある場合
ばあい

の指導
しどう

等
とう

で

あり、その他
た

の虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

への対応
たいおう

は期待
きたい

できない。また、それらの対応
たいおう

をすべ

きかという判断
はんだん

においても、監督
かんとく

権限
けんげん

がさだめられる現行
げんこう

法規
ほう き

の下
した

では、例
たと

え
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ば国賠
こくばい

訴訟
そしょう

において、国
くに

又
また

は地方
ちほう

自治体
じ ち た い

から、当該
とうがい

規定
きて い

は行政
ぎょうせい

に裁量権
さいりょうけん

を与
あた

え

たものであり、義務
ぎ む

はないという主張
しゅちょう

がなされ、裁判所
さいばんしょ

の判断
はんだん

においても、行政
ぎょうせい

の広範
こうはん

な裁量権
さいりょうけん

が許容
きょよう

され権限
けんげん

不行使
ふ こ う し

は違法
いほう

ではないという判断
はんだん

がなされてい

る現状
げんじょう

にある。 

このように、監督
かんとく

権限
けんげん

を規定
きてい

したのみでは、それが監督者側
かんとくしゃがわ

に裁量
さいりょう

を与
あた

え責任
せきにん

回避
かい ひ

の手段
しゅだん

として用
もち

いられるのが現状
げんじょう

であり、適切
てきせつ

な権限
けんげん

行使
こう し

を担
たん

保
ほ

するため

には、監督
かんとく

義務
ぎ む

という形
かたち

で規定
きてい

することが必要
ひつよう

である。 

 

【大濱
おおはま

委員
いい ん

】 

■現行
げんこう

の高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

や児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

のような、事前
じぜん

の監視
かんし

が位置
い ち

づけ

られていない法
ほう

制度
せいど

では、実効性
じっこうせい

を担保
たんぽ

できないと考
かんが

える。 

 

【尾上
おのうえ

委員
いい ん

】 

 担保
たん ぽ

できないと考
かんが

える。 

 

これまでの多
おお

くの国賠
こくばい

訴訟
そしょう

の中
なか

で、国
くに

は法務
ほうむ

大臣
だいじん

の名
な

において、もしくは、 

都道府県
とどう ふ け ん

はその知事
ち じ

の名
な

において、既存
きそん

立法
りっぽう

に基
もと

づく多
おお

くの権限
けんげん

は、裁量権
さいりょうけん

に基
もと

づいて行使
こうし

されるものであって、個々
こ こ

の被害者
ひがいしゃ

の虐待
ぎゃくたい

を調査
ちょうさ

する義務
ぎ む

は法
ほう

で定
さだ

められておらず、行政
ぎょうせい

責任
せきにん

はないと主張
しゅちょう

してきた経緯
けいい

からも明
あき

らかである
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（滋賀県
し が け ん

サングループ事件
じけん

など）。 

 

【勝又
かつまた

委員
いい ん

】 

「現行法
げんこうほう

の適切
てきせつ

な運用
うんよう

」が行
おこな

われているかどうかの点検
てんけん

は行
おこな

われているのか？ 

 

【門川
かどかわ

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

の実効性
じっこうせい

を高
たか

めるためには、虐待
ぎゃくたい

を未然
みぜん

に防止
ぼうし

する措置
そ ち

と虐待
ぎゃくたい

が

深刻化
しんこくか

しないための措置
そ ち

を適
てき

切
きり

に組
く

み合
あ

わせる必要
ひつよう

がある。 

 虐待
ぎゃくたい

する可能性
かのうせい

がある者
もの

について常時
じょうじ

監督
かんとく

する義務
ぎ む

を設
もう

けることが、障害者
しょうがいしゃ

を含
ふく

む虐待
ぎゃくたい

される可能性
かのうせい

がある者
もの

についての日常
にちじょう

生活
せいかつ

を、過度
か ど

に行政的
ぎょうせいてき

な監
かん

視下
し か

に置
お

くことにもつながりかねないことに留意
りゅうい

した上
うえ

で、特
とく

に業
ぎょう

として

障害者
しょうがいしゃ

を支援
しえん

する者
もの

による虐待
ぎゃくたい

が生
しょう

じないように、虐待
ぎゃくたい

を未然
みぜん

に防止
ぼうし

するため

の措置
そ ち

としての業
ぎょう

規制
きせ い

（支援
しえん

内容
ないよう

の質
しつ

の向上
こうじょう

及
およ

び違
ちがい

反
かえ

した場合
ばあい

の罰則
ばっそく

）の強化
きょうか

と、

虐待
ぎゃくたい

が深刻化
しんこくか

しないための措置
そ ち

としての監督
かんとく

官庁
かんちょう

による早期
そうき

の監督
かんとく

権限
けんげん

の発動
はつどう

を規定
きてい

する必要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

 

【新谷
しんたに

委員
いい ん

】 

被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

の救済
きゅうさい

を被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

の人権
じんけん

回復
かいふく

と位置付
い ち づ

けると、監視
かんし

機関
きか ん

は人権
じんけん

機関
きか ん

に行
ゆ

きつくと考
かんが

えます。そこでは、救済
きゅうさい

の申
もう

し出
で

でのあった事例
じれい

は、速
すみ

やかに
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保護
ほ ご

措置
そ ち

を講
こう

じるのが義務
ぎ む

であって、権限
けんげん

行使
こう し

を留
とめ

保
ほ

する裁量
さいりょう

はあり得
え

ないと

思
おも

います。保護
ほ ご

措置
そ ち

を講
こう

じたのち、事実
じじつ

関係
かんけい

についての審理
しんり

を行
おこな

い、関係者
かんけいしゃ

が

同意
どうい

できる手続
てつづ

きをへて処分
しょぶん

がなされるべきと考
かんが

えます。 

 

【関口
せきぐち

委員
いい ん

】 

担保
たんぽ

できない。新
あら

たな法
ほう

制度
せいど

が必要
ひつよう

 

 

【竹下
たけした

委員
いい ん

】 

 虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

や救済
きゅうさい

手続
てつづき

を所管
しょかん

する委員会
いいんかい

が監
かん

視
し

及
およ

び調査
ちょうさ

権限
けんげん

を兼
か

ね備
そな

えること

が必要
ひつよう

である。また、そうした委員会
いいんかい

に是正
ぜせい

権限
けんげん

を与
あた

えることによって、監督
かんとく

機能
きの う

をも付与
ふ よ

することが必要
ひつよう

となる。 

 

【土本
つちもと

委員
いい ん

】 

「児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

」には 

１．子
こ

どもを救
すく

うためなら、かぎをこわしてでも家
いえ

の中
なか

に立
た

ち入
い

り、調
しら

べなさ

い。 

２．親
おや

などがじゃまするなら、裁判所
さいばんしょ

に命
いのち

令書
れいしょ

をだしてもらって強制的
きょうせいてき

に救
きゅう

け出
だ

しなさい。 

３．じゃまするものは逮捕
たいほ

して、罰
ばち

を与
あた

えなさい。 

とあります。 

以前
いぜん

出
だ

された各党
かくとう

の案
あん

も、「児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

」のように強制的
きょうせいてき

に調
しら

べて助
たす

け出
だ

す
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権限
けんげん

がありません。これでは仲間
なかま

たちは救
すく

えません。 

 

※2009.10.26ＰＦＪ「厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

」への質問書
しつもんしょ

より（別紙
べっし

を見
み

てください） 

 

大橋
おおはし

事件
じけ ん

民事
みん じ

訴訟
そしょう

で、国
くに

（労働局
ろうどうきょく

）の代理人
だいりにん

は、以下
い か

のように述
の

べています。 

①知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

だからといって特別
とくべつ

の配慮
はいりょ

を行
おこな

う法的
ほうてき

義務
ぎ む

はない 

 『労働
ろうどう

基準
きじゅん

関係
かんけい

法規
ほう き

において、事業場
じぎょうじょう

への監督
かんとく

等
とう

について、知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

を特別
とくべつ

に取
と

り扱
あつか

う旨
むね

の規定
きてい

はなく、原告
げんこく

らの主張
しゅちょう

に法的
ほうてき

根拠
こんきょ

がないことを付言
ふげん

する』 

②人権
じんけん

侵害
しんがい

全般
ぜんぱん

は労働
ろうどう

基準
きじゅん

監督
かんとく

署
しょ

の義務
ぎ む

ではない 

 『そもそも、労働
ろうどう

基準
きじゅん

監督
かんとく

署
しょ

は、憲法
けんぽう

２７条
じょう

に基
もと

づく労基法
ろうきほう

を施行
しこう

する同法
どうほう

９

７条
じょう

に定
さだ

める機関
きかん

であり、同法
どうほう

９９条
じょう

の権限
けんげん

を行使
こうし

するものであって、人権
じんけん

侵害
しんがい

全般
ぜんぱん

に対
たい

する是正
ぜせい

等
とう

については、そもそもその権限
けんげん

を有
ゆう

するのもではない』 

 

人権
じんけん

しんがいを見
み

て見
み

ぬふりをしています。 

労働
ろうどう

基準
きじゅん

監督
かんとく

署
しょ

がやらないのであれば、だれがやるのですか。 

いまの法律
ほうりつ

では、だれも仲間
なかま

たちを守
まも

ってくれません。 

「しょうがい」のある仲間
なかま

たちに対
たい

する「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」が必要
ひつよう

です。 

 

【中西
なかにし

委員
いい ん

】 

 現実
げんじつ

には訴
うった

えや事件
じけん

が起
お

こってからの対症
たいしょう

療法的
りょうほうてき

な措置
そ ち

しか行
おこな

えず、実効性
じっこうせい
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は担
たん

保
ぽ

できない。 

事実
じじつ

を知
し

りつつ知
し

らないふりをするのと、同様
どうよう

な事態
じたい

が行政
ぎょうせい

で起
お

こっている

ことになる。知
し

らなかったと言
い

い通
とお

せば責任
せきにん

はなかったことになる。 

 

【長瀬
ながせ

委員
いい ん

】 

例
たと

えば、労働
ろうどう

関係
かんけい

法規
ほう き

に関
かん

して、労働基
ろうどうもと

準
じゅん

監督
かんとく

機関
きか ん

は個々
こ こ

の被害者
ひがいしゃ

の虐待
ぎゃくたい

に関
かん

する行政
ぎょうせい

責任
せきにん

はないという立場
たちば

を維
い

持
じ

している。したがって、格段
かくだん

と積極的
せっきょくてき

な

行政
ぎょうせい

責任
せきにん

を課
か

す立法
りっぽう

が必要
ひつよう

である。 

 

【久松
ひさまつ

委員
いい ん

】 

学校
がっこう

、保育所
ほいくじょ

、医療
いりょう

機関
きか ん

、福祉
ふくし

施設
しせ つ

等
とう

において、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

のための措置
そ ち

を実施
じっし

することをそれぞれの長
ちょう

、管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

に義務付
ぎ む づ

け、定期的
ていきてき

に状況
じょうきょう

を報告
ほうこく

す

ることが必要
ひつよう

である。 

 

【松井
まつい

委員
いい ん

】 

既存
きそん

の法律
ほうりつ

では十分
じゅうぶん

対応
たいおう

できていないからこそ、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

の制定
せいてい

が

長年
ながねん

求
もと

められてきたわけである。したがって、現行法
げんこうほう

の適切
てきせつ

な運用
うんよう

のみでは、

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

の実効性
じっこうせい

を担
たん

保
ぽ

できるとは思
おも

われない。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 
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監督
かんとく

義務
ぎ む

がなければ、権限者
けんげんしゃ

の自由
じゆう

裁量
さいりょう

となり、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

の実効性
じっこうせい

は担
たん

保
たもつ

で

きないと考
かんが

えられる。 

 

 

２．家庭
かてい

における虐待
ぎゃくたい

以外
いが い

の場合
ばあい

の独自
どくじ

の独立
どくりつ

した監視
かんし

機関
きか ん

の設定
せってい

の必要性
ひつようせい

に

ついてどう考
かんが

えるか 

 

【大久保
お お く ぼ

委員
いい ん

】 

監視
かんし

機関
きか ん

の役割
やくわり

・機能
きのう

を含
ふく

め、関連
かんれん

する法令
ほうれい

等
とう

との整合性
せいごうせい

など十分
じゅうぶん

な検討
けんとう

が

必要
ひつよう

と考
かんが

える。 

 

【大谷
おおたに

委員
いい ん

】 

独自
どくじ

の監
らん

視
し

機関
きかん

の設置
せっち

が不可欠
ふ か け つ

である。 

児童
じどう

や高齢者
こうれいしゃ

の家
か

庭内
ていない

の虐待
ぎゃくたい

の場合
ばあい

、これらの者
もの

は家庭外
かていがい

の社会
しゃかい

資源
しげ ん

とつな

がる場面
ばめん

が少
すく

なくなく、そのような社会的
しゃかいてき

接触
せっしょく

を通
つう

じて虐待
ぎゃくたい

が発見
はっけん

され、通報
つうほう

に

繋
つな

がることが相当
そうとう

程度
てい ど

期待
きた い

できる。 

これに対
たい

し、障
しょう

がいのある人
ひと

が施設内
しせつない

において分離
ぶんり

されている場合
ばあい

や、住
す

み

込
こ

みの職場
しょくば

において社会
しゃかい

生活
せいかつ

から隔離
かくり

されている場合
ばあい

、その他
た

、精神
せいしん

病院
びょういん

や

刑務所
けいむしょ

等
とう

拘禁
こうきん

施設
しせ つ

にいる場合
ばあい

において、社会
しゃかい

生活
せいかつ

は当該
とうがい

場面
ばめ ん

で自己
じ こ

完結
かんけつ

してい

るため、社会
しゃかい

生活
せいかつ

を送
おく

る中
なか

で虐待
ぎゃくたい

の被害
ひがい

が発覚
はっかく

することは極
きわ

めて困難
こんなん

である。 
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したがって、これらの場面
ばめん

における虐待
ぎゃくたい

を一般
いっぱん

予防
よぼ う

の見地
けんち

から監視
かんし

するとと

もに、虐待
ぎゃくたい

の継続
けいぞく

、深刻化
しんこくか

を防
ふせ

ぐための監視
かんし

機関
きか ん

が必要
ひつよう

である。 

この点
てん

権利
けんり

条約
じょうやく

１６条
じょう

３項
こう

は、「独立
どくりつ

した当局
とうきょく

により効果的
こうかてき

に監
らん

視
し

〔モニタリ

ング〕されることを確保
かくほ

する。」と規定
きてい

している。サービス提供者
ていきょうしゃ

やサービス

提供者
ていきょうしゃ

と許認可
きょにんか

・補助
ほじょ

金
きん

支給
しきゅう

等
とう

を通
つう

じて関係
かんけい

のある行政
ぎょうせい

の設置
せっち

する監視
かんし

機関
きか ん

で

は実効性
じっこうせい

を欠
か

くことは明
あき

らかであり、これらの関係者
かんけいしゃ

とは独立
どくりつ

した、かつ過半
かはん

を

障
しょう

がいのある当事者
とうじしゃ

で組織
そしき

した独立
どくりつ

の監
らん

視
し

機関
きかん

が必要
ひつよう

である。 

 

【大濱
おおはま

委員
いい ん

】 

■権利
けんり

条約
じょうやく

第
だい

16条
じょう

第
だい

3項
こう

の監
らん

視
し

規定
きてい

から、外部
がいぶ

機関
きか ん

による事前
じぜん

の定期的
ていきてき

な監視
かんし

は

不可欠
ふ か け つ

であると考
かんが

える。 

 

■たとえば障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふく し

施設
しせ つ

は日常的
にちじょうてき

に市町村
しちょうそん

や都道府県
とどう ふ け ん

と密接
みっせつ

な関係
かんけい

にあるこ

とから、市町村
しちょうそん

（または都道府県
とどう ふ け ん

）に対
たい

する監視
かんし

機関
きか ん

の独立性
どくりつせい

を確保
かくほ

する必要
ひつよう

が

あると考
かんが

える。 

 

■障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス事業
じぎょう

等
とう

のなかでも訪問
ほうもん

系
けい

サービスは虐待
ぎゃくたい

の現場
げんば

が障害者
しょうがいしゃ

の

個人宅
こじんたく

になると考
かんが

えられることから、これに対
たい

してどのような監視
かんし

を行
おこな

えば

有効
ゆうこう

なのか、議論
ぎろん

が必要
ひつよう

だと考
かんが

える。 
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【尾上
おのうえ

委員
いい ん

】 

 設置
せっ ち

は必要
ひつよう

であると考
かんが

える。 

 

既存
きそん

の監督
かんとく

機関
きか ん

は、自治体
じ ち た い

等
とう

となるのであるが、障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

や通学
つうがく

等
とう

にお

いてその部門
ぶもん

部門
ぶも ん

において、当
とう

該
がい

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

と密接
みっせつ

な関係
かんけい

が有
あ

る場合
ばあい

がある。 

 

【勝又
かつまた

委員
いい ん

】 

監視
かんし

機関
きか ん

が複数
ふくすう

設置
せっ ち

された場合
ばあい

のメリットとデメリットの整理
せいり

が必要
ひつよう

。その

場合
ばあい

、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

への効果
こうか

、行
ぎょう

財政的
ざいせいてき

負担
ふた ん

、を含
ふく

めた検討
けんとう

が必要
ひつよう

。 

 

【門川
かどかわ

委員
いい ん

】 

独立
どくりつ

した監視
かんし

機関
きか ん

を設定
せってい

することは、屋上屋
おくじょうおく

を架
か

することになる可能性
かのうせい

をは

らむとともに、監督
かんとく

権限
けんげん

のある監督
かんとく

官庁
かんちょう

の責任
せきにん

を曖昧
あいまい

にする可能性
かのうせい

があり、適切
てきせつ

ではないと考
かんが

える。仮
かり

に監
かん

視
し

機関
きかん

を設定
せってい

するとした場合
ばあい

にも、救済
きゅうさい

機関
きか ん

や相談
そうだん

支援
しえ ん

機関
きか ん

の機能
きのう

の一部
いちぶ

とすべきであると考
かんが

える。 

 

【川
かわ

﨑
さき

委員
いい ん

】 

 虐待
ぎゃくたい

に関
かん

する、予防
よぼう

、監視
かんし

、監督
かんとく

、回復
かいふく

など一貫
いっかん

した機能
きのう

を持
も

つ体制
たいせい

の監
らん

視
し

機関
きかん

は必要
ひつよう

である。 
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【佐藤
さとう

委員
いい ん

】 

事
こと

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

する立入
たちいり

は労基法上
ろうきほうじょう

のものでは不十分
ふじゅうぶん

であるので、施設
しせつ

や自宅
じたく

等
とう

と

同
おな

じように、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法上
ぼうしほうじょう

に定
さだ

めをおくこと。 

 

【新谷
しんたに

委員
いい ん

】 

 虐待
ぎゃくたい

に特化
とっか

した監視
かんし

機関
きか ん

が実効性
じっこうせい

をもつのか、他
ほか

の人権
じんけん

侵害
しんがい

を処理
しょり

する人権
じんけん

機関
きか ん

に一体化
いったいか

するのが良
よ

いか議論
ぎろん

が必要
ひつよう

と考
かんが

えます。 

 

【関口
せきぐち

委員
いい ん

】 

必要
ひつよう

。 

 

【竹下
たけした

委員
いい ん

】 

 監視
かん し

機関
きか ん

は前述
ぜんじゅつ

したとおり、救済
きゅうさい

機関
きか ん

と同一
どういつ

機関
きか ん

に所管
しょかん

させることが望
のぞ

まし

い。そのうえで、分野別
ぶんやべつ

ごとの公益性
こうえきせい

のある機関
きかん

による重畳的
ちょうじょうてき

な救済
きゅうさい

活動
かつどう

を可能
かのう

にすることが必要
ひつよう

である。 

 

【土本
つちもと

委員
いい ん

】 

必要
ひつよう

です 

 

福岡県
ふくおかけん

「カリタスの家事
か じ

件
けん

」のときに、福岡
ふくおか

県庁
けんちょう

の担当者
たんとうしゃ

は「はっきりした虐待
ぎゃくたい
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の定義
ていぎ

がない」「不適切
ふてきせつ

な行為
こうい

であった」といい、無責任
むせきにん

なことばかりいって

いました。 

 

都道府県
とどう ふ け ん

が「指導
しどう

・監査
かんさ

」といって調
しら

べに行
い

きますが、目
め

のまえで「虐待
ぎゃくたい

」が

おこなわれていても、それを「虐待
ぎゃくたい

だ」と自信
じしん

をもっていえません。力
ちから

ずくで

被害者
ひがいしゃ

をその場
ば

で救済
きゅうさい

することなど、１００パーセントできません。 

 

【堂本
どうもと

委員
いい ん

】 

 （１及
およ

び２について） 

  障害者
しょうがいしゃ

自立
じり つ

支援法
しえんほう

等
とう

に基
もと

づき、行政
ぎょうせい

は制度
せいど

を適
てき

切
きり

に運用
うんよう

する責務
せきむ

を負
お

って

おり（障害者
しょうがいしゃ

自立
じり つ

支援法
しえんほう

第
だい

２条
じょう

等
とう

）、虐待
ぎゃくたい

の通報
つうほう

があった場合
ばあい

には、臨時
りんじ

の  

立入検査
たちいりけんさ

を行
おこな

うなど、被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

の安全
あんぜん

確保
かく ほ

を図
はか

るとともに、定期的
ていきてき

な監査
かんさ

等
とう

を

実施
じっし

し、適正
てきせい

な運営
うんえい

を確保
かくほ

することにより、虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

に努
つと

めているところ

である。 

  これらと機能
きのう

が重複
じゅうふく

する新
あら

たな機関
きかん

を設置
せっち

するならば、その必要性
ひつようせい

につい

て十分
じゅうぶん

検証
けんしょう

する必要
ひつよう

がある。 

  なお、千葉県
ち ば け ん

の障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に暮
く

らしやすい千葉県
ち ば け ん

づくり

条例
じょうれい

では、県
けん

が虐待
ぎゃくたい

に関
かん

する通報
つうほう

を受
う

けた場合
ばあい

の障害者
しょうがいしゃ

自立
じり つ

支援法
しえんほう

に規定
きてい

す

る権限
けんげん

を適
てき

切
せつ

に行使
こうし

すること義務付
ぎ む づ

けており、こうした規定
きてい

を虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

に

入念的
にゅうねんてき

に設
もう

けることも検討
けんとう

すべきではないか。 
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【中西
なかにし

委員
いい ん

】 

 虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

を実効性
じっこうせい

のあるものとするには、施設
しせつ

や病院
びょういん

に関
かん

する独立
どくりつ

したオン

ブズパーソンの仕組
し く

みを設
もう

ける。「オンブズパーソン」システムでは、患者
かんじゃ

や入
にゅう

居者
きょしゃ

、およびその家族
かぞく

からの苦情
くじょう

を受
う

けての調査
ちょうさ

を法的
ほうてき

に義務
ぎ む

づける。さらに、

施設
しせつ

、病院
びょういん

は閉
へい

鎖
さ

された環境
かんきょう

にあり、虐待
ぎゃくたい

が日常的
にちじょうてき

に行
おこな

われている状況
じょうきょう

も想定
そうてい

で

きることから、事前
じぜん

調査
ちょうさ

なしでの調査
ちょうさ

の実施
じっし

に関
かん

する権限
けんげん

の付与
ふ よ

も必要
ひつよう

である。 

 

【長瀬
ながせ

委員
いい ん

】 

障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

条約
じょうやく

がその第
だい

16条
じょう

（搾取
さくしゅ

、暴力
ぼうりょく

及
およ

び虐待
ぎゃくたい

からの自由
じゆう

）第
だい

3項
こう

にお

いて障害者向
しょうがいしゃむ

けの「すべての施設
しせつ

及
およ

び計画
けいかく

が、独立
どくりつ

した当局
とうきょく

により効果的
こうかてき

に監視
かんし

されることを確保
かくほ

する」ことを求
もと

めていることに基
もと

づいて、「独立
どくりつ

した」監視
かんし

機関
きか ん

が不可欠
ふ か け つ

である。ここでの「独立
どくりつ

」とは、公的
こうてき

サービスを提供
ていきょう

している機関
きかん

か

らの独立
どくりつ

を意味
い み

すると理解
りかい

される。 

 

【久松
ひさまつ

委員
いい ん

】 

必要
ひつよう

である。 

 

【松井
まつい

委員
いい ん

】 

 虐待
ぎゃくたい

の発生
はっせい

予防
よぼ う

を目的
もくてき

とする監視
かんし

権限
けんげん

をもつ機関
きかん

の設立
せつりつ

が必要
ひつよう

と思
おも

われるが、
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障害者
しょうがいしゃ

だけを対象
たいしょう

とした独自
どくじ

の独立
どくりつ

の監
かん

視
し

機関
きかん

の設定
せってい

は運営上
うんえいじょう

の困難
こんなん

が予想
よそう

さ

れるため、高齢者
こうれいしゃ

、女性
じょせい

、こども、外国人
がいこくじん

などの社会的
しゃかいてき

マイノリティ
ま い の り て ぃ

などと共通
きょうつう

の監
かん

視
し

機関
きかん

の設定
せってい

が現実的
げんじつてき

であろう。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

虐待
ぎゃくたい

の発生
はっせい

に関
かん

しては、表面化
ひょうめんか

することが難
むずか

しいことから深刻化
しんこくか

したものと

なることが多
おお

い。また、予想
よそう

される分野
ぶんや

は多岐
た き

にわたるので、監督
かんとく

義務
ぎ む

を有
ゆう

し、

実効性
じっこうせい

を持
も

つ独自
どくじ

の独立
どくりつ

した監視
かんし

機関
きか ん

が必要
ひつよう

であり、その法定化
ほうていか

についての

検討
けんとう

も必要
ひつよう

と考
かんが

える。 
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○相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

 

１．生活
せいかつ

支援
しえ ん

まで含
ふく

めた相談
そうだん

支援
しえ ん

のあり方
かた

についてどう考
かんが

えるか 

 

【大久保
お お く ぼ

委員
いい ん

】 

法
ほう

に明文化
めいぶんか

して含
ふく

めるべきであると考
かんが

える。 

知的
ちてき

障害
しょうがい

の場合
ばあい

は、複合的
ふくごうてき

かつ困難
こんなん

な問題
もんだい

（家族
かぞく

の状況
じょうきょう

や経済的
けいざいてき

状況
じょうきょう

など）

も多
おお

く、そうした場合
ばあい

には、被害者
ひがいしゃ

の生活
せいかつ

を根本
こんぽん

から立
た

て直
なお

す支援
しえん

が不可欠
ふ か け つ

と

なる。現状
げんじょう

の相談
そうだん

支援
しえ ん

は十分
じゅうぶん

にその機能
きのう

を果
は

たしておらず、同法
どうほう

および福祉
ふくし

サ

ービスに関
かん

する法
ほう

において、相談
そうだん

支援
しえ ん

機関
きか ん

の業務
ぎょうむ

として虐待
ぎゃくたい

被害者
ひがいしゃ

の生活
せいかつ

支援
しえ ん

を明示
めいじ

すべきと考
かんが

える。 

従
したが

って、相談
そうだん

支援
しえ ん

の機能
きのう

の一
ひと

つとして、権利
けんり

擁護
よう ご

を位置付
い ち づ

けるべきで、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せい ど

への橋渡
はしわた

しなどが考
かんが

えられる。 

 

【大谷
おおたに

委員
いい ん

】 

必要
ひつよう

であると考
かんが

える。 

権利
けんり

条約
じょうやく

１６条
じょう

２項
こう

では、「締結
ていけつ

国
こく

は、保護
ほ ご

サービスが年齢
ねんれい

、ジェンダー及
およ

び

障
さわ

がいを考慮
こうりょ

したものであることを確保
かくほ

する。」と規定
きてい

されている。 

そしてこの「保護
ほ ご

サービス」とは、虐待
ぎゃくたい

の早期
そうき

発見
はっけん

及
およ

び介入
かいにゅう

を前提
ぜんてい

として、通報
つうほう

の受領
じゅりょう

、調査
ちょうさ

、緊急
きんきゅう

一時
いち じ

保護
ほ ご

、関係者
かんけいしゃ

との関係
かんけい

調整
ちょうせい

、さらなる虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

に向
む

け
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た適切
てきせつ

なサービスや社会
しゃかい

資源
しげ ん

への連絡
れんらく

調整
ちょうせい

などを含
ふく

むものであると考
かんが

えるべき

である。 

虐待
ぎゃくたい

事例
じれ い

の中
なか

には、障
しょう

がいのある子
こ

どもの監護
かんご

・養育
よういく

に疲
つか

れ、無理
む り

心中
しんちゅう

を図
はか

る親
おや

、他
ほか

の支援
しえん

の協力
きょうりょく

が得
え

られず孤立
こりつ

した養護者
ようごしゃ

、 障
しょう

がい特性
とくせい

を理解
りかい

できず

誤解
ごかい

の中
なか

でいらだちを覚
おぼ

える養護者
ようごしゃ

、経済
けいざい

破綻
はた ん

の中
なか

で精神的
せいしんてき

余裕
よゆ う

を失
うしな

った

養護者
ようごしゃ

、自身
じしん

も障
しょう

がいをもつ養護者
ようごしゃ

など、虐待者側
ぎゃくたいしゃがわ

あるいは家族
かぞく

全体
ぜんたい

が抱
かか

える

事情
じじょう

が虐待
ぎゃくたい

という行為
こうい

に結
むす

びついている事例
じれい

も多
おお

い。 

虐待
ぎゃくたい

被害
ひが い

の発生
はっせい

、継続
けいぞく

及
およ

び拡大
かくだい

を回避
かいひ

するためには、これら生活
せいかつ

支援
しえ ん

を相談
そうだん

支援
しえ ん

体制
たいせい

に含
ふく

めることは当然
とうぜん

の要請
ようせい

である。また、生活
せいかつ

支援
しえ ん

を通
つう

じて関係者
かんけいしゃ

及
およ

び

関係
かんけい

機関
きか ん

のネットワークを構築
こうちく

することで、虐待
ぎゃくたい

の早期
そうき

発見
はっけん

、通報
つうほう

に寄与
き よ

する

ことも期待
きたい

できる。 

 

【大濱
おおはま

委員
いい ん

】 

■団体
だんたい

の長
ちょう

と意思
い し

決定
けってい

機関
きか ん

の過半数
かはんすう

を障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

が占
し

める団体
だんたい

によって支援
しえん

を

行
おこな

うのが良
よ

いと考
かんが

える。 

 

■支援
しえん

団体
だんたい

は、市町村
しちょうそん

ごとに設置
せっち

、もしくは複数
ふくすう

の市町村
しちょうそん

による共同
きょうどう

設置
せっ ち

とす

るのが良
よ

いと考
かんが

える。 

 

【尾上
おのうえ

委員
いい ん

】 
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障害者
しょうがいしゃ

が自
みずか

ら声
こえ

を出
だ

せるようにするために、障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

によるサポート（ピ

アカウンセリングやピアサポート）を虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

制度
せい ど

の中
なか

で積極的
せっきょくてき

に位置
い ち

づけ

るべきである。 

 また、今後
こんご

、検討
けんとう

される障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

でも障害者
しょうがいしゃ

のエンパワメントを

中心的
ちゅうしんてき

に行
おこな

う事業
じぎょう

「障害者
しょうがいしゃ

地域
ちい き

エンパワメント事業
じぎょう

（仮称
かしょう

）」を創設
そうせつ

し、その中
なか

で病院
びょういん

や施設
しせつ

の入
いり

居者
きょしゃ

に対
たい

する相談
そうだん

支援
しえ ん

を行
おこな

い、地域
ちいき

自立
じり つ

生活
せいかつ

移行
いこ う

支援
しえ ん

ととも

に虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

・発見
はっけん

にもつなげていくべきである。 

 

【勝又
かつまた

委員
いい ん

】 

障
しょう

がい者
しゃ

の相談
そうだん

支援
しえ ん

に限定
げんてい

されず、行政
ぎょうせい

サービス
さ ー び す

の改善
かいぜん

の議論
ぎろん

のなかで、

ワンストップサービス
わ ん す と っ ぷ さ ー び す

などの制度
せいど

導入
どうにゅう

をすすめる。その場合
ばあい

障
しょう

がい者
しゃ

が利用
りよう

を

視野
し や

にいれたサービス体系
たいけい

をつくる。 

 

【門川
かどかわ

委員
いい ん

】 

生活
せいかつ

支援
しえ ん

まで含
ふく

めた相談
そうだん

支援
しえ ん

は極
きわ

めて重要
じゅうよう

であるが、一人
ひとり

ひとりの生
い

き方
かた

を

尊重
そんちょう

するという観点
かんてん

から、公的
こうてき

な権力
けんりょく

による介入
かいにゅう

は最小限
さいしょうげん

とすべきであり、相談
そうだん

支援
しえ ん

機関
きか ん

は障害者
しょうがいしゃ

や障害者
しょうがいしゃ

を支援
しえん

する者
もの

の、虐待
ぎゃくたい

に関
かん

する相談
そうだん

に親身
しんみ

に応
おう

じる

必要
ひつよう

はあるが、それは現行
げんこう

の生活
せいかつ

保護
ほ ご

におけるような、過度
か ど

に一人
ひとり

ひとりの生活
せいかつ

に介入
かいにゅう

するものではなく、基本的
きほんてき

には聞
き

き役
やく

に徹
てっ

することで、事態
じたい

の発生
はっせい

や悪化
あっか
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を防
ふせ

ぐことを主目的
しゅもくてき

とすることが望
のぞ

ましい。 

 そうした意味
い み

で、具体的
ぐたいてき

な相談
そうだん

支援
しえ ん

の実施
じっし

そのものは、生活
せいかつ

支援
しえ ん

とセットで

ある必要
ひつよう

はなく、例
たと

えば「いのちの電話
でんわ

」のような、「親身
しんみ

になって相談
そうだん

に応
おう

じ

る」という機能
きのう

を大事
だいじ

にするべきであると考
かんが

える。 

 

【川
かわ

﨑
さき

委員
いい ん

】 

 虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

、再発
さいはつ

防止
ぼう し

を考
かんが

える際
さい

にも、家族
かぞく

などの環境
かんきょう

すべてを視野
し や

に入
い

れ

た、継続的
けいぞくてき

な相談
そうだん

支援
しえ ん

を行
おこな

うことが必要
ひつよう

。 

 

【佐藤
さとう

委員
いい ん

】 

養護者
ようごしゃ

等
とう

の加害者
かがいしゃ

への再発
さいはつ

防止
ぼう し

に向
む

けた、支援
しえん

を明確化
めいかくか

し、その具体的
ぐたいてき

支援
しえ ん

内容
ないよう

を明記
めいき

すること。 

 

【新谷
しんたに

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

、早期
そうき

発見
はっけん

、救済
きゅうさい

は緊急性
きんきゅうせい

が非常
ひじょう

に高
たか

いと考
かんが

えます。保護
ほ ご

措置
そ ち

を講
こう

じた後
あと

の回復
かいふく

措置
そ ち

や生活
せいかつ

復帰
ふっ き

に必要
ひつよう

な相談
そうだん

支援
しえ ん

は、一般的
いっぱんてき

な相談
そうだん

支援
しえ ん

の枠組
わくぐ

み

に特別
とくべつ

なカウンセリングを加味
か み

する形
かたち

の工夫
くふう

が必要
ひつよう

と考
かんが

えます。 

 

【関口
せきぐち

委員
いい ん

】 

権利
けんり

擁護官
ようごかん

とは別
べつ

にアドボケイト（支援者
しえんしゃ

）を位置
い ち

づけてあくまでも本人
ほんにん

の
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利益
りえ き

に沿
そ

った相談
そうだん

にのる体制
たいせい

を作
つく

るべき。現行
げんこう

の 障
しょう

害
がい

者
しゃ

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

法
ほう

下
か

の相談
そうだん

支援
しえ ん

事業
じぎょう

所内
しょない

にアドボケイトを組
く

み込
こ

むのが現実的
げんじつてき

と思
おも

われる。 

 

アドボケイトは、事業所
じぎょうしょ

の中
なか

で独立
どくりつ

して当事者
とうじしゃ

の人権
じんけん

主張
しゅちょう

を支援
しえん

するために

働
はたら

き、必要
ひつよう

に応
おう

じて調査
ちょうさ

を行
おこな

う権限
けんげん

を持
も

つ。 

 

障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

がアドボケイトについての苦情
くじょう

を受
う

け付
つ

けて所要
しょよう

の勧告
かんこく

を出
だ

すことが出来
で き

る。 

 

【竹下
たけした

委員
いい ん

】 

 救済
きゅうさい

手続
てつづき

を担当
たんとう

する機関
きかん

に障害者
しょうがいしゃ

自身
じし ん

からの相談
そうだん

や障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
しえん

が

可能
かのう

となる権能
けんのう

を与
あた

え、さらには事業所
じぎょうしょ

や虐待
ぎゃくたい

の主体
しゅたい

（加害者
かがいしゃ

）となりうる立場
たちば

からの相談
そうだん

をも受
う

け付
つ

けることが必要
ひつよう

である。 

 

【土本
つちもと

委員
いい ん

】 

※2009.4.14ＰＦＪ「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

に対
たい

する意見
いけん

」より 

 

虐待
ぎゃくたい

を受
う

けた人
ひと

の保護
ほ ご

と安心
あんしん

できる地域
ちい き

生活
せいかつ

への復帰
ふっ き

 

 被害者
ひがいしゃ

の迅速
じんそく

な保護
ほ ご

が必要
ひつよう

です。しかしショートステイなどの一時
いちじ

避難
ひな ん

が

地域
ちいき

の暮
く

らしへの復帰
ふっき

につながらず、施設
しせつ

入所
にゅうしょ

で終
お

わるケースもあります。
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避難
ひな ん

場所
ばし ょ

の確保
かくほ

はもちろん、安心
あんしん

できる地域
ちいき

生活
せいかつ

への復帰
ふっき

ができるまで救済
きゅうさい

機関
きか ん

が責任
せきにん

を持
も

って支援
しえん

することを明記
めいき

すべきです。 

 

【堂本
どうもと

委員
いい ん

】 

千葉県
ち ば け ん

では、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に暮
く

らしやすい千葉県
ち ば け ん

づくり条例
じょうれい

に

基
もと

づく相談
そうだん

事例
じれ い

を積
つ

み重
かさ

ねていくうちに、差別
さべつ

や虐待
ぎゃくたい

の事案
じあん

には、家庭
かてい

や生活
せいかつ

環境
かんきょう

を背景
はいけい

とすることも多
おお

く、単
たん

に事案
じあん

の対象
たいしょう

となる差別
さべつ

や虐待
ぎゃくたい

に対応
たいおう

するだ

けでなく、生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

に踏
ふ

み込
こ

んだ支援
しえん

が必要
ひつよう

な場合
ばあい

が多
おお

いことが明
あき

らかになっ

てきている。 

このため、虐待
ぎゃくたい

の未
み

然
ぜん

防止
ぼう し

、事後
じ ご

救済
きゅうさい

及
およ

び再発
さいはつ

防止
ぼう し

の観点
かんてん

から、生活
せいかつ

支援
しえ ん

と

一体
いったい

となった相談
そうだん

支援
しえ ん

は極
きわ

めて有効
ゆうこう

であり、その必要性
ひつようせい

も高
たか

いと考
かんが

える。 

相談
そうだん

支援
しえ ん

機関
きか ん

のケアマネジメント機能
きのう

を明確化
めいかくか

するとともに関係
かんけい

機関
きか ん

の ネ

ットワークを図
はか

り、実効性
じっこうせい

のある体制
たいせい

を構築
こうちく

すべきと考
かんが

える。 

 

【中西
なかにし

委員
いい ん

】 

 障害当事者
しょうがいとうじしゃ

によるサポート（ピアカウンセリングやピアサポート）を障害者
しょうがいしゃ

が

自
みずか

ら声
こえ

を出
だ

せるようにするために重要
じゅうよう

な役割
やくわり

を担
にな

うものとして積極的
せっきょくてき

に位置
い ち

づ

ける。 

相談
そうだん

支援
しえ ん

機関
きか ん

が地域
ちいき

のサービス提供
ていきょう

機関
きか ん

、事業所
じぎょうしょ

とのネットワークで生活
せいかつ

支援
しえ ん

を行
おこな

っていくことが必要
ひつよう

である。特
とく

に当事者
とうじしゃ

が運営
うんえい

する相談
そうだん

支援
しえ ん

とサービ
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スを提供
ていきょう

しての生活
せいかつ

支援
しえ ん

の両方
りょうほう

の機能
きのう

を有
ゆう

する自立
じりつ

生活
せいかつ

センターは重要
じゅうよう

であり、

それを中核
ちゅうかく

としたネットワークは全国
ぜんこく

で構築
こうちく

されねばならない。 

 

【久松
ひさまつ

委員
いい ん

】 

障害
しょうがい

種別
しゅべつ

に対応
たいおう

した総合的
そうごうてき

な体制
たいせい

、機関
きかん

を検討
けんとう

する必要
ひつよう

がある。 

 

【松井
まつい

委員
いい ん

】 

非虐待
ひぎゃくたい

障害者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

にあたっては、虐待
ぎゃくたい

を受
う

けている場
ば

から分離
ぶんり

し、一時
いちじ

保護
ほ ご

、

回復
かいふく

や社会的
しゃかいてき

再統合
さいとうごう

の支援
しえん

などを行
おこな

うことが必要
ひつよう

なケースが少
すく

なくないことか

ら、生活
せいかつ

支援
しえ ん

が、相談
そうだん

支援
しえ ん

の一部
いちぶ

として組
く

み込
こ

まれるべきである。 

 こうした生活
せいかつ

支援
しえ ん

までを含
ふく

めた相談
そうだん

支援
しえ ん

が必要
ひつよう

なことは、こども、女性
じょせい

およ

び高齢者
こうれいしゃ

などの場合
ばあい

も同様
どうよう

である。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

家族
かぞく

などの介護者
かいごしゃ

による虐待
ぎゃくたい

は、介護
かいご

ストレスや知識
ちしき

技術
ぎじゅつ

が乏
とぼ

しいことによ

って生
しょう

ずることが想定
そうてい

される。そこで、被
ひ

虐待者
ぎゃくたいしゃ

への相談
そうだん

、指導
しどう

、助言
じょげん

その他
た

必要
ひつよう

な援助
えんじょ

を行
おこな

うのみならず、家族
かぞく

介護者
かいごしゃ

に対
たい

しても相談
そうだん

、指導
しどう

、助言
じょげん

その他
た

の必要
ひつよう

な援助
えんじょ

を行
おこな

う必要
ひつよう

がある。また、他
ほか

の関係
かんけい

機関
きか ん

につないで支援
しえん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るこ

とが重要
じゅうよう

であると同時
どうじ

に、虐待
ぎゃくたい

に対
たい

する防止
ぼうし

、早期
そうき

発見
はっけん

、調査
ちょうさ

、救済
きゅうさい

、人権
じんけん

回復
かいふく



- 89 - 

等
とう

の一連
いちれん

の行為
こうい

の前提
ぜんてい

が、相談
そうだん

支援
しえ ん

機関
きか ん

の的確
てきかく

・適正
てきせい

な対処
たいしょ

によるところが大
おお

き

いことからも、その相談
そうだん

支援
しえ ん

機関
きか ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ることは重要
じゅうよう

である。 
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○その他
た

 

 

【大久保
お お く ぼ

委員
いい ん

】 

今
こん

国会
こっかい

で提
てい

出
しゅつ

されている虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

法案
ほうあん

は、既述
きじゅつ

したような様々
さまざま

な課題
かだい

が残
のこ

さ

れているが、一定
いってい

の議論
ぎろん

や調整
ちょうせい

を経
た

て成案
せいあん

を得
え

た経緯
けいい

もあることを留意
りゅうい

する

必要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

従
したが

って、同法案
どうほうあん

については、文言
もんごん

の修
しゅう

正
せい

に留
と

め、今後
こんご

、見直
みなお

し規定
きてい

による課題
かだい

解消
かいしょう

を図
はか

る方向
ほうこう

で、同法案
どうほうあん

の早期
そうき

成立
せいりつ

を望
のぞ

みたい。 

 

【大谷
おおたに

委員
いい ん

】 

１ 虐待
ぎゃくたい

の予防
よぼう

（研修
けんしゅう

義務
ぎ む

） 

虐待
ぎゃくたい

の場面
ばめん

に応
おう

じ、設置者
せっちしゃ

による指導
しどう

・研修
けんしゅう

義務
ぎ む

を規定
きてい

すべきである。 

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

においては、施設
しせつ

、雇用
こよう

主
しゅ

、学校
がっこう

管理
かん り

職
しょく

・教職員
きょうしょくいん

、医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

、

刑務
けいむ

職員
しょくいん

に対
たい

し、それぞれの場面
ばめん

において、虐待
ぎゃくたい

に対
たい

する意識
いしき

改革
かいかく

や虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

のための指導
しどう

・研修
けんしゅう

を行
おこな

い、虐待
ぎゃくたい

が発生
はっせい

した場合
ばあい

の対応
たいおう

について教育
きょういく

する

制度的
せいどてき

枠組
わく ぐ

みが必要
ひつよう

である。そのためには、国
くに

及
およ

び地方
ちほう

自治体
じ ち た い

が関係
かんけい

機関
きか ん

の

職員
しょくいん

研修
けんしゅう

や広報
こうほう

その他
た

の啓蒙
けいもう

活動
かつどう

を積極的
せっきょくてき

に行
おこな

うことを規定
きてい

するとともに（例
たと

えば、障
しょう

がいのある人
ひと

を雇用
こよう

する企業
きぎょう

に助成
じょせい

するときは虐待
ぎゃくたい

についての研修
けんしゅう

を義務
ぎ む

づけるなど）、各場面
かくばめん

の設定者
せっていしゃ

に対
たい

し指導
しどう

・研修
けんしゅう

を義務
ぎ む

づけなければな
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らない（前記
ぜんき

日
にち

弁連
べんれん

意見書
いけんしょ

参照
さんしょう

）。これらの規定
きてい

については権利
けんり

条約
じょうやく

１６条
じょう

１項
こう

、

２項
こう

からも要請
ようせい

されるところである。 

また特
とく

に医療
いりょう

機関
きか ん

に関
かん

しては、虐待
ぎゃくたい

を発見
はっけん

するスキルを習得
しゅうとく

するための研修
けんしゅう

が行
おこな

われなければならない。 

 

 ２ 罰則
ばっそく

について 

 

虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

自体
じた い

の処罰化
しょばつか

はすべきでないと考
かんが

えるが、高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

のよう

に調査
ちょうさ

妨害
ぼうがい

等
とう

の場合
ばあい

に罰則
ばっそく

を設
もう

けるほか（同法
どうほう

２９条
じょう

、３０条
じょう

参照
さんしょう

）、一般
いっぱん

予防
よぼ う

及
およ

び特別
とくべつ

予防
よぼ う

の観点
かんてん

から、下記
か き

の処分
しょぶん

規定
きて い

及
およ

び公表
こうひょう

・罰則
ばっそく

規定
きて い

を設
もう

けるべきで

ある。 

上記
じょうき

のとおり、虐待
ぎゃくたい

する側
がわ

を支援
しえん

することが必要
ひつよう

である一方
いっぽう

で、虐待者
ぎゃくたいしゃ

を雇
やと

う施設
しせつ

、企業
きぎょう

、学校
がっこう

、病院
びょういん

などの設置者
せっちしゃ

ないし雇
やと

い主
ぬし

は、懲戒
ちょうかい

処分
しょぶん

等
とう

により

虐待者
ぎゃくたいしゃ

を適正
てきせい

に処分
しょぶん

すべきであり、そのための規定
きてい

など必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

じなけ

ればならない。 

また、国
くに

及
およ

び地方
ちほう

自治体
じ ち た い

は、各障害者
かくしょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

、医
い

療法
りょうほう

、学校
がっこう

教育法
きょういくほう

、各種業法
かくしゅぎょうほう

等
とう

に定
さだ

める監督
かんとく

権限
けんげん

を強化
きょうか

し、虐待
ぎゃくたい

の主体
しゅたい

たる法人
ほうじん

に対
たい

する許認可
きょにんか

取消
とり け

し、

公表
こうひょう

等
とう

のペナルティを課
か

すことが必要
ひつよう

である。 

さらに、虐待
ぎゃくたい

の主体
しゅたい

の国家
こっか

資格
しか く

（教員
きょういん

免許
めんきょ

、医師
い し

免許
めんきょ

等
とう

）の停止
ていし

や剥奪
はくだつ

、事業
じぎょう

主
しゅ

に対
たい

する助成
じょせい

の打切
うちき

り等
とう

のペナルティを課
か

すことも検討
けんとう

する必要
ひつよう

がある
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（前記
ぜんき

日
にち

弁連
べんれん

意見書
いけんしょ

参照
さんしょう

）。 

 

【大濱
おおはま

委員
いい ん

】 

■高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

との兼
か

ね合
あ

い 

▼現行
げんこう

の高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

の虐待
ぎゃくたい

の定義
ていぎ

には身体
しんたい

拘束
こうそく

が盛
も

り込
こ

まれていない。

このため、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

において身体
しんたい

拘束
こうそく

を盛
も

り込
こ

んだときに、高齢者
こうれいしゃ

に対
たい

する身体
しんたい

拘束
こうそく

は虐待
ぎゃくたい

に該当
がいとう

しないと反対
はんたい

解釈
かいしゃく

されないような対策
たいさく

が必要
ひつよう

ではな

いか。 

▼既存
きそん

の虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

法制
ほうせい

のなかでも、高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

については、施設
しせつ

従事者
じゅうじしゃ

等
とう

による虐待
ぎゃくたい

などで問題
もんだい

の構造
こうぞう

が類似
るいじ

していることから、事前
じぜん

の監視
かんし

などの

障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

の枠組
わくぐ

みを高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

にも採用
さいよう

するように、推進
すいしん

会議
かい ぎ

として提起
ていき

するべきだと考
かんが

える。 

 

■障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

の専門
せんもん

部会
ぶか い

において、事前
じぜん

監視
かん し

の試行
しこう

事業
じぎょう

として、障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

施設
しせ つ

の実態
じったい

調査
ちょうさ

を実施
じっし

するべきだと考
かんが

える。 

 

【尾上
おのうえ

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

の実効性
じっこうせい

を高
たか

めるためにも、施設
しせつ

や病院
びょういん

等
とう

に関
かん

するオンブズパーソ

ンの仕組
し く

みを設
もう

けるべきである。 

 大阪府
おおさかふ

の「精神
せいしん

医療
いりょう

オンブズマン制度
せいど

」が大
おお

きな効果
こうか

を果
は

たしてきた実例
じつれい

等
とう

を
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参考
さんこう

にすべきである。（別紙
べっし

資料
しりょう

参照
さんしょう

） 

 

【門川
かどかわ

委員
いい ん

】 

差別
さべつ

とは異
こと

なり、虐待
ぎゃくたい

は本来的
ほんらいてき

には刑法上
けいほうじょう

の犯罪
はんざい

であることから、司法
しほう

手続
てつ づ

き

との兼
か

ね合
あ

いを十分
じゅうぶん

に考慮
こうりょ

に入
はい

れ、個人
こじん

や家庭
かてい

のプライバシーがきちんと尊重
そんちょう

されるようなしくみとするよう留意
りゅうい

する必要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

 

【佐藤
さとう

委員
いい ん

】 

 「児童
じどう

」、「高齢者
こうれいしゃ

」とある虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

に加
くわ

えて独立
どくりつ

した「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

」

が必要
ひつよう

かどうか。総合
そうごう

した「虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

」に統合
とうごう

し、ＤＶなども含
ふく

めたものに

することも検討
けんとう

されてよいのではないか。 

 「差別
さべつ

禁止法
きんしほう

」では、他
ほか

の類型
るいけい

にない障害者
しょうがいしゃ

独自
どく じ

の要素
ようそ

がたくさんあるので、

総合的
そうごうてき

な人権
じんけん

擁護
よう ご

法案
ほうあん

に任
まか

せるのでなく「障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

禁止法
きんしほう

」が必要
ひつよう

とされる

が、「虐待
ぎゃくたい

」は人間
にんげん

の身体
しんたい

、精神
せいしん

、財産
ざいさん

などの侵害
しんがい

という共通面
きょうつうめん

が多
おお

いので、障害
しょうがい

分野
ぶん や

の独自性
どくじせい

が弱
よわ

いのではないか。児童
じどう

相談所
そうだんじょ

の関与
かんよ

など、救済
きゅうさい

手続
てつ づ

き面
めん

では

一定
いってい

の差異
さ い

は必要
ひつよう

だが。 

 障害者
しょうがいしゃ

分野
ぶん や

独自
どく じ

の虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

を作
つく

るにしても、将来的
しょうらいてき

な統合
とうごう

を模索
もさく

するべき

であろう。全体的
ぜんたいてき

に「人
ひと

」で対象
たいしょう

を分
わ

けるのではなく、「目的
もくてき

」（ニーズ）別
べつ

の分
わ

かりやすい制度
せいど

を追求
ついきゅう

すべきであろう。 
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【関口
せきぐち

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

は侮辱
ぶじょく

罪
ざい

を含
ふく

む刑法
けいほう

に触
ふ

れるものがほとんどだが、あえて障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

を創
つく

る意味
い み

は、挙証
きょしょう

責任
せきにん

の違
ちが

いにあると考
かんが

える。すなわち、刑法
けいほう

よりは

挙証
きょしょう

責任
せきにん

を緩
かん

和
わ

して、合理的
ごうりてき

根拠
こんきょ

をもって明
あき

らかに推認
すいにん

されるもの、を含
ふく

むべ

きであり、目的
もくてき

には、虐待
ぎゃくたい

の抑止
よくし

効果
こう か

がある、裁判
さいばん

規範性
きはんせい

が含
ふく

まれる。 

 

ex.施設
しせ つ

での性的
せいてき

虐待
ぎゃくたい

は、日時
にちじ

が特定
とくてい

できないために無罪
むざい

となるケースがあり、

経済的
けいざいてき

虐待
ぎゃくたい

等
とう

も時効
じこう

まで、気
き

づかれないようにするケースがある。 

 

もとより、障害者
しょうがいしゃ

の虐待
ぎゃくたい

はその弱点
じゃくてん

につけ込
こ

むものであるから、虐待
ぎゃくたい

を行
おこな

った者
もの

は卑劣
ひれつ

極
きわ

まりないので刑事罰
けいじばつ

を遡
そ

及
きゅう

すべきところであるが、厳密
げんみつ

な挙証
きょしょう

責任
せきにん

を

求
もと

めないのであるから同等
どうとう

には扱
あつか

えない。ただし、悪質
あくしつ

なものについては公的
こうてき

捜査
そう さ

機関
きか ん

が関与
かんよ

することを義務付
ぎ む づ

け、疑
うたが

う余地
よ ち

なく証明
しょうめい

された場合
ばあい

にはこの限
かぎ

りではない。 

 

補足
ほそく

意見
いけ ん

：障害者
しょうがいしゃ

の経済
けいざい

生活
せいかつ

は基本的
きほんてき

に障害
しょうがい

年金
ねんきん

等
とう

で十全
じゅうぜん

に行
おこな

われるべきであ

って、 

障害
しょうがい

が現状
げんじょう

の生活
せいかつ

保護
ほ ご

制度
せい ど

の受給
じゅきゅう

用件
ようけん

になるという事
こと

が、 

すなわち差別
さべつ

なのではないか、恒常的
こうじょうてき

な先天的
せんてんてき

、後天的
こうてんてき

な心身
しんしん

の 

状態
じょうたい

を、ケースワーカーによって受給
じゅきゅう

要件
ようけん

としてチェックされる、それは矛盾
むじゅん

で
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しょう。 

そうした現状
げんじょう

の生活
せいかつ

保護
ほ ご

制度
せい ど

の運用
うんよう

は僕
ぼく

には一
ひと

つの虐待
ぎゃくたい

と捉
とら

えられます。 

 

    添付
てん ぷ

資料
しりょう

２ 

 

【竹下
たけした

委員
いい ん

】 

 虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

と差別
さべつ

禁止法
きんしほう

は別
べつ

の制度
せいど

として特別法
とくべつほう

も分
わ

けて立法化
りっぽうか

すべきであ

る。両者
りょうしゃ

は共
とも

通
つう

する点
てん

もあるが、その背景
はいけい

や救済
きゅうさい

手続
てつづき

、あるいはサンクション

（法律
ほうりつ

効果
こう か

）にも本質的
ほんしつてき

相違
そう い

があるからである。 

 

【中西
なかにし

委員
いい ん

】 

虐待
ぎゃくたい

の事例
じれい

の公表
こうひょう

 

個人
こじ ん

のプライバシーに配慮
はいりょ

し、具体的
ぐたいてき

な虐待
ぎゃくたい

行為
こう い

とそれへの対応
たいおう

を公表
こうひょう

する。

それとともに、相談
そうだん

支援
しえ ん

機関
きか ん

相互
そう ご

の情報
じょうほう

交換
こうかん

の場
ば

を設定
せってい

し、実務対
じつむつい

応力
おうりょく

の向上
こうじょう

に

努
つと

める。 

 

【久松
ひさまつ

委員
いい ん

】 

全
すべ

ての機関
きかん

に手話
しゅわ

コミュニケーション等
とう

に熟知
じゅくち

した当事者
とうじしゃ

職員
しょくいん

の配置
はいち

をする

ことが必要
ひつよう

である。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 
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縦割
たて わ

りで窓口
まどぐち

を増
ふ

やすだけではなく、既存
きそん

の窓口
まどぐち

を活用
かつよう

し、児童
じどう

・高齢者
こうれいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

と一体的
いったいてき

に、必要
ひつよう

な専
あつむ

門
もん

機関
きか ん

などを加
くわ

え、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

を図
はか

ることが必要
ひつよう

であ

る。 
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